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『
源
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岡
本
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筆
｢
蓬
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習｣
玄
陳
筆
｢
関
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長
谷
川
端
(
文
責)
駒
田
貴
子
村
井
俊
司
解題
一
、
書
誌
こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
、
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
、
付
『
源
氏
物
語
筆
者
目
録』
『
源
氏
物
語
秘
訣
(
１)』
各
一
冊
の
中
の
岡
本
主
水
筆
｢
蓬
生｣
｢
手
習｣
、
玄
陳
筆
｢
関
屋｣
で
あ
る
。
｢
蓬
生｣
は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
右
寄
り
に
円
形
を
描
い
た
下
絵
に
、｢
よ
も
き
ふ｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
三
十
一
丁
、
墨
付
二
十
八
丁
、
遊
紙
前
一
丁
、
後
二
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
七
〜
二
十
四
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
｢
関
屋｣
は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
草
木
を
描
い
た
下
絵
に
、｢
せ
き
屋｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
八
丁
、
墨
付
五
丁
、
遊
紙
前
一
丁
、
後
二
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
五
〜
二
十
四
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
｢
手
習｣
は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
上
部
に
金
銀
で
山
里
の
景
を
描
き
、
下
部
に
は
金
で
草
木
、
銀
で
籬
を
配
す
る
下
絵
に
、｢
て
な
ら
ひ｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
六
十
九
丁
、
墨
付
六
十
七
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
2
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
二
〜
二
十
三
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
の
昌
琢
筆
｢
桐
壺
(
２)｣
、
玄
陳
筆
｢
帚
木
(
３)｣
、
玄
的
筆
｢
空
蝉
(
４)｣
、
岡
本
主
水
筆
｢
夕
顔
(
５)｣
｢
若
紫
(
６)｣
｢
賢
木
(
７)｣
｢
明
石
(
８)｣
｢
澪
標
(
９)｣
｢
橋
姫
(
)｣
、
石
井
了
倶
筆
｢
末
摘
花
(
)｣
、
西
山
宗
因
筆
｢
紅
葉
賀
(
)｣
｢
宿
木
(
)｣
、
左
馬
助
筆
｢
花
宴
(
)｣
、
東
寺
観
智
院
筆
｢
葵
(
)｣
、
北
左
平
次
行
生
筆
｢
花
散
里
(
)｣
、
大
鳥
居
信
岩
筆
｢
須
磨
(
)｣
は
、
既
に
解
題
を
付
し
翻
刻
し
た
。
二
、
岡
本
主
水
の
書
写
と
本
文
の
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
等
｢
蓬
生｣
｢
手
習｣
の
書
写
者
、
岡
本
主
水
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、｢
夕
顔
(
	)｣
を
翻
刻
し
た
際
に
触
れ
た
の
で
省
略
す
る
が
、
ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
等
に
着
目
し
て
、
こ
こ
に
翻
刻
し
た
｢
蓬
生｣
｢
関
屋｣
｢
手
習｣
の
三
巻
に
お
け
る
そ
の
数
を
調
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
参
考
の
た
め
、
以
前
調
査
し
た
｢
桐
壺｣
か
ら
｢
澪
標｣
に
｢
宿
木｣
｢
橋
姫｣
を
加
え
た
表
も
掲
げ
た
。
3
巻
蓬
生
関
屋
手
習
書
写
者
岡
本
主
水
玄
陳
岡
本
主
水
ミ
セ
ケ
チ
71
４
120
補
入
28
５
64
傍
書
５
２
11
合
点
６
２
18
朱
点
14
６
143
総
計
124
17
356
今
回
翻
刻
し
た
｢
蓬
生｣
｢
関
屋｣
｢
手
習｣
の
三
巻
に
つ
い
て
見
る
と
、
主
水
が
書
写
し
た
｢
蓬
生｣
｢
手
習｣
は
、｢
夕
顔｣
｢
若
紫｣
な
ど
と
同
じ
く
、
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
が
非
常
に
多
い
と
わ
か
る
。
ま
た
、
玄
陳
は
以
前
に
翻
刻
し
た
｢
帚
木｣
も
書
写
し
て
い
る
が
、
表
で
わ
か
る
よ
う
に
、｢
帚
木｣
は
、
総
計
が
二
つ
と
極
端
に
少
な
か
っ
た
。｢
帚
木｣
に
比
べ
れ
ば
遙
に
分
量
が
少
な
い
｢
関
屋｣
の
十
七
と
い
う
総
数
は
、
多
い
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
今
回
翻
刻
し
た
三
巻
に
は
、｢
須
磨｣
｢
明
石｣
な
ど
最
終
丁
に
あ
っ
た
｢
一
更｣
と
い
う
記
載
は
な
い
。
4
巻
桐
壺
帚
木
空
蝉
夕
顔
若
紫
末
摘
花
紅
葉
賀
花
宴
葵
書
写
者
昌
琢
玄
陳
玄
的
岡
本
主
水
岡
本
主
水
了
倶
宗
因
左
馬
助
観
智
院
ミ
セ
ケ
チ
２
０
０
76
70
２
48
７
４
補
入
７
０
１
48
49
０
29
３
４
傍
書
０
２
０
２
10
１
４
１
８
合
点
１
０
０
14
14
０
７
10
３
朱
点
47
０
０
113
150
０
28
２
０
総
計
57
２
１
253
293
３
116
23
19
巻
賢
木
花
散
里
須
磨
明
石
澪
標
橋
姫
宿
木
書
写
者
岡
本
主
水
行
生
信
岩
岡
本
主
水
岡
本
主
水
岡
本
主
水
宗
因
ミ
セ
ケ
チ
94
２
34
79
55
101
22
補
入
55
２
33
40
17
25
19
傍
書
６
１
11
９
６
17
12
合
点
21
１
55
25
５
10
０
朱
点
59
４
84
99
64
49
０
総
計
235
10
217
252
147
202
53
こ
れ
ら
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
に
つ
い
て
の
見
解
や
結
論
は
、
や
は
り
、
す
べ
て
の
巻
の
調
査
の
後
、
ま
た
は
、
更
に
多
く
の
巻
の
傾
向
を
把
握
し
た
後
に
す
る
と
し
て
、｢
若
紫｣
の
解
題
で
述
べ
た
岡
本
主
水
の
書
写
し
た
巻
は
校
正
が
な
さ
れ
、
ミ
セ
ケ
チ
等
が
多
い
と
い
う
事
実
を
こ
こ
で
も
確
認
し
、
留
意
し
て
お
き
た
い
。
三
、
玄
陳
筆｢
関
屋｣
本
文
―
写
本
と
の
関
係
玄
陳
筆
｢
関
屋｣
は
、
定
家
様
の
美
麗
な
書
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
玄
陳
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、｢
帚
木
(
)｣
を
翻
刻
し
た
際
に
触
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
本
文
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
西
山
宗
因
筆
｢
紅
葉
賀｣
の
｢
解
題｣
で
、
本
書
と
三
条
西
実
隆
、
紹
巴
ゆ
か
り
の
四
本
と
を
対
校
し
て
、
そ
の
関
係
を
考
え
た
。
そ
の
た
め
｢
関
屋｣
で
も
四
本
と
の
対
校
を
行
な
い
た
い
。
今
回
は
、
最
初
に
『
源
氏
物
語
大
成
(
)』
で
、
本
書
と
諸
本
と
の
関
係
や
特
徴
を
確
認
し
、
次
い
で
、
四
本
と
の
対
校
を
行
な
い
た
い
。
そ
し
て
最
後
に
、
本
書
よ
り
後
の
成
立
と
な
る
江
戸
時
代
の
版
本
と
の
異
同
を
調
べ
、
本
書
を
『
源
氏
物
語』
本
文
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
た
い
と
思
う
。
『
大
成』
は
、
周
知
の
よ
う
に
青
表
紙
本
、
河
内
本
、
別
本
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
こ
で
先
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
の
が
、
本
書
が
青
表
紙
本
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
｢
関
屋｣
に
於
い
て
、
青
表
紙
本
と
河
内
本
の
違
い
が
如
実
に
わ
か
る
の
が
、
巻
末
で
あ
る
。
青
表
紙
本
↓
あ
い
な
の
さ
か
し
ら
や
な
と
そ
は
へ
る
め
る
河
内
本
↓
あ
め
る
5
本
書
は
｢
あ
い
な
の
さ
か
し
ら
や
な
と
そ
は
へ
る
め
る｣
で
、
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
。
ま
た
、『
大
成』
に
は
大
島
本
と
、
全
て
の
河
内
本
と
の
違
い
が
見
ら
れ
る
箇
所
と
し
て
、
四
十
五
の
部
分
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
本
書
と
一
致
す
る
の
は
、
｢
心
(
大
島
本)｣
が
｢
御
心
(
河
内
本
・
本
書)｣
と
な
っ
て
い
る
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
本
書
は
河
内
本
の
流
れ
で
は
な
い
と
わ
か
る
。
後
に
触
れ
る
の
で
こ
こ
に
記
し
て
お
く
が
、
こ
の
箇
所
は
青
表
紙
本
の
肖
柏
本
、
三
条
西
本
で
も
本
書
と
同
様
｢
御
心｣
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
に
掲
げ
る
の
は
、
本
書
と
河
内
本
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
尾
州
家
本
(
)
と
中
京
大
本
(『
大
成』
で
は
大
島
本)
、『
大
成』
に
採
択
さ
れ
て
い
な
い
飯
島
本
(
)
の
異
同
を
調
べ
た
表
で
あ
る
。
項
目
の
｢
漢
字
仮
名｣
は
、
漢
字
で
書
い
て
あ
る
か
、
ひ
ら
が
な
で
書
い
て
あ
る
か
の
相
違
の
数
で
あ
る
。｢
送
り
仮
名｣
は
送
り
仮
名
の
表
記
の
相
違
の
数
で
あ
り
、｢
表
記｣
は
音
便
、｢
ゝ｣
｢

｣
な
ど
の
相
違
の
数
で
あ
る
。
こ
の
四
項
目
に
該
当
し
な
い
相
違
を
｢
そ
の
他
の
相
違｣
と
し
た
。
後
に
青
表
紙
本
の
同
様
の
調
査
表
を
掲
げ
る
が
、
そ
れ
と
比
べ
る
と
相
違
数
が
多
い
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
本
書
が
、
青
表
紙
本
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
青
表
紙
本
で
『
大
成』
が
｢
関
屋｣
の
校
異
に
採
択
し
て
い
る
本
は
、
六
本
あ
る
。
六
本
の
中
で
、
肖
柏
本
、
三
条
西
の
二
本
が
、
前
掲
の
よ
う
に
本
書
と
同
じ
く
｢
御
心｣
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
一
応
、
本
書
が
肖
柏
本
、
三
条
西
本
に
近
い
証
左
で
あ
6
尾
州
家
本
中
京
大
本
飯
島
本
漢
字
仮
名
81
70
100
送
り
仮
名
７
３
10
表
記
43
35
29
そ
の
他
の
相
違
71
75
82
総
計
202
183
221
る
と
い
え
る
。
こ
の
二
本
と
本
書
が
近
い
と
い
う
点
を
含
め
て
、
次
に
青
表
紙
の
諸
本
と
本
書
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。
『
大
成』
に
青
表
紙
本
の
相
違
箇
所
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
本
書
も
該
当
す
る
部
分
を
抜
き
出
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
書
と
同
じ
本
に
は
｢
○｣
を
付
し
た
。
こ
の
表
か
ら
も
、
三
条
西
本
と
肖
柏
本
と
共
通
す
る
箇
所
が
多
く
、
本
書
に
近
い
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
大
成』
に
よ
っ
て
本
書
の
系
統
を
確
認
す
る
と
、
青
表
紙
本
で
三
条
西
本
と
肖
柏
本
に
近
い
本
文
で
あ
る
と
い
え
る
。
三
条
西
本
は
三
条
西
実
隆
が
書
写
し
た
本
で
あ
り
、
そ
の
実
隆
は
肖
柏
か
ら
『
源
氏
物
語』
の
講
釈
を
受
け
て
お
り
(
)
、
二
本
が
近
い
の
も
首
肯
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
流
れ
に
本
書
は
繋
が
る
と
い
え
る
。
7
大
島
本
本
書
三
条
西
本
肖
柏
本
横
山
本
榊
原
本
池
田
本
い
さ
ゝ
か
か
の
↓
い
さ
ゝ
か
の
○
○
○
○
○
給
ふ
へ
し
↓
給
○ふ
へ
し
○
せ
き
山
↓
せ
き
○
○
○
す
く
し
↓
す
こ
し
○
く
つ
れ
い
て
た
る
↓
は
つ
れ
い
て
た
る
○
○
○
○
い
ま
↓
ナ
シ
○
ま
い
り
て
そ
↓
ま
い
れ
り
一
日
○
○
○
○
○
心
↓
御
心
○
○
ゐ
た
り
つ
る
↓
ゐ
た
り
一
日
○
○
○
○
○
か
は
ち
の
か
み
↓
か
う
ち
の
か
み
○
○
○
○
を
き
し
↓
を
き
し
を
○
○
す
く
し
↓
す
こ
し
○
総
計
10
８
６
５
５
と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
条
西
実
隆
の
書
写
に
関
係
す
る
本
と
本
書
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
の
が
、
先
に
記
し
た
｢
紅
葉
賀｣
の
解
題
で
対
校
し
た
四
本
で
あ
る
。
こ
の
中
の
一
つ
が
、
今
見
て
き
た
『
大
成』
に
三
条
西
本
と
あ
る
本
で
、
現
在
は
日
本
大
学
蔵
の
た
め
、
先
の
解
題
で
は
日
大
本
(
)
と
し
た
。
以
下
、
こ
の
三
条
西
本
(
日
大
本)
を
含
め
、
先
の
｢
紅
葉
賀｣
と
同
様
に
、
本
書
と
の
異
同
を
調
べ
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。
今
回
は
、『
大
成』
が
底
本
と
し
て
採
用
し
て
い
る
大
島
本
(
)
、『
大
成』
に
採
ら
れ
て
い
な
い
青
表
紙
本
で
、
三
条
西
本
と
は
系
統
が
違
う
正
徹
本
(
)
と
、
別
本
で
｢
関
屋｣
は
青
表
紙
本
だ
が
、
巻
に
よ
っ
て
は
河
内
本
も
交
じ
る
伏
見
天
皇
本
(
)
を
参
考
と
し
て
掲
げ
て
お
い
た
。
ま
た
、
蓬
左
文
庫
に
は
も
う
一
本
、
紹
巴
奥
書
の
青
表
紙
本
が
あ
り
蓬
左
本
(
)
②
と
し
て
、
そ
れ
も
加
え
た
。
こ
の
表
は
、
本
書
と
の
相
違
を
示
し
た
数
字
で
あ
り
、
数
が
少
な
い
本
ほ
ど
、
本
書
と
近
似
し
て
い
る
と
い
え
る
。
濁
点
、
朱
点
を
全
く
付
さ
な
い
本
も
あ
り
、
そ
の
点
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
総
計
の
部
分
を
見
れ
ば
明
白
な
よ
う
に
、
本
書
に
近
い
本
文
を
有
す
る
の
は
、
鶴
見
大
本
(
)
、
書
陵
部
本
(
)
、
蓬
左
本
(
)
、
蓬
左
本
②
の
順
で
あ
る
。
鶴
見
大
本
が
本
書
と
最
も
近
い
と
い
う
結
果
は
、
先
の
｢
紅
葉
賀｣
と
同
様
で
あ
る
。
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三
条
西
本
鶴
見
大
本
蓬
左
本
蓬
左
本
②
書
陵
部
本
大
島
本
正
徹
本
伏
見
本
漢
字
仮
名
85
52
77
80
66
76
92
88
清
濁
○
○
○
１
○
２
○
○
朱
点
６
○
○
○
○
105
○
○
送
り
仮
名
２
３
２
５
５
11
３
16
表
記
35
26
32
23
12
13
15
38
そ
の
他
の
相
違
６
４
６
７
11
８
21
22
総
計
134
85
117
116
94
215
131
164
そ
の
理
由
と
し
て
は
、｢
紅
葉
賀｣
の
解
題
で
も
述
べ
た
が
、
本
書
の
書
写
者
が
玄
陳
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
は
、
紹
巴
の
子
孫
が
書
写
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
書
写
の
際
に
は
、
紹
巴
に
関
係
す
る
『
源
氏
物
語』
の
本
文
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鶴
見
大
本
は
、｢
天
正
十
四
年
丙
戌
年｣
｢
紹
巴
講
釈
本｣
と
記
さ
れ
た
奥
書
き
を
有
す
る
寛
永
頃
の
書
写
と
さ
れ
る
本
で
あ
り
、
里
村
家
に
関
係
の
深
い
本
で
あ
る
た
め
だ
と
い
え
る
。
そ
の
紹
巴
は
三
条
西
公
条
か
ら
『
源
氏
物
語』
の
講
釈
を
受
け
て
お
り
、
三
条
西
家
の
『
源
氏
物
語』
に
遡
る
の
も
容
易
で
あ
る
。
三
条
西
本
(
日
大
本)
、
蓬
左
本
、
書
陵
部
本
は
、
何
れ
も
三
条
西
実
隆
ゆ
か
り
の
本
で
あ
り
、
紹
巴
と
三
条
西
家
と
の
繋
が
り
を
考
慮
す
れ
ば
、｢
紹
巴
講
釈
本｣
と
言
わ
れ
る
鶴
見
大
本
や
本
書
が
、
実
隆
ゆ
か
り
の
三
条
西
家
の
本
に
類
似
し
、
そ
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
も
自
然
な
帰
結
と
考
え
ら
れ
る
。
四
、
江
戸
期
の
版
本
と
の
関
係
青
表
紙
本
の
本
書
に
至
る
系
譜
に
つ
い
て
は
前
に
触
れ
て
来
た
が
、
こ
こ
で
は
、
本
書
よ
り
時
代
が
下
る
江
戸
時
代
の
版
本
の
本
文
と
、
本
書
と
の
関
係
を
見
て
み
た
い
。『
源
氏
物
語』
の
近
世
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
池
田
利
夫
氏
(
)
、
清
水
婦
久
子
氏
(
)
に
指
摘
が
あ
る
。
清
水
氏
の
指
摘
を
基
に
列
記
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
一
慶
長
中
期
頃
刊
、
古
活
字
版
(
伝
嵯
峨
本)
二
元
和
九
年
(
一
六
二
三)
刊
、
古
活
字
版
三
寛
永
(
一
六
二
四
〜
一
六
四
四)
頃
刊
、
無
跋
無
刊
記
整
版
本
◎
↓
無
刊
記
本
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四慶
安
三
年
(
一
六
五
〇)
山
本
春
正
跋
、
絵
入
り
(
)
。
◎
↓
承
応
本
五
万
治
三
年
(
一
六
六
〇)
刊
、
絵
入
り
(
横
本
(
))
六
無
刊
記
小
本
、
絵
入
り
◎
↓
絵
入
小
本
七
承
応
元
年
(
一
六
五
二)
松
永
貞
徳
跋
、
版
本
『
万
水
一
露
(
)』
◎
↓
万
水
八
寛
文
十
三
年
(
一
六
七
三)
刊
『
首
書
源
氏
物
語
(
)』
◎
↓
首
書
九
延
宝
元
年
(
一
六
七
三)
北
村
季
吟
跋
『
湖
月
抄』
◎
↓
湖
月
抄
こ
の
中
の
◎
を
付
し
た
版
本
と
本
書
と
を
対
校
し
、
異
同
の
数
を
示
し
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。
そ
の
際
、
四
は
一
般
に
｢
承
応
本｣
と
呼
ば
れ
る
た
め
、
そ
の
呼
称
を
用
い
、
六
は
｢
絵
入
小
本｣
と
し
た
。
無
刊
記
本
、『
万
水』
は
、
濁
点
を
付
さ
な
い
た
め
に
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
清
濁
を
含
め
、
漢
字
ひ
ら
が
な
の
違
い
等
の
表
記
の
相
違
は
、
本
文
の
内
容
に
及
ぶ
異
同
で
は
な
く
、
こ
れ
を
除
外
し
て
、
項
目
の
｢
そ
の
他
の
相
違｣
に
入
れ
た
、
｢
こ
き
み｣
(
本
書)
↓
｢
こ
き
み
い
ま
は｣
(
承
応
本)
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無
刊
記
本
承
応
本
絵
入
小
本
万
水
首
書
湖
月
抄
漢
字
仮
名
107
108
92
126
105
118
清
濁
○
177
173
○
187
171
送
り
仮
名
６
７
７
３
６
４
表
記
30
31
30
25
22
29
そ
の
他
の
相
違
６
10
11
10
８
７
総
計
149
333
313
164
328
329
と
い
う
よ
う
な
用
例
に
注
目
す
れ
ば
、
無
刊
記
本
と
の
相
違
が
六
と
最
も
少
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
、
本
書
と
の
関
係
を
容
易
に
識
別
で
き
る
部
分
と
し
て
、｢
せ
き｣
と
す
る
か
｢
せ
き
山｣
と
す
る
か
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で
本
書
と
の
対
校
に
用
い
た
全
て
の
本
に
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
(
)』
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
続
(
)』
の
諸
本
を
加
え
掲
げ
れ
ば
、
○
せ
き
本
書
・
大
島
本
・
三
条
西
本
・
鶴
見
大
本
・
蓬
左
本
・
蓬
左
本
②
・
国
冬
本
・
肖
柏
本
・
伏
見
天
皇
本
・
保
坂
本
・
無
刊
記
本
○
せ
き
山
書
陵
部
本
・
正
徹
本
・
陽
明
本
・
池
田
本
・
御
物
本
・
前
田
本
・
天
理
河
内
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
・
高
松
宮
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
・
源
氏
物
語
絵
巻
詞
書
・
承
応
本
・
絵
入
小
本
・
首
書
・
湖
月
抄
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
無
刊
記
本
は
、
版
本
と
し
て
唯
一
、
本
書
と
同
じ
く
｢
せ
き｣
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
無
刊
記
本
が
本
書
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、｢
そ
の
他
の
相
違｣
の
数
は
、
最
も
少
な
い
無
刊
記
本
の
六
か
ら
十
一
の
範
囲
で
あ
り
、
そ
の
幅
は
大
き
く
な
い
と
い
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
全
て
青
表
紙
本
で
あ
り
、
清
水
氏
(
)
が
、
こ
れ
ら
整
版
本
の
本
文
に
、
二
通
り
の
流
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
慶
安
本
｢
絵
入
源
氏｣
の
流
れ
で
、
こ
れ
が
後
の
流
布
本
に
な
っ
て
ゆ
く
。
も
う
一
つ
は
無
跋
無
刊
記
本
の
流
れ
で
、
こ
れ
は
『
万
水
一
露』
の
本
文
と
し
て
採
用
さ
れ
、
『
万
水
一
露』
を
通
じ
て
『
首
書
源
氏』
『
湖
月
抄』
と
も
に
校
訂
に
使
用
さ
れ
る
が
、
後
の
流
布
本
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
流
布
本
の
源
流
と
も
言
う
べ
き
、
慶
安
本
｢
絵
入
源
氏｣
の
親
本
の
一
つ
は
、
伝
嵯
峨
本
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
指
摘
で
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
繋
が
り
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
だ
と
い
え
る
。
ま
た
同
氏
に
は
｢『
絵
入
源
氏』
桐
壺
巻
の
本
文
は
、
三
条
西
家
本
に
も
っ
と
も
近
く
、
次
い
で
肖
柏
本
が
近
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。｣
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ
の
三
条
西
家
本
、
肖
柏
本
に
近
い
と
い
う
結
果
は
先
に
触
れ
た
が
、
本
書
に
も
あ
て
は
ま
る
。
つ
ま
り
、
本
書
も
『
絵
入
源
氏』
等
の
版
本
も
三
条
西
家
の
証
本
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
本
書
と
版
本
と
の
対
校
に
よ
っ
て
、
三
条
西
家
の
証
本
か
ら
、
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江
戸
期
の
版
本
へ
と
い
う
流
れ
の
中
で
の
本
書
の
位
置
が
、
明
ら
か
に
な
る
と
い
え
る
。
五
、
結
語
『
醒
睡
笑』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
安
楽
庵
策
伝
に
、『
策
伝
和
尚
送
答
控
(
)』
と
い
う
書
が
あ
る
。
策
伝
の
自
筆
で
、
一
部
を
除
き
、
和
歌
一
首
の
上
句
を
一
行
、
下
句
と
作
者
を
一
行
に
記
す
と
い
う
形
式
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
彦
氏
(
)
に
、
時
折
の
詠
、
主
と
し
て
諸
知
己
と
送
答
の
和
歌
狂
歌
、
時
に
漢
詩
俳
諧
を
記
し
止
め
た
も
の
で
、
時
に
は
草
案
の
控
、
時
に
は
即
答
の
後
の
筆
記
、
書
簡
つ
き
の
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
写
し
て
あ
る
。
又
記
憶
す
べ
き
諸
事
を
記
し
と
ど
め
た
所
も
若
干
あ
る
。
と
い
う
解
説
が
あ
る
。
こ
の
『
策
伝
和
尚
送
答
控』
の
中
に
、
玄
陳
法
橋
お
も
ひ
や
る
心
の
色
の
ふ
か
き
を
も
う
す
紅
葉
と
や
人
の
見
る
ら
ん
伝
返
し
心
あ
り
て
た
を
れ
る
枝
の
紅
葉
々
は
ほ
か
に
さ
き
た
つ
色
と
こ
そ
み
れ
玄
陳
と
い
う
、
策
伝
と
玄
陳
の
贈
答
歌
が
あ
る
。
こ
の
贈
答
歌
の
背
景
に
つ
い
て
、
鈴
木
棠
三
氏
(
)
は
、
家
集
に
錦
上
花
を
添
え
よ
う
と
し
て
、(
中
略)
昌
琢
・
玄
仲
・
昌
俔
・
玄
陳
・
玄
的
・
宗
順
と
い
っ
た
連
歌
師
た
ち
も
動
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
人
び
と
は
、
い
ず
れ
も
返
歌
を
も
と
め
る
た
め
に
策
伝
の
方
か
ら
詠
み
か
け
た
と
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
12
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
い
う
｢
家
集｣
は
『
策
伝
和
尚
送
答
控』
を
指
し
、｢
錦
上
花
を
添
え｣
と
は
、
同
氏
が
｢
当
時
の
連
歌
師
の
社
会
的
位
置
は
、
の
ち
の
俳
諧
師
な
ど
と
は
比
較
で
き
ぬ
程
高
か
っ
た
し
、
連
歌
は
文
芸
の
表
芸
と
い
う
べ
き
評
価
を
え
て
い
た｣
と
い
う
連
歌
師
の
高
い
地
位
が
前
提
と
な
る
。
こ
の
玄
陳
ら
『
策
伝
和
尚
送
答
控』
に
名
前
を
連
ね
て
い
る
人
々
に
つ
い
て
は
、
中
村
氏
に
、
こ
の
送
答
の
行
わ
れ
た
寛
永
十
年
前
後
を
各
方
面
で
代
表
す
る
人
々
を
網
羅
し
て
い
る
と
さ
え
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
の
動
向
や
、
こ
の
風
雅
と
戯
笑
の
送
答
の
中
に
感
得
出
来
る
寛
永
文
化
の
い
ぶ
き
と
い
う
見
解
も
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
｢
関
屋｣
の
書
写
者
で
あ
る
玄
陳
は
、
寛
永
文
化
を
担
う
重
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
は
、
連
歌
師
と
し
て
『
策
伝
和
尚
送
答
控』
に
名
前
が
見
え
る
昌
琢
・
玄
仲
・
昌
俔
・
玄
陳
・
玄
的
・
宗
順
が
書
写
者
の
有
力
な
構
成
員
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
連
歌
師
に
よ
る
書
写
は
、
宗
祇
以
来
の
伝
統
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
は
伝
統
的
な
形
式
を
踏
襲
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
書
写
さ
れ
た
本
文
は
、
三
条
西
家
の
証
本
の
流
れ
を
汲
む
、
当
時
と
し
て
は
、
最
も
優
良
な
本
文
で
あ
り
、『
源
氏
物
語』
諸
本
系
譜
の
中
で
は
、
中
世
の
三
条
西
家
等
の
写
本
か
ら
、
近
世
の
『
絵
入
源
氏
物
語』
や
北
村
季
吟
の
『
源
氏
物
語
湖
月
抄』
等
の
版
本
へ
の
過
渡
期
に
位
置
す
る
本
で
あ
り
、
中
世
か
ら
江
戸
初
期
の
『
源
氏
物
語』
本
文
や
源
氏
学
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
写
本
と
い
う
位
置
づ
け
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
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翻
刻
凡
例
一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
仮
名
遣
は
原
本
通
り
と
し
た
が
、
異
体
字
・
略
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
一
、
和
歌
は
改
行
を
し
、
二
字
下
げ
と
し
た
。
一
、
ミ
セ
ケ
チ
は
文
字
の
中
央
に
棒
線
を
付
し
、
訂
正
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
本
文
の
傍
書
は
原
本
通
り
と
し
た
。
一
、
補
入
記
号
が
あ
る
場
合
は
該
当
箇
所
に
｢
○｣
を
付
し
、
補
入
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
漢
字
の
踊
字
｢

｣
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、
本
文
の
朱
点
は
｢
・｣
で
示
し
た
。
一
、
朱
合
点
は
、
傍
線
で
示
し
た
。
一
、｢
手
習｣
に
錯
簡
が
あ
る
。｢
須
磨｣
39
オ
〜
84
オ
は
｢
手
習｣
の
本
文
で
あ
り
、｢
手
習｣
39
オ
〜
67
ウ
が
｢
須
磨｣
の
本
文
で
あ
る
。｢
手
習｣
38
ウ
の
次
に
｢
須
磨｣
39
オ
〜
84
オ
に
あ
る
｢
手
習｣
の
本
文
を
置
き
、
正
し
い
本
文
と
し
て
翻
刻
し
た
。
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(
よ
も
き
ふ)
も
し
ほ
た
れ
つ
ゝ
わ
ひ
給
し
こ
ろ
ほ
ひ
都
に
も
さ
ま


お
ほ
し
な
け
く
人
お
ほ
か
り
し
を
さ
て
も
わ
か
御
身
の
よ
り
所
あ
る
は
ひ
と
か
た
の
思
ひ
こ
そ
く
る
し
け
な
り
し
か
二
条
の
う
へ
な
と
も
の
と
や
か
に
て
旅
の
御
す
み
か
を
も
お
ほ
つ
か
な
か
ら
す
き
こ
え
か
よ
ひ
給
つ
ゝ
く
ら
ゐ
を
さ
り
給
へ
る
か
り
の
御
よ
そ
ひ
を
も
た
け
の
こ
の
よ
の
う
き
ふ
し
を
と
き


に
つ


け
て
あ
つ
か
ひ
き
こ
え
給
に
な
く
さ
め
給
け
ん
な
か


其
か
す
と
も
人
に
し
ら
れ
す
立
別
給
ひ
し
ほ
と
の
御
１
オ
あ
り
さ
ま
を
も
よ
そ
の
こ
と
に
思
ひ
や
り
給
人
々
の
し
た
の
心
く
た
き
給
○た
く
ひ
お
ほ
か
り
・
ひ
た
ち
の
宮
の
君
は
ち
ゝ
み
こ
の
う
せ
給
に
し
な
こ
り
に
又
思
ひ
あ
つ
か
ふ
人
も
な
き
御
身
に
て
い
み
し
う
心
ほ
そ
う
な
り
し
を
思
ひ
か
け
ぬ
御
こ
と
の
い
て
き
て
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
給
事
た
え
さ
り
し
を
い
か
め
し
き
御
い
き
ほ
ひ
に
こ
そ
こ
と
に
も
あ
ら
す
は
か
な
き
ほ
と
の
御
な
さ
け
は
か
り
と
お
ほ
し
た
り
し
ほ
と
ま
ち
う
け
た
ま
ふ
た
も
と
の
せ
は
き
に
は
お
ほ
そ
ら
の
ほ
し
の
ひ
か
り
を
た
ら
１
ウ
い
の
水
に
う
つ
し
た
る
こ
しこ
ち
し
て
す
く
し
給
ひ
し
ほ
と
に
か
ゝ
る
よ
の
さ
は
き
出
き
て
な
へ
て
の
世
う
く
お
ほ
し
み
た
れ
し
ま
き
れ
に
わ
さ
と
ふ
か
ゝ
ら
ぬ
か
た
の
心
さ
し
は
う
ち
忘
た
る
や
う
に
て
と
を
く
お
は
し
ま
し
に
し
の
ち
ふ
り
は
へ
て
し
も
え
た
つ
ね
き
こ
え
給
は
す
そ
の
名
こ
り
に
し
は
し
○は
な
く


も
す
く
し
給
し
を
年
月
ふ
る
ま
ゝ
に
あ
は
れ
に
さ
ひ
し
き
御
あ
り
さ
ま
な
り
ふ
る
き
女
は
ら
な
と
は
い
て
や
い
と
く
ち
を
し
き
御
す
く
せ
な
り
け
り
お
ほ
え
す
神
仏
の
あ
ら
２
オ
15
は
れ
給
へ
ら
ん
や
う
な
り
し
御
心
は
え
に
か
ゝ
る
よ
す
か
も
人
は
○いて
お
は
す
る
も
の
な
り
け
り
と
あ
り
か
た
う
み
た
て
ま
つ
り
し
を
お
ほ
か
た
よ
の
こ
と
と
い
ひ
な
か
ら
又
た
の
む
か
た
な
き
御
あ
り
さ
ま
こ
そ
か
な
し
け
れ
と
つ
ふ
や
き
な
け
く
さ
る
か
た
に
あ
り
つ
き
た
り
し
あ
な
た
の
と
し
こ
ろ
は
い
ふ
か
た
な
き
さ
ひ
し
さ
に
め
な
れ
て
す
く
し
給
し
を
な
か


す
こ
し
よ
つ
き
て
な
ら
ひ
に
け
る
年
月
に
い
と
た
へ
か
た
く
思
ひ
な
け
く
へ
し
とす
こ
し
も
さ
て
あ
り
ぬ
へ
き
人
々
は
を
の
つ
か
ら
ま
２
ウ
い
り
つ
き
て
あ
り
し
を
み
な
つ
き


に
し
た
か
ひ
て
い
き
ち
り
ぬ
女
は
ら
の
い
の
ち
た
へえ
ぬ
も
有
て
月
日
に
し
た
か
ひ
て
上
下
の
人
か
す
ゝ
く
な
く
な
り
ゆ
く
も
と
よ
り
あ
れ
た
り
し
宮
の
う
ち
い
と
ゝ
き
つ
ね
の
す
み
か
に
な
り
て
う
と
ま
し
う
け
と
を
き
こ
た
ち
に
ふ
く
ろ
う
の
こ
ゑ
を
朝
夕
に
み
ゝ
な
ら
し
つ
ゝ
人
け
に
こ
そ
さ
や
う
の
も
の
も
せ
ゝか
れ
て
か
け
か
く
し
け
れ
こ
た
ま
な
と
け
し
か
ら
ぬ
も
の
と
も
と
こ
ろ
を
え
て
や
う


か
た
ち
を
あ
ら
は
し
物
わ
ひ
し
き
こ
と
の
み
か
す
３
オ
し
ら
ぬ
に
ま
れ


の
こ
り
さ
ふ
ら
ふ
人
は
な
を
い
と
わ
り
な
し
こ
の
比
す
り
や
う
な
と
の
お
も
し
ろ
き
家
つ
く
り
こ
の
む
か
こ
の
宮
の
こ
た
ち
を
心
に
つ
け
て
は
な
ち
た
ま
は
せ
て
ん
や
と
ほ
と
り
に
つ
き
て
あ
む
な
ひ
まし申
さ
す
る
を
さ
や
う
に
せ
さ
せ
給
て
い
と
か
う
も
の
を
そ
ろ
し
か
ら
ぬ
御
す
ま
ひ
に
お
ほ
し
う
つ
ろ
は
は
な
ん
た
ち
と
ま
り
さ
ふ
ら
ふ
人
も
い
と
た
へ
か
た
し
な
と
き
こ
ゆ
れ
はと
あ
な
い
み
し
や
人
の
き
ゝ
思
は
ん
こ
と
も
あ
り
い
け
る
よ
に
し
か
な
こ
り
な
き
わ
さ
３
ウ
は
い
か
ゝ
せ
ん
か
く
お
そ
ろ
し
け
に
あ
れ
は
て
ぬ
れ
と
お
や
の
御
か
け
と
ま
り
た
る
心
ち
す
る
ふ
かる
き
す
み
か
と
思
ふ
に
な
く
さ
み
て
こ
そ
あ
れ
と
16
う
ち
な
き
つ
ゝ
お
ほ
し
も
か
け
す
御
て
う
と
ゝ
も
ゝ
い
と
こ
た
い
に
な
れ
た
る
か
む
か
し
や
う
に
て
う
る
は
し
き
を
な
ま
も
の
ゝ
ゆ
へ
し
ら
む
と
思
へ
る
人
さ
る
も
の
え
う
し
て
わ
さ
と
そ
の
人
か
の
人
に
せ
さ
せ
給
へ
る
と
た
つ
ね
き
ゝ
て
あ
ん
な
い
す
る
も
を
の
つ
か
ら
か
ゝ
る
ま
つ
し
き
あ
た
り
と
思
ひ
あ
な
つ
り
て
い
ひ
く
る
を
れ
い
の
女
は
ら
い
か
ゝ
は
せ
ん
４
オ
そ
こ
そ
は
よ
の
つ
ね
の
事
と
て
と
り
ま
き
ら
は
し
つ
ゝ
目
に
ち
か
き
け
ふ
あ
す
の
み
く
る
し
さ
を
つ
く
ろ
は
ん
と
す
る
時
も
あ
る
を
い
み
し
う
い
さ
め
給
て
見
よ
と
思
ひ
給
て
こ
そ
し
を
か
せ
給
ひ
け
め
な
と
て
か
か
る


し
き
人
の
家
の
か
さ
り
と
は
な
さ
ん
な
き
人
の
御
ほ
い
た
か
は
ん
か
あ
は
れ
な
る
こ
と
ゝ
の
給
て
さ
る
わ
さ
は
せ
さ
せ
給
は
す
は
か
な
き
事
に
て
も
と
ふ
ら
ひ
き
こ
ゆ
る
人
は
な
き
御
身
な
り
た
ゝ
御
せ
う
と
の
せ
ん
し
の
き
み
は
か
り
そ
ま
れ


に
○も
京
に
出
給
と
き
４
ウ
は
さ
し
の
そ
き
給
へ
と
なそ
れ
も
世
に
な
き
ふ
る
め
き
人
に
て
お
な
し
き
ほ
う
し
と
い
ふ
な
か
に
も
た
つ
き
な
く
こ
の
世
を
は
な
れ
た
る
ひ
し
り
に
も
の
し
た
ま
ひ
て
し
け
き
草
よ
も
き
を
た
に
か
き
は
ら
は
ん
物
と
も
思
ひ
よ
り
給
は
す
・
か
ゝ
る
ま
ゝ
に
あ
さ
ち
は
庭
の
お
も
も
み
え
す
し
け
り
よ
も
き
は
軒
を
あ
ら
そ
ひ
て
お
ひ
の
ほ
り
む
く
ら
は
西
ひ
ん
か
し
の
み
か
と
を
と
ち
こ
め
た
る
そ
た
の
も
し
け
れ
と
く
つ
れ
か
ち
な
る
め
く
り
の
か
き
を
馬
牛
な
と
の
ふ
み
な
ら
し
た
る
道
に
て
５
オ
春
夏
の
な
れ
は
は
な
ち
か
ふ
あ
け
ま
き
の
心
さ
へ
そ
め
さ
ま
し
き
八
月
野
分
あ
ら
か
り
し
と
し
ら
う
と
も
も
た
う
れ
ふ
し
し
も
の
や
○
と
も
イ
の
は
か
な
き
い
た
ふ
き
な
り
し
な
と
は
ほ
ね
の
み
わ
つ
か
に
残
り
て
立
と
ま
る
け
す
た
に
な
し
け
ふ
り
た
え
て
あ
わ
れ
に
い
み
し
き
事
お
ほ
か
り
ぬ
す
人
17
な
と
い
ふ
ひ
た
ふ
る
こ
ゝ
ろ
あ
る
も
の
も
思
ひ
や
り
の
さ
ひ
し
け
れ
は
に
や
こ
の
宮
を
は
ふ
よ
う
の
物
に
ふ
み
す
き
て
よ
り
こ
さ
り
け
れ
は
○
か
く
い
み
し
き
の
ら
や
ふ
な
れ
と
も
○
此
分
イ
さ
す
か
に
し
ん
て
ん
の
う
ち
５
ウ
は
か
り
は
あ
り
し
御
し
つ
○らひ
い
か
は
ら
す
つ
や
ゝ
か
に
か
ひい
は
き
な
と
す
る
人
も
な
し
ち
り
は
つ
も
れ
と
も
ま
き
る
ゝ
こ
と
な
き
う
る
は
し
き
御
す
ま
ひゐ
に
もて
あ
か
し
く
ら
し
給
ふ
・
は
か
な
き
ふ
る
う
た
物
か
た
り
な
と
や
う
の
す
さ
ひ
こ
と
に
て
こ
そ
つ
れ
つ
れ
を
も
思
ひ
な
く
さ
む
る
わ
さ
な
め
れ
さ
や
う
の
こ
と
に
も
御
心
を
そ
く
物
し
給
わ
さ
と
こ
の
ま
し
か
しら
ね
と
を
の
つ
か
ら
又
い
そ
く
こ
と
な
き
程
は
お
な
し
心
な
る
文
か
よ
は
し
な
と
も
う
ち
し
て
こ
そ
わ
か
き
人
は
木
草
に
つ
け
て
も
心
を
６
オ
な
く
さ
め
給
へ
け
れ
と
お
や
の
も
て
か
し
つ
き
給
し
御
心
お
き
て
の
ま
ゝ
に
よ
の
中
を
つ
ゝ
ま
し
き
も
の
に
お
ほ
し
て
ま
れ
に
も
こ
と
か
よ
ひ
給
へ
き
御
あ
た
り
を
も
さ
ら
に
な
れ
た
ま
は
す
・
ふ
り
に
た
る
み
つ
し
あ
け
て
か
しら
も
り
は
こ
や
の
と
し
か
く
や
ひ
め
の
物
か
た
り
の
ゑ
に
か
き
た
る
を
そ
時
々
ま
さ
へく
り
も
の
に
し
給
○ふ
ふ
る
う
た
と
て
も
お
か
し
き
や
う
に
え
り
い
て
た
い
を
も
よ
み
人
を
も
あ
ら
は
し
心
え
た
る
こ
そ
見
と
こ
ろ
○も
あ
り
け
れ
う
る
は
し
き
か
ん
や
か
しみ
み
ち
の
く
に
か
み
６
ウ
な
と
の
ふ
く
た
め
る
に
ふ
る
事
と
も
の
め
な
れ
た
る
な
と
は
い
と
○す
さ
ま
し
け
な
る
を
せ
め
て
な
か
め
給
お
り


は
ひ
き
ひ
ろ
け
給
い
ま
の
世
の
人
の
す
め
る
経
う
ち
よ
み
をお
こ
な
ひ
な
と
い
ふ
事
は
い
と
は
つ
か
し
う
し
給
て
見
奉
る
人
も
な
け
れ
と
す
ゝ
な
と
と
り
よ
せ
給
は
す
か
や
う
に
う
る
は
し
く
そ
も
の
し
給
け
る
・
侍
従
な
と
い
ひ
し
御
め
の
と
こ
の
み
こ
そ
と
し
こ
ろ
あ
く
か
れ
い
て
ぬ
も
の
に
て
さ
ふ
ら
ひ
つ
れ
と
か
よ
ひ
ま
い
18
り
し
さ
い
院
う
せ
給
な
と
し
て
い
と
た
へ
か
た
７
オ
く
心
ほ
そ
き
に
こ
の
姫
君
の
母
北
の
か
た
の
は
ら
か
ら
世
に
を
ち
ふ
れ
て
す
り
や
う
の
北
の
か
た
に
な
り
給
へ
る
有
け
り
む
す
め
と
も
か
し
つ
き
て
よ
ろ
し
き
わ
か
人
と
も
○も
む
け
に
し
ら
ぬ
と
こ
ろ
よ
り
半は
お
や
と
も
も
ま
う
て
か
よ
ひ
し
を
と
思
ひ
て
と
き


い
き
か
よ
ふ
こ
の
姫
君
は
か
く
人
う
と
き
御
く
せ
な
れ
は
む
つ
ま
し
く
も
い
ひ
か
よ
ひ
給
は
す
を
の
れ
を
は
お
と
し
め
給
て
お
も
て
ふ
せ
に
お
ほ
し
た
り
し
か
は
姫
君
の
御
あ
り
さ
ま
の
心
く
る
し
け
な
る
も
え
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
す
な
と
７
ウ
な
ま
に
く
け
な
る
こ
と
は
と
も
い
ひ
き
か
せ
つ
ゝ
と
き


き
こ
え
け
り
・
も
と
よ
り
有
つ
き
た
る
さ
や
う
の
な
み


の
人
は
中


よ
き
人
の
ま
ね
に
心
を
つ
く
ろ
ひ
思
ひ
あ
か
る
も
お
ほ
か
る
を
や
む
こ
と
な
き
す
ち
な
か
ら
も
か
う
ま
て
お
つ
へ
き
す
く
せ
あ
り
け
れ
は
に
や
心
す
こ
し
な
を


し
き
御
をお
は
に
そ
あ
り
け
る
・
わ
か
か
く
お
と
り
の
さ
ま
に
て
あ
な
つ
ら
は
し
く
思
は
れ
た
り
し
を
い
か
て
か
か
ゝ
る
世
の
末
に
こ
の
君
を
我
か
む
す
め
と
も
の
つ
か
ひ
人
に
な
し
て
し
か
な
心
は
せ
な
と
の
ふ
る
ひ
８
オ
た
る
か
た
こ
そ
あ
れ
い
と
う
し
ろ
や
す
き
う
し
ろ
み
な
ら
む
と
思
ひ
て
時
々
こ
ゝ
に
わ
た
ら
せ
給
て
御
こ
と
の
ね
も
う
け
た
ま
は
ら
ま
ほ
し
か
る
人
な
む
侍
と
き
こ
え
け
り
こ
の
侍
従
も
つ
ね
に
い
ひ
も
よ
ほ
せ
と
人
に
い
と
む
心
に
は
○
あ
ら
て
た
ゝ
こ
ち
た
き
御
も
の
つ
ゝ
み
な
れ
は
さ
も
む
つ
ひ
給
は
ぬ
を
ね
た
し
と
な
ん
思
け
る
・
か
ゝ
る
ほ
と
に
か
の
家
あ
る
し
大
弐
に
な
り
ぬ
な
り
ぬ
む
す
め
と
も
あ
る
へ
き
さ
ま
に
み
を
き
て
く
た
り
な
ん
と
す
こ
の
君
を
な
を
も
い
さ
な
は
ん
の
心
ふ
か
く
て
は
る
か
に
か
く
８
ウ
ま
か
り
な
ん
と
す
る
に
心
ほ
そ
き
御
あ
り
さ
ま
19
の
つ
ね
に
し
も
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
ね
と
ち
か
き
た
の
み
侍
つ
る
ほ
と
こ
そ
あ
れ
い
と
哀
に
う
し
ろ
め
た
く
な
ん
な
と
こ
と
よ
か
る
を
さ
ら
に
う
け
ひ
き
給
は
ね
は
あ
な
に
く
こ
と


し
や
心
ひ
と
つ
に
お
ほ
し
あ
か
る
と
も
さ
る
や
ふ
は
ら
に
と
し
へ
給
へ
る
人
を
大
将
殿
も
や
ん
こ
と
な
く
し
も
思
き
こ
え
給
は
し
な
と
え
ん
し
う
け
ひ
け
り
さ
る
ほ
と
に
け
に
世
中
に
ゆ
る
さ
れ
給
て
宮
こ
に
帰
り
給
と
あ
め
の
し
た
の
よ
ろ
こ
ひ
に
て
た
ち
さ
は
く
９
オ
我
も
い
か
て
人
よ
り
さ
き
に
ふ
か
き
心
さ
し
を
御
ら
ん
せ
ら
れ
ん
と
の
み
思
ひ
き
ほ
ふ
お
と
こ
女
に
つ
け
て
た
か
き
を
も
く
た
れ
る
を
も
人
の
心
は
へ
を
見
た
ま
ふ
に
あ
は
れ
に
○
お
ほ
し
し
る
事
さ
ま


な
り
か
や
う
に
あ
は
た
ゝ
し
き
程
に
さ
ら
に
思
ひ
い
て
給
ふ
け
し
き
み
え
て
月
日
へ
ぬ
い
ま
は
○か
き
り
な
り
け
り
年
比
あ
ら
ぬ
さ
ま
な
る
御
あ
り
さ
ま
を
か
な
し
う
い
み
し
き
こ
と
を
思
ひ
な
か
ら
も
も
え
出
る
春
に
あ
ひ
給
は
な
ん
と
ね
ん
し
わ
た
り
つ
れ
と
た
ひ
し
か
は
ら
な
と
ま
て
よ
ろ
こ
ひ
思
ふ
９
ウ
な
る
御
く
ら
ゐ
あ
ら
た
ま
り
な
と
す
る
を
よ
そ
に
の
み
き
く
つへ
き
な
り
け
り
か
な
し
か
り
し
お
り
の
う
れ
は
し
さ
は
た
ゝ
我
身
ひ
と
つ
の
た
め
に
な
れ
る
と
お
ほ
え
し
か
ひ
な
き
よ
か
な
と
心
く
た
け
て
つ
ら
く
か
な
し
け
れ
は
人
し
れ
す
ね
を
の
み
な
き
給
ふ
・
大
弐
の
北
の
か
た
さ
れ
は
よ
ま
さ
に
か
く
た
つ
き
な
く
人
わ
ろ
き
御
あ
り
さ
ま
を
か
す
ま
へ
給
人
は
あ
り
な
ん
や
仏
ひ
し
り
も
つ
み
か
ろ
き
を
こ
そ
道
引
よ
く
し
給
な
れ
か
ゝ
る
御
あ
り
さ
ま
に
て
た
け
く
よ
を
お
ほ
し
宮
う
へ
な
と
の
をお
は
せ
し
10
オ
時
の
ま
ゝ
に
な
ら
ひ
給
つ
る
御
心
をお
こ
り
の
い
と
を
し
き
事
と
い
と
ゝ
お
こ
か
ま
し
け
に
思
ひ
て
な
を
お
も
ほ
し
た
ち
ね
よ
の
う
き
と
き
は
み
え
ぬ
山
ち
を
こ
そ
○は
た
つ
ぬ
な
れ
ゐ
中
な
と
は
20
む
つ
か
し
き
も
の
と
お
ほ
し
や
る
ら
め
と
ひ
た
ふ
る
に
人
わ
ろ
け
に
は
よ
も
も
て
な
し
き
こ
え
し
な
と
い
と
こ
と
よ
く
い
へ
は
む
け
に
く
つ
し
に
た
る
女
は
ら
さ
も
な
ひ
き
給
は
な
ん
た
け
き
事
も
あ
る
ま
し
き
御
身
を
い
か
に
お
ほ
し
て
か
く
た
て
た
る
御
心
な
ら
ひん
と
も
と
き
つ
ふ
や
く
侍
従
も
か
の
大
10
ウ
弐
の
お
ひ
た
つ
人
か
た
ら
ひ
つ
き
て
と
ゝ
む
へ
く
も
あ
ら
さ
り
け
れ
は
心
よ
り
ほ
か
に
出
た
ち
て
見
た
て
ま
つ
り
を
か
ん
かか
い
と
心
く
る
し
き
を
と
て
そ
ゝ
の
か
し
き
こ
ゆ
れ
と
な
を
か
く
か
け
は
な
れ
て
ひ
さ
し
う
な
り
給
ぬ
る
人
に
た
の
み
を
か
け
給
御
心
の
う
ち
に
さ
り
と
も
有
へ
て
も
お
ほ
し
い
つ
る
つ
い
て
あ
ら
し
や
は
哀
に
心
ふ
りか
き
契
を
し
給
し
に
我
身
の
う
く
て
か
く
わ
す
ら
れ
た
る
に
こ
そ
あ
れ
風
の
つ
て
に
て
も
わ
か
か
く
い
み
し
き
有
さ
ま
を
き
ゝ
つ
け
給
は
ゝ
か
な
ら
す
と
11
オ
むふ
ら
ひ
い
て
給
て
む
と
と
し
こ
ろ
お
ほ
し
け
れ
は
お
ほ
か
た
の
御
い
ゑ
ゐ
も
あ
り
し
よ
り
け
に
あ
さ
ま
し
け
れ
と
わ
か
心
も
て
は
か
な
き
御
て
う
と
ゝ
も
な
と
も
と
り
う
し
な
は
せ
給
は
す
心
つ
よ
く
お
な
し
さ
ま
に
て
ね
ん
し
す
くこ
し
給
な
り
け
り
程ね
な
き
か
ち
に
い
と
ゝ
お
ほ
し
し
つ
み
た
る
に
た
ゝ
山
人
の
あ
か
き
こ
の
み
ひ
と
つ
を
か
ほ
に
は
な
た
ぬ
と
み
え
給
御
そ
は
め
な
と
は
お
ほ
ろ
け
の
人
の
見
た
て
ま
つ
り
ゆ
る
す
へ
き
に
も
あ
ら
す
か
し
く
は
し
く
は
き
こ
え
し
い
と
を
し
う
11
ウ
も
の
い
ひ
さ
か
な
き
や
う
な
り
冬
に
成
行
ま
ま
に
い
と
ゝ
か
き
つ
か
ん
か
た
な
く
か
な
し
け
に
な
か
め
す
く
し
給
ふ
か
の
殿
に
は
こ
院
の
御
れ
う
の
御
八
講
よ
の
中
ゆ
す
り
て
し
給
こ
と
に
そ
う
な
と
は
な
へ
て
の
は
め
さ
す
さ
え
す
か
く
れ
をお
こ
な
ひ
に
し
み
た
う
と
き
か
き
り
を
え
ら
せ
給
け
れ
は
こ
の
せ
ん
し
の
君
も
ま
い
り
給
へ
り
け
り
21
か
へ
り
さ
ま
に
立
よ
り
給
て
し
か


権
大
納
言
と
の
の
御
は
つ
か
う
に
ま
い
り
○て
侍
○つ
る
な
り
い
と
か
し
こ
う
い
け
る
し
や
う
と
の
か
さ
り
に
をお
と
ら
す
12
オ
い
か
め
し
う
お
も
し
ろ
き
こ
と
ゝ
も
の
か
き
り
を
な
む
し
給
へ
さ
る
仏
菩
薩
の
変
化
の
身
に
こ
そ
物
し
給
め
れ
い
つ
ゝ
の
に
こ
り
ふ
か
き
世
に
な
と
て
む
ま
れ
給
ひ
け
ん
と
い
ひ
て
や
か
て
い
て
給
ぬ
こ
と
す
く
な
に
よ
の
人
に
ゝ
ぬ
御
あ
は
ひ
に
て
か
ひ
な
き
よ
の
物
か
た
り
を
た
に
え
き
こ
え
あ
は
せ
給
は
す
さ
て
も
か
は
か
り
つ
た
な
き
身
の
あ
り
さ
ま
を
あ
は
れ
に
お
ほ
つ
か
な
く
て
す
く
し
給
は
心
そう
の
仏
ほ
さ
つ
や
と
つ
ら
う
お
ほ
ゆ
け
に
か
き
り
な
め
り
と
や
う


思
ひ
12
ウ
な
り
給
に
大
弐
の
北
の
か
た
に
は
か
に
き
た
○れ
り
れ
い
は
さ
し
も
む
つ
ひ
ぬ
を
さ
そ
ひ
た
て
ん
の
心
に
て
た
て
ま
つ
る
へ
き
御
さ
う
そ
く
な
と
て
く
し
て
よ
き
く
る
ま
に
の
り
て
お
も
ゝ
ち
け
色
ほ
こ
り
か
に
物
思
ひ
な
け
な
る
さ
ま
し
て
ゆ
く
り
も
な
く
は
し
り
き
て
門
あ
く
る
よ
り
人
わ
ろ
く
さ
ひ
し
き
事
か
き
り
も
な
し
ひ
た
り
み
き
の
と
も
み
な
よ
ろ
ほ
ひ
た
う
れ
に
け
れ
は
をお
の
こ
と
も
た
す
け
て
と
か
く
あ
け
さ
は
く
い
つ
れ
か
こ
の
さ
ひ
し
き
や
と
に
も
か
な
ら
す
わ
け
た
る
13
オ
あ
と
あ
な
る
み
つ
の
道
と
た
と
る
わ
つ
か
に
み
な
み
お
りも
て
の
か
う
し
あ
け
た
る
ま
に
よ
せ
た
れ
は
い
と
ゝ
は
し
た
な
し
と
お
ほ
し
た
れ
と
あ
さ
ま
し
う
○すゝ
け
た
る
木
丁
さ
し
い
て
ゝ
し
ゝ
う
い
て
来
り
か
た
ち
な
と
お
と
ろ
へ
に
け
り
と
し
こ
ろ
い
た
う
つ
ゐ
え
た
れ
と
な
を
も
の
き
よ
け
に
よ
し
あ
る
さ
ま
し
て
か
た
し
け
な
く
と
も
と
り
か
へ
つ
へ
く
見
ゆ
い
て
た
ち
な
ん
こ
と
を
思
ひ
な
か
しら
心
く
る
し
き
御
あ
り
さ
ま
の
み
す
て
た
て
ま
つ
り
か
た
き
を
し
ゝ
う
22
13
ウ
の
む
か
へ
に
な
ん
ま
い
り
来キタ
る
心
う
く
お
ほ
し
へ
た
て
ゝ
御
身
つ
か
ら
こ
そ
あ
か
ら
さ
ま
に
も
わ
た
ら
せ
給
は
ね
こ
の
人
を
た
に
ゆ
る
さ
せ
給
へ
と
て
な
ん
な
と
か
う
あ
は
れ
け
な
る
さ
ま
に
は
と
て
う
ち
も
な
く
へ
き
そ
か
し
さ
れ
と
ゆ
く
道
に
心
を
や
り
て
い
と
心
ち
よ
け
な
り
・
こ
宮
お
は
せ
し
時
を
の
れ
を
は
お
も
て
ふ
せ
な
り
と
お
ほ
し
す
て
た
り
し
か
は
う
と


し
き
や
う
に
な
り
そ
め
に
し
か
と
年
こ
ろ
も
な
に
か
は
や
む
こ
と
な
き
さ
ま
に
お
ほ
し
あ
か
り
大
将
殿
な
と
お
は
し
ま
し
か
よ
ふ
14
オ
御
す
く
せ
の
ほ
と
を
か
た
し
け
な
く
思
給
へ
ら
れ
し
か
は
な
ん
む
つ
ひ
き
こ
え
さ
せ
ん
も
は
ゝ
か
る
事
お
ほ
く
て
す
く
し
は
へ
り
つ
る
を
よ
の
中
の
か
く
さ
た
め
も
な
か
り
け
れ
は
か
す
○な
ら
ぬ
は
身
は
中


心
や
す
く
侍
も
の
な
り
け
り
を
よ
ひ
な
く
み
た
て
ま
つ
り
し
御
有
さ
ま
の
い
と
か
な
し
く
心
く
る
し
き
を
ち
か
き
ほ
と
は
を
の
つ
か
ら
お
こ
た
る
お
り
も
の
と
か
に
た
の
も
し
く
な
ん
は
へ
り
け
る
を
か
く
は
る
か
に
ま
か
り
な
ん
と
す
れ
は
う
し
ろ
め
た
く
哀
に
お
ほ
え
た
ま
ふ
な
と
か
た
ら
へ
と
心
と
14
ウ
け
て
も
い
ら
へ
給
は
す
い
と
う
れ
し
き
こ
と
な
れ
と
よ
に
ゝ
ぬ
さ
ま
に
て
何
か
は
か
う
な
か
ら
こ
そ
く
ち
も
う
せ
め
と
な
ん
思
侍
と
の
み
の
給
へ
は
け
に
し
か
な
む
お
ほ
さ
る
へ
け
れ
と
い
け
る
身
を
捨
て
か
く
む
く
つ
け
き
す
ま
ひ
す
る
た
く
ひ
は
侍
ら
す
や
あ
ら
ん
大
将
殿
の
つ
く
り
み
か
るき
給
は
ん
に
こ
そ
は
ひ
き
か
へ
た
ま
の
う
て
な
に
も
な
り
か
へ
ら
め
と
は
た
の
も
し
う
○は
侍
れ
と
た
ゝ
今
は
兵
部

の
宮
の
御
む
す
め
よ
り
ほ
か
に
心
わ
け
給
か
た
も
な
か
な
り
昔
よ
り
す
き
15
オ
す
き
し
き
御
心
に
て
な
を
さ
り
に
か
よ
ひ
給
け
る
所


み
な
お
ほ
し
は
な
れ
に
た
な
り
ま
し
23
て
か
う
も
の
は
か
な
き
さ
ま
に
て
や
ふ
は
ら
に
す
く
し
給
へ
る
人
を
は
心
き
よ
く
我
を
た
の
み
給
へ
る
有
さ
ま
と
尋
き
こ
え
給
こ
と
い
と
か
た
く
な
ん
あ
る
へ
き
な
と
い
ひ
し
ら
す
る
を
け
に
と
お
ほ
す
も
い
と
か
な
し
く
て
つ
く


と
な
き
給
さ
れ
と
う
こ
く
へ
う
も
あ
ら
ね
は
万
に
い
ひ
わ
つ
ら
ひ
く
ら
し
て
さ
ら
は
し
ゝ
う
を
た
に
と
日
の
く
る
ゝ
ま
ゝ
に
い
そ
け
は
心
あ
は
た
ゝ
し
く
15
ウ
て
な
く


さ
ら
は
ま
つ
け
ふ
は
か
う
せ
め
給
を
く
り
は
か
り
に
ま
う
て
侍
ら
ん
か
の
き
こ
え
給
も
こ
と
は
り
な
り
又
お
ほ
し
わ
つ
ら
ふ
も
さ
る
事
に
侍
れ
は
中
に
見
た
ま
ふ
る
も
心
く
る
し
く
な
ん
と
し
の
ひ
て
き
こ
ゆ
こ
の
人
さ
へ
う
ち
す
て
ゝ
ん
と
す
る
を
う
ら
め
し
う
も
哀
に
も
お
ほ
せ
と
い
ひ
と
ゝ
む
へ
き
か
た
も
な
く
て
い
と
ゝ
ね
を
の
み
た
け
き
事
に
て
も
の
し
給
か
た
み
に
そ
へ
給
へ
き
身
な
れ
こ
ろ
も
ゝ
し
ほ
な
れ
た
れ
は
年
経
ぬ
る
し
る
し
み
せ
給
へ
き
も
の
な
く
て
16
オ
我
御
く
し
の
お
ち
た
り
け
る
を
と
り
あ
つ
め
て
か
つ
ら
に
し
給
へ
る
か
九
尺
よ
は
か
り
に
て
い
と
き
よ
ら
な
る
を
お
か
し
け
な
る
は
こ
に
い
れ
て
む
か
し
の
く人
の
え
か
う
の
い
と
か
う
は
し
き
ひ
と
つ
ほ
く
し
て
た
ま
ふ
た
ゆ
ま
し
き
す
ち
を
た
の
み
し
玉
か
つ
ら
思
ひ
の
ほ
か
に
か
け
は
な
れ
ぬ
る
こ
ま
ゝ
の
の
た
ま
ひ
を
き
し
事
も
あ
り
し
か
は
か
ひ
な
き
み
な
り
と
も
見
は
て
ゝ
ん
と
こ
そ
思
ひ
つ
れ
打
捨
ら
る
ゝ
も
こ
と
は
り
な
れ
と
た
れ
に
み
ゆ
つ
16
ウ
つ
り
て
か
と
う
ら
め
し
う
な
ん
と
て
い
み
し
う
な
い
給
こ
の
人
も
物
も
き
こ
え
や
ら
す
ま
ゝ
の
ゆ
い
こ
む
は
さ
ら
に
も
き
こ
え
さ
せ
す
と
し
比
の
し
の
ひ
か
た
き
よ
の
う
さ
を
す
く
し
侍
り
つ
る
に
か
く
お
ほ
え
ぬ
み
ち
に
い
さ
な
は
れ
て
24
は
る
か
に
ま
か
り
あ
く
か
る
ゝ
こ
と
ゝ
て
玉
か
つ
ら
た
え
て
も
や
ま
し
行
道
もの
手
向
の
袖神
も
か
け
て
ち
か
は
ん
命
こ
そ
し
り
侍
ら
ね
な
と
い
ふ
に
い
つ
ら
く
ら
ふ
な
り
ぬ
と
つ
ふ
や
はか
れ
て
心
も
空
に
て
ひ
き
い
つ
れ
は
か
へ
り
み
17
オ
の
み
な
ん
せ
ら
れ
け
る
年
比
わ
ひ
つ
ゝ
も
ゆ
き
は
な
れ
さ
り
つ
る
人
の
か
く
わ
か
れ
ぬ
る
こ
と
を
い
と
心
ほ
そ
う
お
ほ
す
に
よ
に
も
ち
ゐ
○ら
る
ま
し
き
お
ひ
人
さ
へ
い
て
や
事
こ
と
は
り
そ
い
か
て
か
た
ち
と
ま
り
給
は
ん
我
ら
も
え
こ
そ
ね
ん
し
は
つ
ま
し
け
れ
と
を
の
か
み
ゝ
に
つ
け
た
る
た
よ
り
と
も
思
ひ
い
て
ゝ
と
ま
る
ま
し
う
思
へ
る
を
人
わ
ろ
く
き
ゝ
お
は
す
し
も
つ
き
は
か
り
に
な
れ
は
雪
あ
ら
れ
か
ち
に
て
ほ
か
に
は
き
ゆ
る
ま
も
有
を
朝
日
夕
日
を
ふ
せ
く
よ
も
き
む
く
ら
の
か
け
に
17
ウ
ふ
か
う
つ
も
り
て
こ
し
の
し
ら
山
思
ひ
や
ら
る
ゝ
雪
の
う
ち
に
出
い
る
し
も
人
た
に
な
く
て
つ
れ
つ
れ
と
な
か
め
給
は
ゝか
な
き
こ
と
を
き
こ
え
な
く
さ
め
な
き
み
わ
ら
ひ
み
ま
き
ら
は
し
つ
る
人
さ
へ
な
く
て
よ
る
も
ち
り
か
ま
し
き
み
丁
の
う
ち
も
か
た
は
ら
まさ
ひ
し
く
物
か
な
し
く
お
ほ
さ
る
・
か
の
と
の
に
は
め
つ
ら
し
人
に
い
と
ゝ
物
さ
は
か
し
き
御
有
さ
ま
に
て
い
と
や
む
こ
と
な
く
お
ほ
さ
れ
ぬ
と
こ
ろ


に
は
わ
さ
と
も
え
を
と
つ
れ
た
ま
は
す
ま
し
て
そ
の
人
は
よ
に
や
をお
は
す
18
オ
ら
ん
と
は
か
り
お
ほ
し
い
つ
る
お
り
も
あ
れ
と
た
つ
ね
給
へ
き
御
心
さ
し
も
い
そ
か
て
あ
り
ふ
る
に
と
し
か
は
り
ぬ
う
つ
き
は
か
り
に
は
な
ち
る
里
を
思
ひ
い
て
き
こ
え
給
て
忍
て
た
い
の
う
へ
に
御
い
と
ま
き
こ
え
て
い
て
給
日
こ
ろ
ふ
り
つ
る
な
こ
り
の
雨
す
こ
し
そ
ゝ
き
て
お
か
し
き
ほ
と
に
月
さ
し
出
た
り
む
か
し
の
御
あ
り
き
お
ほ
し
い
て
ら
れ
て
え
ん
な
る
ほ
と
の
ゆ
ふ
つ
く
25
よ
に
み
ち
の
ほ
と
よ
ろ
つ
の
事
お
ほ
し
出
て
お
は
す
る
に
か
た
も
な
く
あ
れ
た
る
家
の
こ
18
ウ
た
ち
し
け
く
も
り
の
や
う
な
る
を
す
き
給
お
ほ
き
な
る
松
に
ふ
ち
の
さ
き
か
ゝ
り
て
月
影
に
な
よ
ひ
た
る
風
に
つ
き
て
さ
と
に
ほ
ふ
か
な
つ
か
し
く
そ
こ
は
か
と
な
き
か
ほ
り
な
り
た
ち
花
に
は
か
は
り
て
を
か
し
け
れ
は
さ
し
い
て
給
へ
る
に
柳
も
い
た
う
し
た
り
て
つ
い
ち
も
さ
は
ら
ね
は
み
た
れ
ふ
し
た
り
見
し
心
ち
す
る
こ
た
ち
か
な
と
お
ほ
す
は
は
や
う
こ
の
宮
な
り
け
り
い
と
あ
は
れ
に
て
を
し
と
ゝ
め
さ
せ
給
れ
い
の
こ
れ
み
つ
は
か
ゝ
る
御
し
の
ひ
あ
り
き
に
を
く
れ
ね
は
さ
ふ
ら
ひ
け
り
め
し
よ
せ
て
こ
ゝ
19
オ
は
ひ
た
ち
の
宮
そ
か
し
な
し
か
侍
り
と
き
こ
ゆ
こ
ゝ
に
あ
り
し
人
は
ま
た
や
な
か
む
ら
ん
と
ふ
ら
ふ
へ
き
を
わ
さ
と
も
の
せ
ん
も
と
こ
ろ
せ
し
か
く
る
つ
い
て
に
い
り
て
せ
う
そ
こ
せ
よ
能
た
つ
ね
よ
り
て
を
う
ち
い
て
よ
人
た
か
へ
し
て
は
を
こ
な
ら
ん
と
の
給
ふ
こ
ゝ
に
は
い
と
ゝ
な
か
め
ま
さ
る
こ
ろ
に
て
つ
く


と
お
かは
し
け
る
に
ひ
る
ね
の
夢
に
古
宮
の
み
え
給
け
れ
は
さ
め
て
い
と
名
残
か
な
し
く
お
ほ
し
て
も
り
ぬ
れ
た
る
ひ
さ
し
の
は
し
つ
か
た
を
し
の
こ
は
せ
て
こ
ゝ
か
し
こ
の
お
ま
し
ひ
き
つ
く
ろ
は
せ
な
と
し
つ
ゝ
れ
い
な
19
ウ
ら
す
よ
つ
き
給
て
な
き
人
を
こ
ふ
る
た
も
と
の
ひ
ま
な
き
に
あ
れ
た
る
軒
の
し
つ
く
さ
へ
そ
ふ
も
心
く
る
し
き
ほ
と
に
な
ん
有
け
る
こ
れ
み
つ
い
り
て
め
く
る


人
を
と
す
る
か
た
や
あ
る
と
見
る
に
い
さ
ゝ
か
人
け
も
せ
す
さ
れ
は
こ
そ
行往
来
の
道
に
見
い
る
れ
と
人
す
み
け
も
な
き
物
を
と
思
ひ
て
か
へ
り
ま
い
る
ほ
と
に
月
あ
か
く
さ
し
出
た
る
に
見
れ
は
か
う
し
ふ
た
ま
は
か
り
あ
な
(
マ
マ)
け
て
す
た
れ
う
こ
く
気
色
な
り
わ
つ
か
に
見
つ
け
た
る
こ
ゝ
ち
お
そ
ろ
し
く
さ
へ
お
ほ
ゆ
れ
と
よ
り
て
20
オ
26
こ
は
つ
く
れ
は
い
と
物
ふ
り
た
る
声
に
て
ま
つ
し
は
ふ
き
を
さ
き
に
た
て
ゝ
か
れ
は
た
れ
そ
何
人
そ
と
と
ふ
な
の
り
し
て
侍
従
の
君
と
き
こ
え
し
に
人
に
た
い
め
ん
給
は
ら
ん
と
い
ふ
そ
れ
は
ほ
か
に
な
ん
も
の
し
給
さ
れ
と
お
ほ
し
わ
く
ま
し
き
女
な
ん
は侍
へ
る
と
い
ふ
こ
ゑ
い
た
ふ
ね
ひ
す
き
た
れ
と
き
ゝ
し
をお
ひ
人
と
聞
し
り
た
り
う
ち
に
は
思
ひ
も
よ
ら
す
か
り
き
ぬ
す
か
た
な
る
お
と
こ
の
忍
ひ
や
か
に
も
て
な
し
て
な
こ
や
か
な
れ
は
見
な
ら
は
す
也なり
に
け
る
め
に
て
も
し
き
つ
ね
な
と
の
へ
ん
け
に
や
と
お
ほ
ゆ
れ
と
ち
か
う
よ
り
20
ウ
て
た
し
か
に
な
ん
う
け
給
は
ら
ま
ほ
し
き
か
は
ら
ぬ
御
有
さ
ま
な
ら
は
尋
き
こ
え
さ
せ
給
へ
き
御
心
さ
し
も
た
た
え
す
な
ん
お
は
し
ま
す
め
る
○かし
こ
よ
ひ
も
行
す
き
か
て
に
と
ま
ら
せ
給
へ
る
を
い
か
ゝ
き
こ
え
さ
せ
ん
う
し
ろ
や
す
く
を
と
い
へ
は
女
と
も
う
ち
わ
ら
ひ
て
か
は
ら
せ
給
御
有
さ
ま
な
ら
は
か
ゝ
る
あ
さ
ち
か
は
ら
を
う
つ
ろ
ひ
給
は
て
は
侍
な
ん
や
た
ゝ
を
し
は
か
り
て
き
こ
え
さ
せ
給
へ
か
し
年
へ
た
る
人
の
心
に
も
た
く
ひ
あ
ら
し
と
の
み
め
つ
ら
か
な
る
よ
を
こ
そ
は
み
た
て
ま
つ
り
す
くこ
し
侍
れ
と
や
ゝ
く
つ
し
い
て
ゝ
と
は
す
か
た
り
も
し
つ
へ
き
か
む
つ
か
し
け
21
オ
れ
は
よ
し


ま
つ
か
く
き
こ
え
さ
せ
ん
と
て
ま
い
り
ぬ
な
と
か
い
と
ひ
さ
し
か
り
つ
る
い
か
に
そ
む
か
し
の
跡
も
み
え
ぬ
によ
も
き
の
し
け
さ
か
な
と
の
給
へ
は
し
か


な
ん
た
と
り
よ
り
て
侍
つ
る
侍
従
か
を
は
の
少
将
と
い
ひ
侍
し
をお
ひ
人
な
ん
か
は
ら
ぬ
こ
ゑ
に
て
侍
り
つ
る
と
有
さ
ま
き
こ
ゆ
い
み
し
う
あ
は
れ
に
か
ゝ
る
し
け
き
中
に
な
に
心
ち
し
て
す
ゝく
し
給
ら
ん
い
ま
ゝ
て
と
は
さ
り
け
る
よ
と
我
御
心
の
な
さ
け
な
きさ
も
お
ほ
し
し
ら
る
い
か
ゝ
す
へ
き
か
ゝ
る
忍
ひ
あ
り
き
も
か
た
か
る
へ
き
を
か
ゝ
る
つ
ゐ
て
な
ら
て
は
立
よ
ら
し
か
は
ら
21
ウ
ぬ
有
さ
ま
な
ら
は
け
に
さ
こ
そ
は
あ
ら
め
と
を
し
は
か
し
ら
る
ゝ
人
さ
ま
に
な
ん
と
は
の
た
ま
ひ
な
か
ら
ふ
と
い
り
給
は
ん
事
○な
を
つ
ゝ
ま
し
く
お
ほ
さ
る
ゆ
へ
あ
る
御
せ
う
27
そ
こ
も
い
と
き
こ
え
ま
ほ
し
け
れ
と
見
給
し
程
の
く
ち
を
そ
さ
も
ま
た
か
は
ら
す
は
御
つ
か
ひ
の
た
ち
わ
つ
ら
は
ん
も
い
と
を
し
う
お
ほ
し
と
ゝ
め
つ
こ
れ
み
つ
も
さ
ら
に
え
わ
け
さ
せ
給
ま
し
き
よ
も
き
の
露
け
さ
に
な
ん
侍
露
す
こ
し
は
ら
は
せ
て
な
ん
い
ら
せ
給
へ
き
と
き
こ
ゆ
れ
は
尋
て
も
我
こ
そ
と
よは
め
道
も
な
く
ふ
か
き
22
オ
よ
も
き
の
も
と
の
心
を
と
ひ
と
り
こ
ち
て
な
を
お
り
給
へ
は
み
さ
き
の
露
を
馬
の
む
ち
し
て
は
ら
ひ
つ
ゝ
い
れ
た
て
ま
つ
る
あ
ま
そ
ゝ
き
も
な
を
秋
の
し
く
れ
め
き
て
う
ち
そ
ゝ
け
は
御ミ
か
さ
さ
ふ
ら
ふ
け
に
こ
の
し
た
露
は
雨
に
ま
さ
り
て
と
き
こ
ゆ
御
さ
し
ぬ
き
の
す
そ
は
い
た
う
そ
ほ
ち
ぬ
め
り
む
か
し
た
に
あ
る
か
な
き
か
な
り
し
中
門
な
と
ま
し
て
か
た
も
な
く
な
り
て
い
り
給
に
つ
け
て
も
い
と
む
と
く
な
る
を
た
ち
ま
し
り
見
る
人
な
き
そ
心
や
す
か
り
け
る
・
姫
君
は
さ
り
と
も
と
ま
ち
す
く
し
給
へ
る
心
も
し
る
く
う
れ
し
22
ウ
け
れ
と
い
と
は
つ
か
し
き
御
有
さ
ま
に
て
た
い
め
ん
せ
む
も
い
と
つ
ゝ
は
つ
か
イ
ま
し
く
お
ほ
し
た
り
大
弐
の
北
の
か
た
た
て
ま
つ
り
を
き
し
御
そ
と
も
を
も
心
ゆ
か
す
お
ほ
さ
れ
し
ゆ
か
り
に
見
い
れ
給
は
さ
り
け
る
を
こ
の
人
々
の
か
う
の
御
か
ら
ひ
つ
に
入
た
り
け
る
か
い
と
な
つ
か
し
き
か
し
た
る
を
た
て
ま
つ
り
け
れ
は
い
か
ゝ
は
せ
ん
に
き
か
へ
給
て
か
の
す
ゝ
け
た
る
御
き
丁
引
よ
せ
て
お
は
す
い
り
給
て
・
と
し
こ
ろ
の
へ
た
て
に
も
心
は
か
り
は
か
は
ら
す
な
ん
思
ひ
や
り
き
こ
え
つ
る
を
さ
し
も
お
と
ろ
か
い
給
は
ぬ
う
ら
め
し
さ
に
い
ま
ゝ
て
心
み
き
こ
え
つ
る
23
オ
を
す
き
な
ら
ぬ
こ
た
ち
の
し
る
きさ
に
え
す
き
て
な
ん
ま
け
き
こ
え
に
け
る
と
て
か
た
ひ
ら
を
す
こ
し
か
き
や
り
給
へ
れ
は
れ
い
の
い
と
つ
ゝ
ま
し
け
に
と
み
に
も
い
ら
へ
き
こ
え
た
ま
は
す
か
く
は
か
り
分
入
給
つ
る
か
あ
さ
か
ら
ぬ
に
思
を
こ
し
て
そ
ほ
の
か
に
き
こ
え
出
給
け
る
か
ゝ
る
草
か
く
れ
に
す
く
し
給
け
る
年
月
の
あ
は
れ
28
も
を
ろ
か
な
ら
す
ま
た
か
は
ら
ぬ
心
な
ら
ひ
に
人
の
御
心
の
う
ち
も
た
と
り
し
ら
す
な
か
ら
わ
け
入
侍
り
つ
る
露
け
さ
な
と
を
い
か
ゝ
お
ほ
す
と
し
こ
ろ
の
を
こ
た
り
は
た
な
へ
て
の
よ
に
お
ほ
し
ゆ
る
す
ら
ん
い
ま
よ
り
23
ウ
後
の
御
心
に
し
か
な
は
さ
ら
ん
な
ん
い
ひ
し
に
た
か
ふ
つ
み
も
お
ふ
へ
き
な
と
さ
し
も
お
ほ
さ
れ
ぬ
事
も
情
な
さ
け
し
う
き
こ
え
な
し
給
事
共
も
ろあ
む
め
り
立
と
ゝ
ま
り
給
は
ん
も
所
の
さ
ま
よ
り
は
し
め
ま
は
ゆ
き
御
有
さ
ま
な
れ
は
つ
き


し
く
の
給
ひ
す
へ
し
て
出
給
な
ん
と
す
ひ
き
う
へ
し
な
ら
ね
と
松
の
こ
高
く
な
り
に
け
る
年
月
の
程
も
あ
は
れ
に
夢
の
や
う
な
る
御
身
の
有
さ
ま
も
お
ほ
し
つ
ゝ
け
ゝ
る
藤
な
み
の
う
ち
す
き
か
た
く
見
え
つ
る
は
松
こ
そ
や
と
の
し
る
し
な
り
け
れ
か
そ
ふ
れ
は
こ
よ
な
う
つ
も
24
オ
り
ぬ
ら
ん
か
し
宮
こ
に
か
は
り
に
け
る
こ
と
の
お
ほ
か
り
け
る
も
さ
ま


哀
に
な
ん
今
の
と
か
に
そ
ひ
な
の
わ
か
れ
に
お
と
ろ
へ
し
よ
の
物
か
た
り
も
き
こ
え
つ
く
す
へ
き
又
と
し
経
給
ひ
つ
ら
ん
春
秋
の
く
ら
し
か
た
さ
な
と
も
誰
に
か
は
う
れ
へ
給
は
ん
と
う
ら
も
な
く
お
ほ
ゆ
る
も
か
つ
は
あ
や
し
う
な
ん
な
と
き
こ
え
給
へ
は
年
を
へ
て
ま
つ
し
る
し
な
き
わ
か
や
と
を
花
の
た
よ
り
に
過
ぬ
は
か
り
か
と
し
の
ひ
や
か
に
う
ち
み
し
ろ
き
給
へ
る
け
は
ひ
も
袖
の
か
も
む
か
し
よ
り
は
ね
ひ
ま
さ
り
給
へ
る
に
や
と
お
ほ
さ
る
月
い
り
か
た
に
な
り
て
24
ウ
に
し
の
つ
ま
と
の
あ
き
た
る
よ
り
さ
は
る
へ
き
わ
た
と
の
た
つ
屋
も
な
く
軒
の
つ
ま
も
の
こ
り
な
け
れ
は
い
と
は
な
や
か
に
さ
し
い
り
た
れ
は
あ
た
り


み
ゆ
る
に
む
か
し
に
か
は
ら
ぬ
御
し
つ
ら
ひ
の
さ
ま
な
と
し
の
ふ
草
に
や
つ
れ
た
る
う
へ
の
見
る
め
よ
り
は
み
や
よ
ひ
か
に
み
ゆ
る
を
む
か
し
も
の
か
た
り
に
塔
こ
ほ
ち
た
る
人
の
あ
り
け
る
を
お
ほ
し
あ
は
す
る
に
お
な
し
さ
ま
に
て
と
し
ふ
り
に
け
る
も
哀
な
り
ひ
た
ふ
る
に
も
の
つ
ゝ
み
し
た
る
け
は
ひ
の
さ
す
か
に
あ
て
や
か
な
る
も
心
に
29
く
ゝ
お
ほ
さ
れ
て
さ
る
か
た
に
て
忘
し
と
心
く
る
し
く
25
オ
思
ひ
し
を
と
し
こ
ろ
さ
ま


の
も
の
お
も
ひ
に
ほ
れ


し
く
て
へ
た
て
つ
る
ほ
と
つ
ら
し
と
お
も
は
れ
つ
ら
ん
と
い
と
を
し
く
お
ほ
す
・
か
の
花
ち
る
里
も
あ
さ
や
か
に
今
め
か
し
う
な
と
は
は
な
や
き
給
は
ぬ
所
に
て
御
め
う
つ
し
こ
よ
な
か
ら
ぬ
に
と
か
お
ほ
う
か
く
れ
に
け
り
ま
つ
り
こ
け
い
な
と
の
ほ
と
御
い
そ
き
と
も
に
こ
と
つ
け
て
人
の
た
て
ま
つ
り
た
る
も
の
色
々
に
お
ほ
か
る
を
さ
る
へ
き
か
き
り
御
心
く
は
へ
給
な
か
に
も
こ
の
宮
に
は
こ
ま
や
か
に
お
ほ
し
よ
り
て
む
つ
ま
し
き
人
々
に
お
ほ
せ
こ
と
た
ま
ひ
し
も
へ
と
も
な
と
つ
か
は
し
て
25
ウ
よ
も
き
は
ら
は
せ
め
く
り
の
見
く
る
し
き
に
い
た
か
き
と
い
ふ
も
の
う
ち
か
た
め
つ
く
ろ
は
せ
給
か
う
た
つ
ね
出
給
へ
り
と
き
ゝ
つ
た
へ
ん
に
つ
け
て
も
我
御
た
め
○め
む
ほ
く
な
け
れ
は
わ
た
り
給
事
は
な
し
御
文
い
と
こ
ま
や
か
に
か
き
給
て
二
条
院
い
と
ち
か
き
と
こ
ろ
を
つ
く
ら
せ
給
を
そ
こ
に
な
ん
わ
た
く
し
た
て
ま
つ
る
へ
き
よ
ろ
し
き
わ
ら
は
へ
な
と
も
と
め
さ
ふ
ら
は
せ
給
へ
な
と
人
の
う
へ
ま
て
お
ほ
し
や
り
つ
ゝ
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
給
へ
は
か
く
あ
や
し
き
よ
も
き
の
も
と
に
は
を
き
と
こ
ろ
な
き
ま
て
女
は
ら
も
そ
ら
を
あ
ふ
き
て
な
ん
26
オ
そ
な
た
に
む
き
て
よ
ろ
こ
ひ
き
こ
え
け
る
・
な
け
の
御
す
さ
ひみ
に
て
も
を
し
な
へ
た
る
よ
の
つ
ね
の
人
を
は
め
と
ゝ
め
み
ゝ
た
て
給
は
す
よ
に
す
こ
し
こ
れ
は
と
お
も
ほ
え
心
ち
に
と
ま
る
ふ
し
あ
る
あ
た
り
を
た
つ
ね
よ
り
給
も
の
と
人
の
し
り
た
る
に
か
く
ひ
き
○た
か
へ
な
に
こ
と
も
な
の
め
に
た
に
あ
ら
ぬ
御
有
さ
ま
を
もも
の
め
か
し
い
て
給
ふ
は
い
か
な
り
け
る
御
心
に
か
有
け
ん
こ
れ
も
む
か
し
の
ち
き
り
な
め
り
か
し
・
今
は
か
き
り
と
あ
な
つ
り
は
て
ゝ
さ
ま


に
き
ほ
ひ
ち
り
あ
か
れ
し
う
へ
し
も
の
人
々
我
も


ま
い
ら
む
26
ウ
と
あ
ら
そ
ひ
い
つ
る
人
も
有
こ
ゝ
ろ
は
へ
な
と
は
た
30
む
も
れ
い
た
き
さま
て
よ
く
お
は
す
る
御
有
さ
ま
に
心
や
す
く
な
ら
ひ
て
こ
と
な
る
こ
と
な
き
な
ま
す
り
や
う
な
と
や
う
の
い
へ
に
あ
る
人
は
な
ら
は
す
は
し
た
な
き
こ
ゝ
ち
す
る
も
あ
り
て
う
ち
つ
け
の
心
み
え
に
ま
い
り
か
へ
る
き
み
は
い
に
し
○へ
に
も
ま
さ
り
た
る
御
い
き
ほ
ひ
の
ほ
と
に
て
物
の
思
ひ
や
り
も
ま
し
て
そ
ひ
給
ひ
に
け
れ
は
こ
ま
や
か
に
お
ほ
し
を
き
○て
た
る
に
ゝ
ほ
ひ
い
て
て
宮
の
う
ち
や
う


人
目
見
え
木
草
の
葉
も
た
ゝ
す
こ
く
哀
に
み
え
27
オ
な
さ
れ
し
を
や
り
水
か
き
は
ら
ひ
せ
ん
さ
い
の
も
と
た
ち
も
す
ゝ
し
う
し
な
し
な
と
し
て
こ
と
な
る
お
ほ
え
な
き
し
も
け
い
し
の
こ
と
に
つ
か
ま
つ
ら
ま
ほ
し
き
は
う
す
る
イ
か
く
御
心
と
ゝ
め
て
お
ほ
さ
る
○る
事
な
め
り
と
み
と
り
て
御
け
し
き
給
は
り
つ
ゝ
つ
ゐ
せ
う
し
つ
か
う
ま
つ
る
ふ
た
と
せ
は
か
り
こ
の
ふ
る
宮
に
な
か
め
給
て
ひ
ん
か
し
の
院
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
な
ん
後
は
わ
た
し
た
て
ま
つ
り
給
け
る
た
い
め
ん
し
給
こ
と
な
と
は
い
と
か
た
け
れ
と
ち
か
き
し
め
の
程
に
て
お
ほ
か
た
に
も
わ
た
り
給
に
さ
し
の
そ
き
な
と
し
給
つ
ゝ
い
と
あ
な
27
ウ
つ
ら
は
し
け
に
も
て
な
し
き
こ
え
給
は
す
か
の
大
弐
の
北
の
方
の
ほ
り
て
お
と
ろ
き
お
も
へ
る
さ
ま
し
ゝ
う
か
う
れ
し
き
も
の
ゝ
今
し
は
し
ま
ち
き
こ
え
さ
り
け
る
も
心
あ
さ
ゝ
を
は
つ
か
し
う
思
へ
る
ほ
と
な
と
を
今
す
こ
し
と
は
す
か
た
り
も
せ
ま
○ほ
し
け
れ
と
い
と
か
し
ら
い
た
くう
う
る
さ
く
物
う
け
れ
は
今
ま
た
も
さ
ゝつ
い
て
あ
ら
ん
お
り
に
思
ひ
い
て
ゝ
な
ん
き
こ
ゆ
へ
き
と
そ
28
オ
31
(
せ
き
屋)
伊
よ
の
す
け
と
い
ひ
し
は
こ
院
か
く
れ
さ
せ
給
て
又
の
年
ひ
た
ち
に
な
り
て
く
た
り
し
か
は
か
の
は
ゝ
き
ゝ
も
い
さ
な
は
れ
に
け
り
す
ま
の
御
旅
ゐ
も
は
る
か
に
き
ゝ
て
人
し
れ
す
お
も
ひ
や
り
き
こ
え
ぬ
に
し
も
あ
ら
さ
り
し
か
と
つ
た
へ
き
こ
ゆ
へ
き
よ
す
か
た
に
かな
く
て
つ
く
は
ね
の
山
を
ふ
き
こ
す
風
も
う
き
た
る
心
ち
し
て
い
さ
さ
か
の
つ
た
へ
た
に
な
く
て
年
月
か
さ
な
り
に
け
り
か
き
れ
る
事
も
な
か
り
し
御
た
ひ
ゐ
な
れ
と
京
に
か
へ
り
す
み
給
て
又
の
と
し
の
あ
き
そ
ひ
た
ち
は
の
ほ
り
け
る
せ
き
い
る
日
し
も
こ
の
殿
い
し
山
に
御
願
は
た
１
オ
し
に
ま
う
て
給
ふ
け
り
京
よ
り
か
の
紀
伊
守
な
と
い
ひ
し
こ
と
も
む
か
へ
に
き
た
る
人


こ
の
と
の
か
く
ま
う
て
給
へ
ふ
し
と
つ
け
け
れ
は
み
ち
の
ほ
と
さ
は
か
し
か
り
な
む
物
そ
と
て
ま
た
あ
か
つ
き
よ
り
い
そ
き
け
る
を
女
く
る
ま
お
ほ
く
所
せ
う
ゆ
る
き
く
る
に
日
た
け
ぬ
う
ち
い
て
の
は
ま
く
る
ほ
と
に
殿
は
あ
は
た
山
こ
え
給
ぬ
と
て
御
せ
む
の
人


み
ち
も
さ
り
あ
へ
す
き
こ
み
ぬ
れ
は
せ
き
に
み
な
お
り
ゐ
て
こ
ゝ
か
し
こ
の
す
き
の
し
た
に
車
と
も
か
き
お
ろ
し
木
か
く
れ
に
ゐ
か
し
こ
ま
り
て
す
くこ
し
た
て
ま
つ
る
く
る
ま
な
と
か
た
へ
は
を
く
ら
か
し
さ
き
に
１
ウ
た
て
な
と
し
た
れ
と
な
を
る
○い
ひ
ろ
く
み
ゆ
く
る
ま
と
を
は
か
り
そ
袖
く
ち
物
の
色
あ
ひ
な
と
も
も
り
い
て
ゝ
み
え
た
る
ゐ
中
ひ
す
よ
し
あ
り
て
斎
宮
の
御
く
た
り
な
に
そ
や
う
の
○
お
り
の
物
見
く
る
ま
お
ほ
し
い
て
ら
る
・
殿
も
か
く
よ
に
さ
か
へ
い
て
給
め
つ
ら
し
さ
に
か
す
も
な
き
御
せ
む
と
も
み
な
め
と
ゝ
め
た
り
・
九
月
つ
こ
も
り
な
れ
は
紅
葉
の
色


こ
き
ま
せ
霜
か
れ
の
草
む
ら


お
か
し
う
み
え
わ
た
る
に
関
屋
よ
り
さ
と
はくイ
つ
れ
い
て
た
る
た
ひ
す
か
た
と
も
の
い
ろ
い
ろ
の
あ
を
の
つ
き


し
き
ぬ
ひ
物
く
ゝ
り
そ
め
の
さ
ま
も
さ
る
か
た
に
お
か
し
う
み
ゆ
御
く
る
ま
は
す
た
れ
お
ろ
し
２
オ
32
給
て
か
の
む
か
し
の
こ
き
み
右
衛
門
の
す
け
な
る
を
め
し
よ
せ
て
け
ふ
の
御
せ
き
む
か
へ
は
え
お
も
ひ
す
て
給
は
し
な
と
の
た
ま
ふ
御
心
の
う
ち
い
と
あ
は
れ
に
お
ほ
し
い
つ
る
事
お
ほ
か
れ
と
お
ほ
そ
ふ
に
て
か
ひ
な
し
女
も
人
し
れ
す
む
か
し
の
事
わ
す
れ
ね
は
と
り
か
へ
し
て
物
あ
は
れ
な
り
ゆ
く
と
く
と
せ
き
と
め
か
た
き
な
み
た
を
や
た
え
ぬ
し
水
と
人
は
見
る
ら
む
え
し
り
給
は
し
か
し
と
お
も
ふ
に
い
と
か
ひ
な
し
・
い
し
山
よ
り
い
て
給
御
む
か
へ
に
右
ゑ
も
ん
の
す
け
ま
い
れ
り
一
日
ま
か
り
す
き
し
か
し
こ
ま
り
な
と
申
２
ウ
む
か
し
わ
ら
は
に
て
い
と
む
つ
ま
し
う
ら
う
た
き
も
の
に
し
た
ま
ひ
し
か
は
か
う
ふ
り
な
と
え
し
ま
て
こ
の
御
と
く
に
か
く
れ
た
り
し
を
お
ほ
え
ぬ
世
の
さ
は
き
あ
り
し
こ
ろ
も
の
ゝ
き
こ
え
に
は
ゝ
か
り
て
ひ
た
ち
に
く
た
り
し
を
そ
す
こ
し
御
心
を
き
て
と
し
こ
ろ
は
お
ほ
し
け
れ
と
色
に
も
い
た
し
給
は
す
む
か
し
の
や
う
に
こ
そ
あ
ら
ね
と
な
を
し
た
し
き
い
ゑ
人
の
う
ち
に
は
か
そ
へ
給
け
り
・
き
の
か
み
と
い
ひ
し
も
い
ま
は
か
う
ち
の
か
み
に
そ
な
り
に
け
る
そ
の
お
と
う
と
の
右
近
の
せそ
う
と
け
て
御
と
も
に
く
た
り
し
を
そ
と
り
わ
き
て
な
し
い
て
給
け
れ
は
そ
れ
に
そ
３
オ
た
れ
も
お
も
ひ
し
り
て
な
と
て
す
こ
し
も
世
に
し
た
か
ふ
心
を
つ
か
ひ
け
む
○な
と
お
も
ひ
い
て
け
る
す
け
め
し
よ
せ
て
御
せ
う
そ
こ
あ
り
い
ま
は
お
ほ
し
わ
す
れ
ぬ
へ
き
事
を
心
な
か
く
も
お
は
す
る
か
な
と
お
も
ひ
ゐ
た
り
一
日
は
ち
き
り
し
ら
れ
し
を
さ
は
お
ほ
し
し
り
け
む
や
わ
く
ら
は
に
ゆ
き
あ
ふ
み
ち
を
た
の
み
し
も
な
を
か
ひ
な
し
や
し
ほ
な
ら
ぬ
う
み
せ
き
も
り
の
さ
も
う
ら
や
ま
し
く
め
さ
ま
し
か
り
し
か
な
と
あ
り
・
と
し
こ
ろ
の
と
た
え
も
う
ひ


し
く
な
り
に
け
れ
と
心
に
は
い
つ
と
な
く
た
ゝ
い
ま
の
こ
ゝ
ち
す
る
な
ら
ひ
に
な
む
す
き


し
う
３
ウ
い
と
ゝ
に
く
ま
れ
む
や
と
て
給
へ
れ
は
か
た
し
け
な
く
て
も
て
い
き
て
な
を
き
こ
え
た
ま
へ
む
か
し
に
は
す
こ
し
お
ほ
し
の
く
事
あ
ら
む
と
お
も
ひ
給
ふ
る
に
お
な
し
や
う
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な
る
御
心
の
な
つ
か
し
さ
な
む
い
と
ゝ
あ
り
か
た
き
す
さ
ひ
こ
と
そ
よ
う
な
き
事
と
お
も
へ
と
え
こ
そ
す
く
よ
か
に
き
こ
え
か
へ
さ
ね
女
に
て
は
ま
け
き
こ
え
給
へ
ら
む
に
つ
み
ゆ
る
さ
れ
ぬ
へ
し
な
と
い
ふ
い
ま
は
ま
し
て
い
と
は
つ
か
し
う
よ
ろ
つ
の
事
う
ひ


し
き
こ
ゝ
ち
す
れ
と
め
つ
ら
し
き
に
や
え
し
の
は
○れ
さ
り
け
む
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
や
い
か
な
る
せ
き
な
れ
は
し
け
き
４
オ
な
け
き
の
中
を
わ
く
ら
む
ゆ
め
の
や
う
に
な
む
と
き
こ
え
た
り
あ
は
れ
も
つ
ら
さ
も
わ
す
れ
ぬ
ふ
し
と
お
ほ
し
を
か
れ
た
る
人
な
れ
は
お
り


は
な
を
の
た
ま
ひ
う
こ
か
し
け
り
・
か
ゝ
る
ほ
と
に
こ
の
ひ
た
ち
の
か
み
お
い
の
つ
も
り
に
や
な
や
ま
し
く
の
み
し
て
物
心
ほ
そ
か
り
け
れ
は
こ
と
も
に
た
ゝ
こ
の
君
の
御
事
を
の
み
い
ひ
を
き
て
よ
ろ
つ
の
事
た
ゝ
こ
の
御
心
に
の
み
ま
か
せ
て
あ
り
つ
る
よ
に
か
は
ら
て
つ
か
う
ま
つ
れ
と
の
み
あ
け
く
れ
い
ひ
け
り
女
君
心
う
き
す
く
せ
あ
り
て
こ
の
人
に
さ
へ
を
く
れ
て
い
か
な
る
さ
ま
に
は
ふ
れ
ま
と
ふ
へ
き
に
か
あ
４
ウ
ら
む
と
お
も
ひ
な
け
き
給
を
見
る
に
い
の
ち
の
か
き
り
あ
る
も
の
な
れ
は
お
し
み
と
ゝ
む
○へ
き
か
た
も
な
し
い
か
て
か
こ
の
人
の
御
た
め
に
の
こ
し
を
く
玉
し
ゐ
も
か
な
わ
か
こ
と
も
の
心
も
し
ら
ぬ
を
と
う
し
ろ
め
た
う
か
な
し
き
こ
と
に
い
ひ
お
も
へ
と
心
に
え
と
ゝ
め
ぬ
物
に
て
う
せ
ぬ
し
は
し
こ
そ
さ
の
た
ま
ひ
し
物
を
な
と
な
さ
け
つ
く
れ
と
う
は
へ
こ
そ
あ
れ
つ
ら
き
事
お
ほ
か
り
と
あ
る
も
か
ゝ
る
も
世
の
こ
と
は
り
な
れ
は
身
ひ
と
つ
の
う
き
事
に
て
な
け
き
あ
か
し
く
ら
す
た
ゝ
こ
の
か
う
ち
の
か
み
の
み
そ
む
か
し
よ
り
す
き
心
あ
り
て
す
こ
し
な
さ
け
か
り
け
る
あ
は
れ
に
の
５
オ
た
ま
ひ
を
き
し
を
か
す
な
ら
す
と
も
お
ほ
し
う
と
ま
て
の
た
ま
は
せ
よ
な
と
つ
い
そせ
う
し
よ
り
て
い
と
あ
さ
ま
し
き
心
の
み
え
け
れ
は
う
き
す
く
せ
あ
る
身
に
て
か
く
い
き
と
ま
り
て
は
て


は
め
つ
ら
し
き
事
と
も
を
き
ゝ
そ
ふ
る
か
な
と
人
し
れ
す
お
も
ひ
し
り
て
人
に
さ
な
む
と
も
し
ら
せ
て
あ
ま
に
な
り
に
け
り
あ
る
人


34
い
ふ
か
ひ
な
し
と
思
ひ
な
け
く
か
み
も
い
と
つ
ら
う
を
の
れ
を
い
と
ひ
給
ほ
と
に
の
こ
り
の
御
よ
は
ひ
は
お
ほ
く
物
し
給
ふ
ら
む
い
か
て
か
す
こ
し
給
へ
き
な
と
そ
あ
い
な
の
さ
か
し
ら
や
な
と
そ
侍
め
る
５
ウ
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(
て
な
ら
ひ)
そ
の
比
よ
川
に
な
に
か
し
僧
都
と
か
い
ひ
て
い
と
た
う
と
き
人
す
み
け
り
八
十
あ
ま
り
の
母
五
十
は
か
り
の
い
も
う
と
あ
り
け
り
ふ
る
き
願
あ
り
て
は
つ
せ
に
ま
う
て
た
り
け
り
・
む
つ
ま
し
く
や
む
こ
と
な
く
思
ふ
て
し
の
あ
さ
り
を
そ
へ
て
仏
経
く
や
う
す
る
こ
と
お
こ
な
ひ
け
り
こ
と
ゝ
も
お
ほ
く
し
て
か
へ
る
道
に
な
ら
坂
と
い
ふ
山
こ
え
け
る
ほ
と
よ
り
此
あ
ま
君
こ
ゝ
ち
あ
し
く
し
け
れ
は
か
く
て
は
い
か
て
か
の
こ
り
の
み
ち
を
も
お
は
し
つ
か
ん
と
も
て
さ
は
き
て
宇
治
の
わ
た
り
１
オ
に
し
り
た
り
け
る
人
の
家
有
け
る
に
と
ゝ
め
て
け
ふ
は
か
り
や
す
め
た
て
ま
つ
る
に
な
を
い
た
く
わ
つ
ら
へ
は
よ
川
に
せ
う
そ
こ
し
た
り
山
こ
も
り
の
ほ
い
ふ
か
く
こ
と
し
は
い
て
し
と
お
も
ひ
け
れ
と
か
き
り
の
さ
ま
な
る
お
や
の
み
ち
の
空
に
て
な
く
や
な
ら
む
と
お
と
ろ
き
て
い
そ
き
物
し
た
ま
へ
り
お
し
む
へ
く
も
あ
ら
ぬ
人
の
さ
ま
を
み
つ
か
ら
も
弟
子
の
中
に
も
け
ん
あ
る
し
て
か
ち
し
さ
は
く
を
い
ゑ
あ
る
し
き
ゝ
て
み
た
け
さ
う
し
ゝ
侍
を
い
た
く
お
い
た
ま
へ
る
人
の
を
も
く
な
や
み
給
ふ
は
い
１
ウ
か
ゝ
と
う
し
ろ
め
た
け
に
お
も
ひ
て
い
ひ
け
れ
は
さ
も
い
ふ
へ
き
こ
と
ゝ
い
と
を
し
く
思
て
い
と
せ
は
く
む
つ
ま
し
く
も
あ
れ
は
や
う


ゐ
て
た
て
ま
つ
る
へ
き
に
な
か
ゝ
み
ふ
た
か
り
て
れ
い
す
み
給
ふ
所
は
い
む
へ
か
り
け
る
を
故
朱
雀
院
の
御
り
や
う
に
て
宇
治
○の
院
と
い
ひ
し
所
こ
の
わ
た
り
な
ら
ん
と
お
も
ひ
出
て
ゐ
ん
も
り
僧
都
し
り
た
ま
へ
り
け
れ
は
一
二
日
や
と
ら
ん
と
い
ひ
に
や
り
給
へ
り
け
れ
は
は
つ
せ
に
な
ん
き
の
ふ
み
な
ま
う
て
に
け
る
と
て
い
と
あ
や
し
き
や
と
も
り
の
お
き
な
を
よ
ひ
２
オ
36
て
ゐ
て
き
た
り
お
は
し
ま
さ
は
ゝ
や
い
た
つ
ら
な
る
院
の
し
ん
て
ん
に
こ
そ
侍
る
め
れ
物
ま
う
て
の
人
は
つ
ね
に
そ
や
と
り
給
ふ
と
い
へ
は
い
と
よ
か
む
な
り
お
ほ
や
け
所
な
れ
と
人
も
な
く
心
や
す
き
を
と
て
見
せ
に
や
り
給
ふ
こ
の
お
き
な
れ
い
も
か
く
や
と
る
人
を
○見
な
ら
ひ
た
り
け
れ
は
お
ろ
そ
か
な
る
し
つ
ら
ひ
な
と
し
て
き
た
り
ま
つ
僧
都
わ
た
り
給
い
と
い
た
く
あ
れ
て
お
そ
ろ
し
け
な
る
所
か
な
と
見
給
ひ
て
た
い
と
こ
た
ち
経
よ
め
な
と
の
給
・
こ
の
は
つ
せ
に
そ
ひ
た
り
し
あ
さ
り
と
お
な
し
や
２
ウ
う
な
る
○
今
ひ
と
り
○イ無
な
に
事
の
あ
る
に
か
つ
き


し
き
ほ
と
の
け
ら
う
ほ
う
し
に
火
と
も
さ
せ
て
人
も
よ
ら
ぬ
う
し
ろ
の
か
た
に
い
き
た
り
も
り
か
と
見
ゆ
る
木
の
し
た
を
う
と
ま
し
け
の
わ
た
り
や
と
み
い
れ
た
る
に
し
ろ
き
も
の
ゝ
ひ
ろ
こ
り
た
る
そ
見
ゆ
る
か
れ
は
な
に
そ
と
立
と
ま
り
て
火
を
あ
か
く
な
し
て
見
れ
は
物
の
ゐ
た
る
す
か
た
な
り
き
つ
ね
の
へ
ん
く
ゑ
し
た
る
に
く
し
み
あ
ら
は
さ
む
と
て
ひ
と
り
は
い
ま
す
こ
し
あ
ゆ
み
よ
る
い
ま
ひ
と
り
は
あ
な
よ
う
な
よ
か
ら
ぬ
物
な
ら
ん
３
オ
と
い
ひ
て
さ
や
う
の
物
し
そ
く
へ
き
い
ん
を
つ
く
り
つ
ゝ
さ
す
か
に
な
を
ま
も
る
か
し
ら
の
か
み
あ
ら
は
ふ
と
り
ぬ
へ
き
心
ち
す
る
に
此
火
と
も
し
た
る
た
い
と
こ
は
ゝ
か
り
も
な
く
あ
ふ
な
き
さ
ま
に
て
ち
か
く
よ
り
て
そ
の
さ
ま
を
み
れ
は
か
み
の
は
な
か
く
つ
や


と
し
て
お
ほ
き
な
る
き
つ
木
の
ね
の
い
と
あ
ら


し
き
に
よ
り
ゐ
て
い
み
し
く
な
く
め
つ
ら
し
き
こ
と
に
も
侍
る
哉
と
僧
都
の
御
坊
に
御
ら
ん
せ
さ
せ
た
て
ま
つ
ら
は
や
と
い
へ
は
け
に
あ
や
し
き
こ
と
な
り
と
て
ひ
と
り
は
ま
う
て
ゝ
か
ゝ
る
こ
と
な
ん
と
ま
う
す
き
つ
３
ウ
ね
の
人
に
へ
ん
く
ゑ
す
る
と
は
む
か
し
よ
り
き
け
と
ま
た
み
ぬ
物
な
り
と
て
わ
さ
と
お
り
て
お
は
す
か
の
わ
た
り
給
は
ん
と
す
る
こ
と
に
よ
り
て
け
す
と
も
は
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み
な
は
か


し
き
は
み
へつ
し
所
な
と
あ
る
へ
か
し
き
こ
と
と
も
を
か
ゝ
る
わ
た
り
に
は
い
そ
く
物
な
り
け
れ
は
ゐ
し
つ
ま
り
な
と
し
た
る
に
た
ゝ
四
五
人
し
て
こ
こ
な
る
物
を
見
る
に
か
は
る
こ
と
も
な
し
あ
や
し
く
て
時
の
う
つ
る
ま
て
み
る
と
く
夜
も
明
は
て
な
ん
人
か
な
に
そ
と
見
あ
ら
は
さ
ん
と
心
に
さ
る
へ
き
真
言
を
よ
み
い
む
を
つ
く
り
て
心
み
る
に
し
４
オ
る
く
や
お
も
ふ
ら
ん
こ
れ
は
人
な
り
さ
ら
に
ひ
さ
う
の
け
し
か
ら
ぬ
物
に
あ
ら
す
よ
り
て
と
へ
な
く
な
り
た
る
人
に
は
あ
ら
ぬ
に
こ
そ
あ
め
れ
も
し
し
に
た
る
人
を
す
て
た
り
け
る
か
よ
み
か
へ
り
た
る
か
と
い
ふ
な
に
の
さ
る
人
を
か
こ
の
院
の
う
ち
に
す
て
侍
ら
ん
た
と
ひ
ま
こ
と
に
人
な
り
と
も
き
つ
ね
こ
た
ま
や
う
の
物
の
あ
さ
む
き
て
と
り
も
て
き
た
ら
ん
に
こ
そ
侍
ら
め
い
と
ふ
ひ
ん
に
も
侍
け
る
か
な
け
か
ら
ひ
あ
る
へ
き
所
に
こ
そ
侍
め
れ
と
い
ひ
て
あ
り
つ
る
や
と
も
り
の
を
の
こ
を
よ
ふ
山
ひ
こ
の
こ
た
ふ
４
ウ
る
も
い
と
お
そ
ろ
し
あ
や
し
の
さ
ま
に
ひ
た
い
を
し
あ
け
て
い
て
来
た
り
こ
ゝ
に
は
わ
か
き
女
な
と
や
す
み
給
か
ゝ
る
こ
と
な
ん
あ
る
と
て
み
す
れ
は
き
つ
ね
の
つ
か
ま
つ
る
な
り
こ
の
木
の
も
と
に
な
ん
と
き


あ
や
し
き
わ
さ
し
侍
を
を
と
ゝ
し
の
秋
も
こ
ゝ
に
侍
る
人
の
○この
ふ
た
つ
は
か
り
に
は侍
へ
り
し
を
と
り
て
ま
う
て
き
た
り
し
か
と
も
み
お
と
ろ
か
す
侍
る
る
き
イ
き
き
つ
ね
は
さ
こ
そ
○は
人
は
を
ひ
や
か
せ
と
こ
と
に
も
あ
ら
ぬ
や
つ
と
い
ふ
さ
ま
い
と
な
れ
た
り
か
の
夜
ふ
か
き
ま
い
り
も
の
ゝ
所
に
心
を
よ
せ
た
る
な
る
へ
し
・
５
オ
僧
都
さ
ら
は
さ
や
う
の
物
の
し
た
る
わ
さ
か
猶
よ
く
み
よ
と
て
此
物
を
ち
せ
ぬ
ほ
う
し
を
よ
せ
た
れ
は
鬼
か
神
か
き
つ
ね
か
こ
た
ま
か
か
は
か
り
の
天
の
し
た
の
け
ん
さ
の
お
は
し
ま
す
に
は
え
か
く
れ
た
て
ま
つ
ら
し
名
の
り
た
ま
へ


と
き
ぬ
を
と
り
て
ひ
け
は
か
ほ
を
引
い
れ
て
い
よ


な
く
い
て
あ
な
38
さ
か
な
の
こ
た
ま
の
お
に
や
ま
さ
に
か
く
れ
な
ん
や
と
い
ひ
つ
ゝ
か
ほ
を
み
ん
と
す
る
に
む
か
し
あ
り
け
ん
め
も
は
な
も
な
か
り
け
ん
め
お
に
ゝ
や
あ
ら
む
と
む
く
つ
け
き
を
た
の
も
し
く
い
か
き
さ
ま
５
ウ
を
人
に
見
せ
ん
と
お
も
ひ
て
き
ぬ
を
ひ
き
ぬ
か
せ
ん
と
す
れ
は
う
つ
ふ
し
て
声
た
つ
は
か
り
な
く
な
に
ゝ
ま
れ
か
く
あ
や
し
き
こ
と
世
に
あ
ら
し
と
て
見
は
て
ん
と
思
に
雨
い
た
く
ふ
り
ぬ
へ
し
か
く
て
を
い
た
ら
は
し
に
は
て
侍
り
ぬ
へ
し
か
き
の
も
と
に
こ
そ
い
た
さ
め
と
い
ふ
僧
都
ま
こ
と
の
人
の
か
た
ち
な
り
そ
の
命
た
え
ぬ
を
見
る


す
て
ん
こ
と
い
み
し
き
こ
と
な
り
い
け
に
を
よ
く
い
を
山
に
な
く
し
か
を
た
に
人
に
と
ら
へ
ら
れ
て
し
な
ん
と
す
る
を
見
つ
ゝ
た
す
け
さ
ら
む
は
い
と
か
な
し
か
る
へ
し
６
オ
人
の
い
の
ち
ひ
さ
し
か
る
ま
し
き
も
の
な
れ
と
の
こ
り
の
命
一
二
日
を
も
お
し
ま
す
は
あ
る
へ
か
ら
す
お
に
に
も
神
に
も
り
や
う
せ
ら
れ
人
に
お
は
れ
人
に
は
か
り
ここ
た
れ
て
も
こ
れ
よ
こ
さ
ま
の
し
に
を
す
へ
き
物
に
こ
そ
は
あ
め
れ
仏
の
か
な
ら
す
ゝ
く
ひ
た
ま
ふ
へ
き
き
は
な
り
猶
心
み
に
し
は
し
ゆ
を
の
ま
せ
な
と
し
て
た
す
け
心
み
ん
つ
ゐ
に
し
ぬ
へ
く
は
い
ふ
か
き
り
に
あ
ら
す
と
の
た
ま
ふ
て
こ
の
た
い
と
こ
し
て
い
た
き
い
れ
○させ
す
給
ふ
て
し
と
も
た
い


し
き
わ
さ
か
な
い
た
く
わ
つ
ら
ひ
給
人
６
ウ
の
御
あ
た
り
に
よ
か
ら
ぬ
物
を
と
り
い
れ
すて
け
か
ら
ひ
か
な
ら
す
出
き
な
ん
と
す
と
も
と
く
も
あ
り
又
も
の
ゝ
へ
ん
く
ゑ
に
も
あ
れ
め
に
み
す


い
け
る
人
を
か
ゝ
る
あ
め
に
う
ち
う
し
な
は
せ
む
は
い
み
し
き
こ
と
な
れ
は
な
ん
と
心
こ
ゝ
ろ
に
い
ふ
け
す
な
と
は
い
と
さ
は
か
し
く
物
を
う
た
て
い
ひ
な
す
物
な
れ
は
人
さ
は
か
し
か
ら
ぬ
か
く
れ
の
か
た
に
な
ん
ふ
せ
た
り
け
る
・
御
車
よ
せ
て
お
り
給
ふ
ほ
と
い
た
く
く
る
し
か
り
給
ふ
と
て
の
ゝ
し
る
す
こ
し
し
つ
ま
り
て
僧
39
都
あ
り
つ
る
人
は
い
か
ゝ
な
り
ぬ
る
と
ゝ
ひ
た
ま
ふ
７
オ
な
よ


と
し
て
物
も
い
は
す
い
き
も
し
侍
ら
す
何
か
物
に
け
と
ら
れ
に
け
る
人
に
こ
そ
と
い
ふ
を
い
も
う
と
の
あ
ま
君
き
ゝ
給
ひ
て
な
に
事
そ
と
ゝ
ふ
し
か


の
こ
と
を
な
ん
六
十
に
あ
ま
る
と
し
め
つ
ら
か
な
る
物
を
み
た
ま
へ
つ
る
と
の
給
ふ
う
ち
き
く
ま
ゝ
に
を
の
か
て
ら
に
て
み
し
ゆ
め
あ
り
き
い
か
や
う
な
る
人
そ
ま
つ
そ
の
さ
ま
み
ん
と
な
き
て
の
た
ま
ふ
た
ゝ
こ
の
ひ
ん
か
し
の
や
り
戸
に
な
む
は侍
へ
る
は
や
御
ら
ん
せ
よ
と
い
へ
は
い
そ
き
い
き
て
み
る
に
人
も
よ
り
つ
か
て
そ
捨
を
き
た
り
け
る
い
と
７
ウ
わ
か
く
う
つ
く
し
け
な
る
女
の
し
ろ
き
あ
や
の
き
ぬ
ひ
と
か
さ
ね
く
れ
な
ゐ
の
は
か
ま
そ
き
た
る
か
は
い
み
し
く
か
う
は
し
く
て
あ
て
な
る
け
は
ひ
か
き
り
な
し
た
ゝ
わ
か
こ
ひ
か
な
し
む
む
す
め
の
か
へ
り
お
は
し
た
る
な
め
り
と
て
な
く


ここ
た
ち
を
い
た
し
て
い
た
き
い
れ
さ
す
い
か
な
り
つ
ら
ん
と
も
あ
り
さ
ま
み
ぬ
人
は
を
そ
ろ
し
か
ら
て
い
た
き
い
れ
つ
い
け
る
や
う
に
も
あ
ら
て
さ
す
か
に
目
を
ほ
の
か
に
見
あ
け
た
る
に
物
の
た
ま
へ
や
い
か
な
る
人
か
か
く
て
は
物
し
た
ま
へ
る
と
い
へ
と
物
お
ほ
え
ぬ
８
オ
さ
うま
な
り
ゆ
と
り
て
ゝ
つ
か
ら
す
く
ひ
い
れ
な
と
す
る
に
た
ゝ
よ
は
り
に
た
え
入
や
う
な
り
け
れ
は
な
か


い
み
し
き
わ
さ
か
な
と
て
此
人
な
く
な
り
ぬ
へ
し
か
ち
し
た
ま
へ
と
け
ん
さ
の
あ
さ
り
に
い
ふ
さ
れ
は
こ
そ
あ
や
し
き
御
物
あ
つ
か
ひ
な
り
と
は
い
へ
と
か
み
な
と
の
御
た
め
に
経
よ
み
つ
ゝ
い
の
る
そ
う
つ
も
さ
し
の
そ
き
て
い
か
に
そ
な
に
の
し
わ
さ
そ
と
よ
く
て
う
し
て
と
へ
と
の
た
ま
へ
と
○いと
よ
は
け
に
き
え
も
て
い
く
や
う
な
れ
は
え
い
き
侍
ら
し
す
ゝ
ろ
な
る
け
か
ら
ひ
に
こ
も
り
て
わ
つ
８
ウ
ら
ふ
へ
き
こ
と
さ
す
か
に
い
と
や
む
こ
と
な
き
40
人
に
こ
そ
侍
め
れ
し
に
は
つ
と
も
た
ゝ
に
や
は
す
て
さ
せ
た
ま
は
ん
見
く
る
し
き
わ
さ
か
な
と
い
ひ
あ
へ
り
あ
な
か
ま
人
に
き
か
す
な
わ
つ
ら
は
し
き
こ
と
も
そ
あ
る
な
と
口
か
た
め
つ
ゝ
あ
ま
君
は
お
や
の
わ
つ
ら
ひ
た
ま
ふ
よ
り
も
こ
の
人
を
い
け
は
て
ゝ
み
ま
ほ
し
く
お
し
み
て
う
ち
つ
け
に
そ
ひ
ゐ
た
り
し
ら
ぬ
人
な
れ
と
み
め
の
こ
よ
な
く
お
か
し
け
れ
は
い
た
つ
ら
に
な
さ
し
と
見
る
か
き
り
あ
つ
か
ひ
さ
は
き
け
り
さ
す
か
に
時
々
め
見
あ
け
な
と
し
９
オ
つ
ゝ
な
み
た
の
つ
き
せ
す
な
か
る
ゝ
を
あ
な
心
う
や
い
み
し
く
か
な
し
と
お
も
ふ
人
の
か
は
り
に
仏
の
道
ひ
き
た
ま
へ
る
と
思
ひ
き
こ
ゆ
る
を
か
ひ
な
く
な
り
給
は
ゝ
中


な
る
こ
と
を
や
お
も
は
ん
さ
る
へ
き
ち
き
り
に
て
こ
そ
か
く
見
た
て
ま
つ
ら
め
猶
い
さ
ゝ
か
物
の
た
ま
へ
と
い
ひ
つ
ゝ
く
れ
と
か
ら
う
し
て
い
き
出
た
り
と
も
あ
や
し
き
ふ
よ
う
の
人
な
り
人
に
見
せ
て
よ
る
こ
の
河
に
お
と
し
入
た
ま
ひ
て
よ
と
い
き
の
し
た
に
い
ふ
ま
れ


物
の
た
ま
ふ
を
う
れ
し
と
お
も
ふ
に
あ
な
い
み
し
や
い
９
ウ
か
な
れ
は
か
く
○は
の
た
ま
ふ
そ
い
か
に
し
て
さ
る
所
に
は
お
は
し
つ
る
そ
と
と
へ
と
も
物
も
い
は
す
な
り
ぬ
身
に
も
し
き
す
な
と
や
あ
ら
ん
と
て
み
れ
と
こ
ゝ
は
と
み
ゆ
る
所
な
く
う
つ
く
し
け
れ
は
あ
さ
ま
し
く
か
な
し
く
ま
こ
と
に
人
の
心
ま
と
は
さ
ん
と
て
出
き
た
る
か
り
の
物
に
や
と
う
た
か
ふ
・
二
日
は
か
り
こ
も
り
ゐ
て
ふ
た
り
の
人
を
い
の
り
か
ち
す
る
声
た
え
す
あ
や
し
き
こ
と
を
お
も
ひ
さ
は
く
そ
の
わ
た
り
の
け
す
な
と
の
そ
う
つ
に
つ
か
ま
つ
り
け
る
か
く
て
お
は
し
ま
す
な
り
と
て
と
ふ
ら
ひ
出
く
る
も
10
オ
物
か
た
り
な
と
し
て
い
ふ
を
き
け
は
故
い八
の
宮
の
御
む
す
め
右
大
将
と
の
ゝ
か
よ
ひ
給
し
こ
と
に
な
や
み
た
ま
ふ
こ
と
も
な
く
て
に
は
か
に
か
く
れ
た
ま
へ
り
と
て
さ
は
き
侍
そ
の
御
さ
う
そ
う
の
さ
う
41
し
と
も
つ
か
ふ
ま
つ
り
侍
る
と
て
昨
日
は
え
ま
い
り
侍
ら
さ
り
し
と
い
ふ
さ
や
う
の
人
の
た
ま
し
ゐ
を
鬼
の
と
り
て
も
て
き
た
る
に
や
と
お
も
ふ
に
も
か
つ
み
る


あ
る
も
の
と
も
お
ほ
え
す
あ
や
う
く
お
そ
ろ
し
と
お
ほ
す
人
々
よ
へ
み
や
ら
れ
し
火
は
し
か
こ
と


し
き
け
し
き
も
見
え
さ
り
し
を
と
い
ふ
10
ウ
こ
と
さ
ら
こ
と
そ
き
て
い
か
め
し
く
も
侍
ら
さ
り
し
と
い
ふ
け
か
ら
ひ
た
る
人
と
て
た
ち
な
か
ら
を
ひ
か
へ
し
つ
・
大
将
殿
は
み
や
の
御
む
す
め
も
ち
た
ま
へ
り
し
は
う
せ
給
て
と
し
こ
ろ
に
な
り
ぬ
る
物
を
た
れ
を
い
ふ
に
か
あ
ら
ん
ひ
め
宮
を
ゝ
き
た
て
ま
つ
り
給
て
よ
に
こ
と
心
を
は
せ
し
な
と
い
ふ
・
あ
ま
君
よ
ろ
し
く
な
り
給
ぬ
か
た
も
あ
き
ぬ
れ
は
か
く
う
た
て
あ
る
所
に
ひ
さ
し
く
お
は
せ
む
も
ひ
ん
な
し
と
て
か
へ
る
こ
の
人
は
猶
い
と
よ
は
け
な
り
み
ち
の
ほ
と
も
い
か
ゝ
も
の
し
給
は
ん
い
と
心
く
る
し
き
こ
と
ゝ
い
ひ
11
オ
あ
へ
り
く
る
ま
ふ
た
つ
し
て
お
い
人
の
り
た
ま
へ
る
に
は
つ
か
う
ま
つ
る
あ
ま
ふ
た
り
つ
き
の
に
は
こ
の
ひ
と
を
ふ
せ
て
か
た
は
ら
に
今
人
ひ
と
り
○のり
そ
ひ
て
道
す
か
ら
ゆ
き
も
や
ら
す
く
る
ま
と
め
て
ゆ
ま
い
り
な
と
し
給
・
ひ
え
さ
か
も
と
に
を
野
と
い
ふ
所
に
そ
住
た
ま
ひ
け
る
そ
こ
に
お
は
し
つ
ゝ
く
ほ
と
い
と
と
を
し
な
か
や
と
り
を
ま
う
く
へ
か
り
け
る
な
と
い
ひ
て
夜
ふ
け
て
お
は
し
つ
き
ぬ
・
僧
都
は
お
や
を
あ
つ
か
ひ
む
す
め
の
あ
ま
君
は
こ
の
し
ら
ぬ
人
を
は
く
ゝ
み
て
み
な
い
た
き
お
ろ
11
ウ
し
つ
ゝ
や
す
む
お
い
の
や
ま
ひ
の
い
つ
と
も
な
き
か
く
る
し
と
思
た
ま
へ
し
と
を
み
ち
の
名
こ
り
こ
そ
し
は
し
わ
つ
ら
ひ
給
ひ
け
れ
や
う


よ
ろ
し
く
成
た
ま
ひ
に
け
れ
は
僧
都
は
の
ほ
り
給
ひ
ぬ
・
か
ゝ
る
人
な
ん
ゐ
て
き
た
る
な
と
ほ
う
し
の
あ
た
り
に
は
よ
か
ら
ぬ
こ
と
な
れ
は
見
さ
り
し
人
に
は
ま
ね
は
す
あ
ま
君
も
み
な
く
ち
か
た
め
さ
せ
つ
ゝ
も
し
42
尋
く
る
人
も
や
あ
る
と
お
も
ふ
も
し
つ
心
な
し
い
か
て
さ
る
ゐ
中
人
の
す
む
あ
た
り
に
か
ゝ
る
人
お
ち
あ
ふ
れ
け
ん
物
ま
う
て
な
と
し
た
り
12
オ
け
る
人
の
心
ち
な
と
わ
つ
ら
ひ
け
ん
を
ま
ゝ
は
ゝ
な
と
や
う
の
人
の
た
は
か
り
て
を
か
せ
た
る
に
や
と
そ
お
も
ひ
よ
り
け
る
・
河
に
な
か
し
て
よ
と
い
ひ
し
ひ
と
こ
と
よ
り
ほ
か
に
物
も
さ
ら
に
の
た
ま
は
ね
は
い
と
お
ほ
つ
か
な
く
お
も
ひ
て
い
つ
し
か
人
に
も
な
し
て
み
ん
と
お
も
ふ
に
つ
く


と
し
て
お
き
あ
か
る
よ
も
な
く
い
と
あ
や
し
く
の
み
物
し
た
ま
へ
は
つ
ゐ
に
い
く
ま
し
き
人
に
や
と
お
も
ひ
な
か
ら
打
す
て
ん
も
い
と
お
し
く
い
み
し
・
夢
か
た
り
も
し
出
て
は
し
め
よ
り
い
の
ら
せ
し
あ
さ
り
に
も
し
の
12
ウ
ひ
や
か
に
け
し
や
く
こ
と
せ
さ
せ
給
う
ち
は
つ
へ
か
く
あ
つ
か
ふ
ほ
と
に
四
五
月
も
過
ぬ
い
と
わ
ひ
し
く
か
ひ
な
き
事
を
思
ひ
侘
て
僧
都
の
御
も
と
に
猶
を
り
給
へ
此
人
た
す
け
給
へ
さ
す
か
に
け
ふ
ま
て
も
あ
る
は
し
ぬ
ま
し
か
り
け
る
人
を
つ
き
し
み
り
や
う
し
た
る
物
の
さ
ら
ぬ
に
こ
そ
あ
め
れ
あ
か
仏
京
に
出
給
は
ゝ
こ
そ
あ
ら
め
こ
ゝ
ま
て
は
あ
へ
な
む
な
と
い
み
し
き
事
を
か
き
つ
ゝ
け
て
た
て
ま
つ
○れ
給
へ
れ
は
い
と
あ
や
し
き
こ
と
か
な
か
く
ま
て
も
あ
り
け
る
人
の
い
の
ち
を
や
か
て
13
オ
う
ち
す
て
ま
し
か
は
さ
る
へ
き
契
あ
り
て
こ
そ
は
我
し
も
見
つ
け
ゝ
め
心
み
に
た
す
け
は
て
む
か
し
そ
れ
に
と
ま
ら
す
は
こ
う
つ
き
に
け
り
と
お
も
は
ん
と
て
お
り
○給
へ
り
・
よ
ろ
こ
ひ
を
か
み
て
月
こ
ろ
の
あ
り
さ
ま
を
か
た
る
か
く
ひ
さ
し
く
わ
つ
ら
ふ
人
は
む
つ
か
し
き
こ
と
を
の
つ
か
ら
あ
る
へ
き
を
い
さ
ゝ
か
お
と
ろ
へ
す
い
と
き
よ
け
に
ね
ち
け
た
る
所
な
く
の
み
物
し
給
て
か
き
り
と
み
え
な
か
ら
も
か
く
て
も
い
き
た
る
わ
さ
な
り
け
り
な
と
お
ほ
な


な
く


の
給
へ
は
み
つ
け
し
よ
り
め
つ
43
13
ウ
ら
か
な
る
人
の
御
あ
り
様
か
な
い
て
と
て
さ
し
の
そ
き
て
見
給
て
け
に
い
と
き
や
う
さ
く
な
り
け
る
人
の
御
よ
う
め
い
か
な
く
と
く
の
む
く
ひ
に
こ
そ
か
ゝ
る
か
た
ち
に
も
お
い
出
給
ひ
け
め
い
か
な
る
た
か
ひ
め
に
て
か
く
そ
こ
な
は
れ
た
ま
ひ
け
ん
も
し
さ
に
や
と
き
ゝ
あ
は
せ
ら
る
ゝ
事
も
な
し
や
と
と
ひ
給
・
さ
ら
に
聞
ゆ
る
こ
と
も
な
し
な
に
か
は
○
は
つ
是
マ
テ
ナ
シ
イ
せ
の
観
音
の
た
ま
へ
る
人
な
り
と
の
た
ま
へ
は
な
に
か
そ
れ
え
ん
に
し
た
か
ひ
て
こ
そ
道
ひ
き
給
は
め
た
ね
な
き
事
は
い
か
て
か
な
と
の
た
ま
ふ
14
オ
あ
や
し
か
り
て
す
ほ
う
は
し
め
た
り
お
ほ
や
け
の
め
し
に
た
に
し
た
か
は
す
ふ
か
く
こ
も
り
た
る
山
を
出
給
て
す
ゝ
ろ
に
か
ゝ
る
人
の
た
め
に
な
ん
お
こ
な
ひ
さ
は
き
給
と
物
の
き
こ
え
あ
ら
ん
い
と
き
ゝ
に
く
か
る
へ
し
と
お
ほ
し
弟
子
と
も
ゝ
い
ひ
て
人
に
き
か
せ
し
と
か
く
す
・
僧
都
い
て
あ
な
か
ま
た
い
と
こ
た
ち
わ
れ
む
さ
む
の
法
師
に
て
い
む
こ
と
の
中
に
や
ふ
る
か
い
は
お
ほ
か
ら
め
と
を
ん
な
の
す
ち
に
つ
け
て
ま
た
そ
し
り
と
ら
す
あ
や
ま
つ
こ
と
な
し
よ
は
ひ
六
十
に
あ
ま
り
て
い
ま
さ
ら
に
人
の
14
ウ
も
と
き
お
は
ん
は
さ
る
へ
き
に
こ
そ
あ
ら
め
と
の
た
ま
へ
は
よ
か
ら
ぬ
人
の
物
を
ひ
ん
な
く
い
ひ
な
し
侍
と
き
に
は
仏
法
の
き
す
と
な
り
侍
る
な
り
と
心
よ
か
ら
す
い
ふ
・
こ
の
す
ほ
う
の
ほ
と
に
し
る
し
み
え
す
は
と
い
み
し
き
こ
と
ゝ
も
を
ち
か
ひ
給
て
よ
ひ
と
よ
か
ち
し
給
へ
る
あ
か
つ
き
に
人
に
か
り
う
つ
し
て
な
に
や
う
の
物
の
か
く
人
を
ま
と
は
し
た
る
そ
と
あ
り
さ
ま
は
か
り
い
は
せ
ま
ほ
し
く
て
弟
子
の
あ
さ
り
と
り


に
か
ち
し
給
月
比
い
さ
ゝ
か
も
あ
ら
は
れ
さ
り
つ
る
物
の
け
て
う
せ
ら
れ
て
・
を
の
れ
は
こ
ゝ
15
オ
ま
て
ま
ふう
て
き
て
か
く
て
う
せ
ら
れ
た
て
ま
つ
る
へ
き
身
に
も
あ
ら
す
昔
は
お
こ
な
ひ
せ
し
法
師
44
の
い
さ
ゝ
か
な
る
よ
に
う
ら
み
を
と
ゝ
め
て
た
ゝ
よ
ひ
あ
り
き
し
程
に
よ
き
女
の
あ
ま
た
す
み
給
し
所
に
す
み
つ
き
て
か
た
へ
は
う
し
な
ひ
て
し
に
こ
の
人
は
心
と
世
を
う
ら
み
給
て
わ
れ
い
か
て
し
な
ん
と
い
ふ
事
を
よ
る
ひ
る
の
給
ひ
し
に
た
よ
り
を
え
て
い
と
く
ら
き
夜
ひ
と
り
物
し
給
し
を
と
り
て
し
な
り
さ
れ
と
く
は
ん
を
ん
と
さ
ま
か
う
さ
ま
に
は
く
ゝ
み
給
け
れ
は
此
僧
都
に
ま
け
15
ウ
た
て
ま
つ
り
ぬ
今
は
ま
か
り
な
ん
と
の
ゝ
し
る
か
く
い
ふ
は
な
に
そ
と
ゝ
へ
は
つ
き
た
る
人
も
の
は
か
な
き
け
に
や
は
か


し
く
も
い
は
す
さ
う
し
み
の
心
ち
は
さ
は
や
か
に
い
さ
ゝ
か
物
お
ほ
え
て
見
ま
は
し
た
れ
は
ひ
と
り
み
し
人
の
か
ほ
は
な
く
て
み
な
お
い
ほ
う
し
ゆ
か
み
お
と
ろ
へ
た
る
物
と
も
の
み
お
ほ
か
れ
は
し
ら
ぬ
く
に
ゝ
き
に
け
る
心
ち
し
て
い
と
か
な
し
あ
り
し
よ
の
こ
と
お
も
ひ
出
れ
と
す
み
け
ん
と
こ
ろ
た
れ
と
い
ひ
し
人
と
た
に
た
し
か
に
は
か


し
く
も
お
ほ
え
す
た
ゝ
我
は
か
き
り
と
て
16
オ
身
を
な
け
し
人
そ
か
し
い
つ
こ
に
き
に
た
る
に
か
と
せ
め
て
お
も
ひ
い
つ
れ
は
い
と
い
み
し
と
物
を
お
も
ひ
な
け
き
て
み
な
人
の
ね
た
り
し
に
妻
戸
を
は
な
しち
て
出
た
り
し
に
風
は
け
し
く
河
な
み
も
あ
ら
ふ
き
こ
え
し
を
を
ひ
と
り
も
の
を
そ
ろ
し
か
り
し
か
は
き
し
か
た
行
す
ゑ
も
お
ほ
え
て
す
の
こ
の
は
し
に
足
を
さ
し
お
ろ
し
な
か
ら
い
く
へ
き
か
た
も
ま
と
は
れ
て
か
へ
り
い
ら
ん
も
中
空
に
て
心
つ
よ
く
こ
の
よ
に
う
せ
な
ん
と
思
た
ち
し
を
を
こ
か
ま
し
く
て
人
に
見
つ
け
ら
れ
ん
よ
り
は
16
ウ
を
に
も
な
に
も
く
ひ
て
う
し
な
ひ
て
よ
と
い
ひ
つ
ゝ
つ
く


と
ゐ
た
り
し
を
い
と
き
よ
け
な
る
お
と
こ
の
よ
り
き
て
い
さ
給
へ
を
の
か
も
と
へ
と
い
ひ
て
い
た
く
心
ち
せ
し
を
み
や
と
き
こ
え
し
人
の
し
給
と
お
ほ
え
し
ほ
と
よ
り
心
ち
ま
と
ひ
に
45
け
る
な
め
り
し
ら
ぬ
所
に
す
へ
を
き
て
此
男
き
え
失
ぬ
と
見
し
を
つ
ゐ
に
か
く
ほ
い
の
こ
と
も
せ
す
な
り
ぬ
る
と
思
ひ
つ
ゝ
い
み
し
くう
な
く
と
思
ひ
し
ほ
と
に
そ
の
ゝ
ち
の
こ
と
は
○
た
え
て
い
か
に
も


お
ほ
え
す
・
人
の
い
ふ
を
き
け
は
お
ほ
く
の
日
来
17
オ
も
へ
に
け
り
い
か
に
う
き
さ
ま
を
し
ら
ぬ
人
に
あ
つ
か
は
れ
見
え
つ
ら
ん
と
は
つ
か
し
く
つ
ゐ
に
か
く
て
い
き
か
へ
り
ぬ
る
か
と
お
も
ふ
も
口
お
し
け
れ
は
い
み
し
く
お
ほ
え
て
な
か


し
つ
み
給
へ
り
つ
る
日
こ
ろ
は
う
つ
し
心
も
な
き
さ
ま
に
て
物
い
さ
ゝ
か
ま
い
る
お
り
も
あ
り
つ
る
を
露
は
か
り
の
ゆ
を
た
に
ま
い
ら
す
・
い
か
な
れ
は
か
く
た
の
も
し
け
な
く
の
み
は
を
は
す
る
そ
う
ち
は
へ
ぬ
る
み
な
と
し
給
へ
る
こ
と
は
さ
め
給
て
さ
は
や
か
に
見
え
給
へ
は
う
れ
し
く
お
も
ひ
き
こ
ゆ
る
を
と
な
く


た
ゆ
む
お
り
な
く
17
ウ
そ
ひ
ゐ
て
あ
つ
か
ひ
き
こ
え
給
あ
る
人


も
あ
た
ら
し
き
御
さ
ま
か
た
ち
を
み
れ
は
心
を
つ
く
し
て
そ
お
し
み
ま
も
り
け
る
・
心
に
は
猶
い
か
て
し
な
ん
と
そ
思
わ
た
り
給
へ
と
さ
は
か
り
に
て
い
き
と
ま
り
た
る
人
の
命
な
れ
は
い
と
し
う
ね
く
て
や
う


か
し
ら
も
た
け
給
へ
は
物
ま
い
り
な
と
し
給
に
そ
な
か


お
も
や
せ
も
て
い
く
い
つ
し
か
と
うう
れ
し
く
お
も
ひ
き
こ
ゆ
る
に
あ
ま
に
な
し
給
て
よ
さ
て
の
み
な
ん
い
く
や
う
も
あ
る
へ
き
と
の
た
ま
へ
は
い
と
を
し
け
な
る
御
さ
ま
を
い
か
て
か
さ
は
な
18
オ
し
た
て
ま
つ
ら
ん
と
て
た
ゝ
い
た
た
き
は
か
り
を
そ
き
五
か
い
は
か
り
を
う
け
さ
せ
た
て
ま
つ
る
心
も
と
な
け
れ
と
も
と
よ
り
を
れ


し
き
人
の
心
に
て
え
さ
か
し
く
し
ゐ
て
も
の
た
ま
は
す
僧
都
は
い
ま
は
か
は
か
り
に
て
い
た
は
り
や
め
た
て
ま
つ
り
給
へ
と
い
ひ
を
き
て
の
ほ
り
給
ぬ
・
夢
の
や
う
な
る
人
を
見
た
て
ま
つ
る
か
な
と
あ
ま
君
は
よ
ろ
こ
ひ
て
せ
め
て
お
こ
し
す
へ
つ
ゝ
御
46
く
し
て
つ
か
う
け
つ
り
給
さ
は
か
り
あ
さ
ま
し
く
ひ
き
ゆ
ひ
て
う
ち
や
り
た
り
つ
れ
と
い
た
く
も
み
た
18
ウ
れ
す
と
き
は
て
た
れ
は
つ
や


と
け
ふう
ら
な
り
ひ
と
ゝ
せ
た
ら
ぬ
つ
く
も
か
み
お
ほ
か
る
所
に
て
め
も
あ
や
に
い
み
し
き
天
人
の
あ
ま
く
た
れ
る
を
み
た
ら
む
や
う
に
お
も
ふ
も
あ
や
う
き
心
ち
す
れ
と
な
と
か
い
と
心
う
く
か
は
か
り
い
み
し
く
お
も
ひ
き
こ
ゆ
る
に
御
心
を
た
て
ゝ
は
見
え
給
い
つ
こ
に
た
れ
と
き
こ
え
し
人
の
さ
る
所
○に
は
い
か
て
お
は
せ
し
そ
と
せ
め
て
と
ふ
を
い
と
は
つ
か
し
と
お
も
ひ
て
あ
や
し
か
り
し
程
に
み
な
わ
す
れ
た
る
に
や
あ
ら
む
あ
り
け
ん
さ
ま
な
と
も
さ
ら
に
お
ほ
え
侍
ら
す
19
オ
た
ゝ
ほ
の
か
に
お
も
ひ
出
る
事
と
て
は
た
ゝ
い
か
て
此
世
に
あ
ら
し
と
お
も
ひ
つ
ゝ
夕
く
れ
こ
と
に
は
し
ち
か
く
て
な
か
め
し
ほ
と
に
ま
へ
ち
か
く
お
ほ
き
な
る
木
の
あ
り
し
し
た
よ
り
人
の
出
き
て
ゐ
て
い
く
心
ち
な
ん
せ
し
そ
れ
よ
り
ほ
か
の
こ
と
は
我
な
か
ら
誰
と
も
○え
お
も
ひ
い
て
ら
れ
侍
ら
す
と
い
と
ら
う
た
け
に
い
ひ
な
し
て
世
中
に
猶
あ
り
け
り
と
い
か
て
人
に
し
ら
れ
し
き
ゝ
つ
く
る
人
も
あ
ら
は
い
と
い
み
し
く
こ
そ
と
て
な
い
給
あ
ま
り
と
ふ
を
は
く
る
し
と
お
ほ
し
た
れ
は
え
と
は
す
19
ウ
か
く
や
ひ
め
を
見
つ
け
た
り
け
ん
た
け
と
り
の
お
き
な
よ
り
も
め
つ
ら
し
き
心
ち
す
る
に
い
か
な
る
物
の
ひ
ま
に
き
え
う
せ
ん
と
す
ら
む
と
し
つ
こ
ゝ
ろ
な
く
そ
お
ほ
し
け
る
・
此
あ
る
し
も
あ
て
な
る
人
な
り
け
り
む
す
め
の
あ
ま
君
は
か
ん
た
ち
め
の
き
た
の
か
た
に
て
あ
り
け
る
か
そ
の
人
な
く
な
り
給
て
後
む
す
め
た
ゝ
ひ
と
り
を
い
み
し
く
か
し
つ
き
て
よ
き
き
ん
た
ち
を
む
こ
に
し
て
お
も
ひ
あ
つ
か
ひ
け
る
を
そ
の
む
す
め
の
な
く
な
り
に
け
れ
は
心
う
し
い
み
し
と
お
も
ひ
入
て
か
20
オ
47
た
ち
を
も
か
へ
か
ゝ
る
山
里
に
は
住
は
し
め
た
る
な
り
け
り
夜よ
と
ゝ
も
に
恋
わ
た
りる
人
の
形
見
に
○も
お
も
ひ
よ
そ
へ
つ
へ
か
ら
ん
人
を
た
に
見
出
て
し
○か
な
○とイ
つ
れ


も
心
ほ
そ
き
ま
ゝ
に
思
な
け
き
け
る
を
か
く
お
ほ
え
ぬ
人
の
か
た
ち
け
は
ひ
も
ま
さ
り
さ
ま
な
る
を
え
た
れ
は
う
つ
ゝ
の
こ
と
ゝ
も
お
ほ
え
す
あ
や
し
き
心
ち
し
な
か
ら
う
れ
し
と
お
も
ふ
・
ね
ひ
に
た
れ
と
い
と
き
よ
け
に
よ
し
あ
り
て
あ
り
さ
ま
も
あ
て
は
か
な
り
む
か
し
の
山
さ
と
よ
り
は
水
の
を
と
も
な
こ
や
か
な
り
つ
く
り
さ
20
ウ
ま
ゆ
へ
あ
る
所
の
こ
た
ち
お
も
し
ろ
く
せ
ん
さ
い
な
と
も
お
か
し
く
ゆ
へ
を
つ
く
し
た
り
・
秋
に
な
り
ゆ
け
は
空
の
け
は
ひ
あ
は
れ
な
る
を
か
と
田
の
い
ね
か
る
と
て
所
に
つ
け
た
る
物
ま
ね
ひ
し
つ
ゝ
わ
か
き
女
と
も
は
う
た
う
た
ひ
け
う
し
あ
へ
り
ひ
た
ひ
き
な
ら
す
を
と
も
お
か
し
く
見
し
あ
つ
ま
ち
の
事
○な
と
も
お
も
ひ
い
て
ら
れ
て
か
の
夕
き
り
の
み
や
す
と
こ
ろ
の
お
は
せ
し
山
さ
と
よ
り
は
今
す
こ
し
い
り
て
山
に
か
た
か
け
た
る
家
な
れ
は
松
か
け
し
け
く
風
の
を
と
も
い
と
心
ほ
そ
き
に
つ
れ
21
オ
つ
れ
に
を
こ
な
ひ
を
の
み
し
つ
ゝ
い
つ
と
も
な
く
し
め
や
か
な
り
・
あ
ま
君
そ
月
な
と
あ
か
き
夜
は
き
む
な
と
ひ
き
給
ふ
少
将
の
あ
ま
君
な
と
い
ふ
人
は
ひ
わ
引
な
と
し
つ
ゝ
あ
そ
ふ
か
ゝ
る
わ
さ
は
し
給
や
つ
れ


な
る
に
な
と
い
ふ
む
か
し
も
あ
や
し
か
り
け
る
身
に
て
心
の
と
か
に
さ
や
う
の
こ
と
す
へ
き
ほ
と
も
な
か
り
し
か
は
い
さ
ゝ
か
お
か
し
き
さ
ま
な
ら
す
も
お
ひ
い
て
に
け
る
哉
と
か
く
さ
た
す
き
け
る
人
の
心
○を
や
る
め
る
お
り


に
つ
け
て
は
お
も
ひ
い
つ
・
な
を
あ
さ
ま
し
く
物
は
か
な
か
り
21
ウ
け
る
と
我
な
か
ら
く
ち
お
し
け
れ
は
手
な
ら
ひ
に
身
を
な
け
し
な
み
た
の
河
の
は
や
き
せ
を
し
か
ら
み
か
け
て
た
れ
か
と
ゝ
め
し
お
も
ひ
の
外
に
心
う
48
け
れ
は
行
す
ゑ
も
う
し
ろ
め
た
く
う
と
ま
し
き
ま
て
お
も
ひ
や
ら
る
月
の
あ
か
き
よ
な


お
ひ
人
と
も
は
え
ん
に
歌
よ
み
い
に
し
へ
お
も
ひ
出
つ
ゝ
さ
ま


の
物
か
た
り
な
と
す
る
に
い
ら
ふ
へ
き
か
た
も
な
け
れ
は
つ
く


と
う
ち
な
か
め
て
わ
れ
か
く
て
う
き
世
中
に
め
つく
る
と
も
た
れ
か
は
し
ら
ん
月
の
都
に
い
ま
は
か
き
り
と
思
は
て
し
ほ
と
は
恋
し
き
22
オ
人
お
ほ
か
り
し
か
と
こ
と
人


は
さ
し
も
お
も
ひ
出
ら
れ
す
た
ゝ
お
や
い
か
に
ま
と
ひ
給
け
ん
め
の
と
よ
ろ
つ
に
い
か
て
ひ
と
な
み


に
な
さ
ん
と
お
も
ひ
い
ら
れ
し
を
い
か
に
あ
へ
な
き
心
ち
し
け
ん
い
つ
こ
に
あ
ら
ん
わ
れ
よ
に
あ
る
も
の
と
は
い
か
て
か
し
ら
ん
お
な
し
心
な
る
人
も
な
か
り
し
ま
ゝ
に
よ
ろ
つ
へ
た
つ
る
こ
と
な
く
か
た
ら
ひ
み
な
れ
た
り
し
右
近
な
と
も
お
り


は
お
も
ひ
出
ら
る
・
わ
か
き
人
の
か
ゝ
る
山
里
に
い
ま
は
と
お
も
ひ
た
えへ
こ
も
る
は
か
た
き
わ
さ
な
り
け
れ
は
た
ゝ
い
た
く
と
し
へ
に
け
る
22
ウ
あ
ま
七
八
人
そ
つ
ね
の
人
に
て
あ
り
け
る
そ
れ
しら
か
む
す
め
む
ま
こ
や
う
の
も
の
と
も
き
や
う
に
み
や
つ
か
へ
す
る
も
こ
と
さ
ま
に
て
あ
る
も
時
々
そ
○き
か
よ
ひ
け
る
か
や
う
の
人
に
つ
け
て
見
し
わ
た
り
に
ゆ
き
か
よ
ひ
を
の
つ
か
ら
よ
に
有
け
り
と
た
れ
に
も


き
か
れ
た
て
ま
つ
ら
ん
こ
と
い
み
し
く
は
つ
か
し
か
る
へ
し
い
か
な
る
さ
ま
に
て
さ
す
ら
へ
け
ん
な
にと
お
も
ひ
や
り
よ
つ
か
す
あ
や
し
か
る
へ
き
を
お
も
へ
は
か
ゝ
る
人


に
か
け
て
も
み
え
す
た
ゝ
侍
従
こ
も
き
と
て
あ
ま
君
の
わ
か
人
に
し
た
る
ふ
た
り
を
23
オ
の
み
そ
こ
の
御
か
た
に
い
ひ
わ
き
け
る
見
め
も
心
さ
ま
も
む
か
し
み
し
宮
こ
と
り
に
ゝ
た
る
こ
と
な
し
何
事
に
つ
け
て
も
世
中
に
あ
ら
ぬ
所
は
こ
れ
に
○や
やあ
ら
ん
と
そ
か
つ
は
思
ひ
な
さ
れ
け
る
・
か
く
の
み
人
に
し
ら
れ
し
と
忍
ひ
給
へ
は
ま
こ
と
に
わ
つ
ら
は
し
か
る
へ
き
ゆ
へ
あ
る
人
に
も
物
し
給
ら
ん
と
て
く
49
は
し
き
こ
と
あ
る
人


に
も
し
ら
せ
す
・
あ
ま
君
の
む
か
し
の
む
こ
の
君
今
は
中
将
に
て
物
し
給
け
る
を
と
う
と
の
せ
ん
し
の
君
僧
都
の
御
も
と
に
も
の
し
た
ま
ひ
け
る
山
こ
も
り
し
た
る
を
と
ふ
ら
ひ
に
23
ウ
は
ら
か
ら
の
き
み
た
ち
つ
ね
に
の
ほ
り
け
り
よ
川
に
か
よ
ふ
み
ち
の
た
よ
り
に
よ
せ
て
中
将
こ
ゝ
に
お
は
し
た
り
さ
き
う
ち
を
ひ
て
あ
て
や
か
な
る
男
の
い
り
く
る
を
見
い
た
し
て
忍
ひ
や
か
に
て
お
は
せ
し
人
の
御
さ
ま
け
は
ひ
そ
さ
や
か
に
お
も
ひ
出
ら
る
ゝ
こ
れ
も
い
と
心
ほ
そ
き
す
ま
ゐ
の
つ
れ


な
れ
と
す
み
つ
き
た
る
人
々
は
物
き
よ
け
に
お
か
し
く
し
な
し
て
か
き
ほ
に
う
へ
た
る
な
て
し
こ
も
お
も
し
ろ
く
を
み
な
へ
し
き
ゝ
や
う
な
と
咲
は
し
め
た
る
に
色


の
か
り
き
ぬ
す
か
た
の
お
と
こ
24
オ
と
も
の
わ
か
き
あ
ま
た
し
て
君
も
お
な
し
さ
う
そ
く
に
て
み
な
み
お
も
て
に
よ
ひ
す
へ
た
れ
は
○
う
ち
な
か
め
て
ゐ
た
り
○イ無
年
廿
七
八
の
ほ
と
に
て
ね
ひ
と
ゝ
の
へ
こ
ゝ
ち
な
か
ら
ぬ
さ
ま
も
て
つ
け
た
り
あ
ま
君
さ
う
し
く
ち
に
き
ち
や
う
た
て
ゝ
た
い
め
ん
し
給
ま
つ
う
ち
な
き
て
と
し
比
の
つ
も
り
に
は
過
に
し
か
た
い
と
ゝ
け
と
を
く
の
み
な
ん
侍
を
山
さ
と
の
ひ
か
り
に
猶
ま
ち
き
こ
え
さ
す
る
こ
と
の
う
ち
わ
す
れ
す
や
み
侍
ら
ぬ
を
か
つ
は
あ
や
し
く
お
も
ひ
給
ふ
る
と
の
給
へ
は
・
心
の
う
ち
あ
は
れ
24
ウ
に
過
に
し
か
た
の
こ
と
ゝ
も
お
も
ふ
給
へ
ら
れ
ぬ
お
り
な
き
を
あ
な
か
ち
に
す
み
は
な
れ
か
ほ
な
る
御
あ
り
さ
ま
に
○を
こ
た
り
つ
ゝ
な
む
山
こ
も
り
も
う
ら
や
ま
し
く
つ
ね
に
出
た
ち
侍
を
お
な
し
く
は
な
と
し
た
ひ
ま
と
は
さ
る
ゝ
人


に
さ
ま
た
け
ら
る
ゝ
や
う
に
侍
て
な
ん
け
ふ
は
み
な
は
ふ
き
す
て
ゝ
物
し
侍
つ
る
と
の
給
・
山
こ
も
り
の
御
う
ら
や
み
は
中


い
ま
や
う
た
ち
た
る
御
物
ま
ね
ひ
に
な
ん
む
か
し
を
お
ほ
し
わ
す
れ
ぬ
御
心
は
へ
も
世
に
な
ひ
50
か
せ
給
は
さ
り
け
る
と
お
ろ
か
な
ら
す
思ふ
給
へ
ら
25
オ
る
ゝ
お
り
お
ほ
く
な
と
い
ふ
・
人


に
水
は
ん
な
と
や
う
の
物
く
は
せ
君
に
も
はは
す
の
み
な
と
や
う
の
物
出
し
た
れ
は
な
れ
に
し
あ
た
り
に
て
さ
や
う
の
こ
と
も
つ
ゝ
み
な
き
心
ち
し
て
村
雨
の
ふ
り
い
つ
る
に
と
ゝ
め
ら
れ
て
物
か
た
り
し
め
や
か
に
し
給
い
ふ
か
ひ
な
く
な
り
に
し
人
よ
り
も
こ
の
君
の
御
心
○はへ
な
と
の
い
と
お
も
ふ
や
う
な
り
し
を
よ
そ
の
物
に
お
も
ひ
な
し
た
る
な
ん
い
と
か
な
し
き
な
と
わ
す
れ
か
た
み
を
た
に
と
ゝ
め
給
は
す
な
り
に
け
む
と
こ
ひ
忍
ふ
る
心
な
り
け
れ
は
た
ま
さ
か
に
か
25
ウ
く
物
し
た
ま
へ
る
に
つ
け
て
も
め
つ
ら
し
く
あ
は
れ
に
お
ほ
ゆ
へ
か
め
る
ま
ゝ
に
と
は
す
か
た
り
も
し
い
て
つ
へ
し
・
ひ
め
君
は
わ
れ
は
我
と
お
も
ひ
出
る
か
た
お
ほ
く
て
な
か
め
出
し
給
へ
る
さ
ま
い
と
う
つ
く
し
白
き
ひ
と
へ
の
い
と
な
さ
け
な
く
あ
さ
や
き
た
る
に
は
か
ま
も
ひ
は
た
色
に
な
ら
ひ
た
る
に
や
ひ
か
り
も
見
え
す
く
ろ
き
を
き
せ
て
た
て
ま
つ
り
た
れ
は
か
ゝ
る
こ
と
ゝ
も
ゝ
み
し
に
は
か
は
り
て
あ
や
し
く
も
あ
る
か
な
と
お
も
ひ
つ
ゝ
こ
は


し
く
い
ら
ゝ
き
た
る
物
と
も
き
給
へ
る
26
オ
し
も
い
と
を
か
し
き
す
か
た
な
り
お御
ま
へ
な
る
人


こ
ひ
め
君
の
お
は
し
ま
い
た
る
心
ち
の
み
し
は侍
へ
る
に
中
将
と
の
を
さ
へ
み
た
て
ま
つ
れ
は
い
と
哀
に
こ
そ
お
な
し
く
は
昔
の
さ
ま
に
て
お
は
し
ま
さ
せ
は
や
い
と
よ
き
御
あ
は
ひ
な
ら
ん
か
し
と
い
ひ
あ
へ
る
を
あ
な
い
み
し
や
よ
に
あ
り
て
い
か
に
も


人
に
見
え
ん
こ
そ
そ
れ
に
つ
け
て
そ
む
か
し
の
こ
と
お
も
ひ
出
ら
る
へ
き
さ
や
う
の
す
ち
は
お
も
ひ
た
え
て
わ
す
れ
な
ん
と
思
ふ
・
あ
ま
君
入
給
つへ
る
ま
に
ま
ら
ふう
と
あ
め
の
け
し
き
を
見
わ
つ
26
ウ
ら
ひ
て
少
将
と
い
ひ
し
人
の
声
を
き
ゝ
し
り
51
て
よ
ひ
よ
せ
給
へ
り
昔
み
し
人


は
み
な
こ
ゝ
に
物
せ
ら
る
ら
む
や
と
お
も
ひ
な
か
ら
も
か
う
ま
い
り
く
る
事
も
か
た
く
な
り
に
た
る
を
心
あ
さ
き
に
や
た
れ
も


み
な
し
給
ら
ん
な
と
の
た
ま
ふ
つ
か
へ
ま
つ
り
な
れ
に
し
人
に
て
あ
は
れ
な
り
し
む
か
し
の
こ
と
ゝ
も
も
お
も
ひ
出
た
る
つ
ゐ
て
に
か
の
ら
う
の
つ
ま
い
り
つ
る
ほ
と
風
の
さ
は
か
し
か
り
つ
る
ま
さき
れ
に
す
た
れ
の
ひ
ま
よ
り
な
へ
て
の
さ
ま
に
は
あ
る
ま
し
か
り
つ
る
人
の
う
ち
た
27
オ
れ
か
み
の
見
え
つ
る
は
世
を
そ
む
き
給
へ
る
あ
た
り
に
た
れ
そ
と
な
む
み
お
と
ろ
か
れ
つ
る
と
の
給
・
ひ
め
君
の
た
ち
出
給
へ
り
つ
る
う
し
ろ
て
を
み
た
ま
へ
り
け
る
な
め
り
と
お
も
ひ
て
ま
し
て
こ
ま
か
に
見
せ
た
ら
は
心
と
ま
り
給
な
ん
か
し
昔
人
は
い
と
こ
よ
な
く
を
と
り
給
へ
り
し
を
た
に
ま
た
わ
す
れ
か
た
く
し
給
め
る
を
と
心
ひ
と
つ
に
思
て
・
す
き
に
し
御
こ
と
を
わ
す
れ
か
た
く
な
く
さ
め
か
ね
給
め
り
し
ほ
と
に
お
ほ
え
ぬ
人
を
え
た
て
ま
つ
り
給
て
あ
け
暮
の
み
も
の
に
お
も
27
ウ
ひ
き
こ
え
給
め
る
を
う
ち
と
け
た
ま
へ
る
御
あ
り
さ
ま
を
い
か
て
か
御
ら
ん
し
つ
ら
ん
と
い
ふ
・
けかゝ
る
こ
と
こ
そ
は
あ
り
け
れ
と
を
か
し
く
て
な
に
人
な
ら
ん
け
に
い
と
お
か
し
か
り
つ
と
ほ
の
か
な
り
つ
る
を
中


思
い
つ
こ
ま
か
に
と
へ
と
そ
の
ま
ゝ
に
も
い
は
す
を
の
つ
か
ら
き
こ
し
め
し
て
ん
と
の
み
い
へ
は
う
ち
つ
け
に
と
ひ
た
つ
ね
ん
も
さ
ま
あ
し
き
心
ち
し
て
雨
も
や
み
ぬ
日
も
く
れ
ぬ
へ
し
と
い
ふ
に
そ
ゝ
の
か
さ
れ
て
出
給
ま
へ
ち
か
き
を
み
な
へ
し
を
折
て
な
に
匂
ふ
ら
ん
と
く
ち
す
さ
み
て
ひ
と
り
こ
ち
た
て
り
・
28
オ
人
の
物
い
ひ
を
さ
す
か
に
お
ほ
し
と
か
む
る
こ
そ
な
と
こ
た
い
の
人
と
も
は
物
め
て
を
し
あ
へ
り
い
と
き
よ
け
に
あ
ら
ま
ほ
し
く
も
ね
ひ
ま
さ
り
給
に
け
る
か
な
お
な
し
く
は
昔
の
や
う
に
て
も
見
た
て
ま
つ
52
ら
は
や
と
て
頭
中
納
言
の
御
あ
た
り
に
は
た
え
す
か
よ
ひ
給
や
かう
な
れ
と
心
も
と
ゝ
め
給
は
す
お
や
の
と
の
か
ち
に
な
ん
も
の
し
給
と
こ
そ
い
ふ
な
れ
と
あ
ま
君
も
の
給
て
・
心
う
く
物
を
の
み
お
ほ
し
へ
た
て
た
る
な
む
い
と
つ
ら
き
い
ま
は
な
を
さ
る
へ
き
な
め
り
と
お
ほ
し
な
し
て
は
れ


し
28
ウ
く
も
て
な
し
た
ま
へ
こ
の
い
つ
と
せ
む
と
せ
と
き
の
ま
も
わ
す
れ
す
恋
し
く
か
な
し
と
お
も
ひ
つ
る
人
の
う
へ
も
か
く
み
た
て
ま
つ
り
て
後
よ
り
は
こ
よ
な
く
お
も
ひ
わ
す
れ
に
て
侍
る
思
き
こ
え
給
へ
き
人


よ
に
お
は
す
と
も
今
は
世
に
な
き
物
に
こ
そ
や
う


お
ほ
し
な
り
ぬ
ら
め
よ
ろ
つ
の
こ
と
さ
し
あ
た
り
た
る
や
う
に
は
え
し
も
あ
ら
ぬ
わ
さ
に
な
ん
と
い
ふ
に
つ
け
て
も
い
と
ゝ
涙
く
み
て
・
へ
た
て
き
こ
ゆ
る
心
も
は侍
へ
ら
ね
と
あ
や
し
く
て
い
き
か
へ
り
け
る
ほ
と
に
よ
ろ
つ
こ
と
ゆ
め
の
や
う
に
29
オ
た
と
ら
れ
て
あ
ら
ぬ
世
に
む
ま
れ
た
る
人
は
か
ゝ
る
心
ち
や
す
ら
ん
と
お
ほ
え
侍
れ
は
今
は
し
る
へ
き
人
世
に
あ
ら
ん
と
も
お
も
ひ
出
す
ひ
た
み
ち
に
こ
そ
む
つ
ま
し
く
お
も
ひ
き
こ
ゆ
れ
と
の
給
さ
ま
も
け
に
何
心
な
く
う
つ
く
し
く
う
ち
ゑ
み
て
そ
ま
も
り
ゐ
た
ま
へ
る
・
中
将
は
山
に
お
は
し
つ
き
て
僧
都
も
め
つ
ら
し
か
り
て
世
中
の
物
か
た
り
し
給
そ
の
夜
は
と
ま
り
て
こ
ゑ
た
う
と
き
人


に
経
な
と
よ
ま
せ
て
よ
ひ
と
夜
あ
そ
ひ
給
せ
ん
し
の
君
こ
ま
か
な
る
物
か
た
り
な
と
す
る
つ
い
て
に
おを
の
に
立
29
ウ
よ
り
て
も
の
あ
は
れ
に
も
あ
り
し
か
な
よ
を
す
て
た
れ
と
猶
さ
は
か
り
の
心
は
せ
あ
る
人
は
か
た
く
こ
そ
な
と
の
給
つ
ゐ
て
に
風
の
ふ
き
あ
け
た
り
つ
る
ひ
ま
よ
り
か
み
い
と
な
か
く
お
か
し
け
な
る
人
こ
そ
み
え
つ
れ
あ
ら
は
な
り
と
や
思
つ
ら
ん
立
て
あ
な
た
に
入
つ
る
う
し
ろ
て
な
へ
て
の
人
と
は
見
え
さ
り
つ
さ
や
う
の
所
に
よ
き
女
は
を
き
た
53
る
ま
し
き
物
に
こ
そ
あ
め
れ
あ
け
く
れ
み
る
物
は
法
師
な
り
を
の
つ
か
ら
め
な
れ
て
お
ほ
ゆ
ら
ん
ふ
ひ
ん
な
る
こ
と
な
り
か
し
と
の
給
・
せ
ん
し
の
30
オ
君
此
春
は
つ
せ
に
ま
う
て
ゝ
あ
や
し
く
て
見
出
た
る
人
と
な
ん
き
ゝ
侍
し
と
て
み
ぬ
こ
と
な
れ
は
こ
ま
か
に
は
い
は
す
あ
は
れ
な
り
け
る
こ
と
哉
い
か
な
る
人
に
か
あ
ら
ん
世
中
を
う
し
と
て
そ
さ
る
所
に
は
か
く
れ
ゐ
け
ん
か
し
昔
物
か
た
り
の
心
ち
も
す
る
か
な
と
の
給
ま
た
の
日
か
へ
り
た
ま
ふ
に
も
す
き
か
た
く
な
ん
と
て
お
は
し
た
り
さ
る
へ
き
心
つ
か
ひ
し
た
り
け
れ
は
む
か
し
お
も
ひ
出
た
る
御
ま
か
な
ひ
の
少
将
の
あ
ま
な
と
も
そ
て
く
ち
さ
ま
こ
と
な
れ
と
を
か
し
い
と
ゝ
い
や
30
ウ
め
に
あ
ま
君
は
物
し
給
も
の
か
た
り
の
つ
ゐ
て
に
忍
た
る
さ
ま
に
も
の
し
た
ま
ふ
ら
ん
は
た
れ
に
か
と
と
ひ
給
わ
つ
ら
は
し
け
れ
と
ほ
の
か
に
も
見
つ
け
給
て
け
る
を
か
く
し
か
ほ
な
ら
ん
も
あ
や
し
と
て
忘
わ
ひ
侍
り
て
い
と
ゝ
つ
み
ふ
か
く
の
み
お
ほ
え
侍
つ
る
な
く
さ
め
に
こ
の
月
こ
ろ
見
給
ふ
る
人
に
な
ん
い
か
な
る
に
か
い
と
物
お
も
ひ
し
け
き
さ
ま
に
て
世
に
あ
り
と
人
に
し
ら
れ
ん
事
を
く
る
し
け
に
お
も
ひ
て
も
の
せ
ら
る
れ
は
か
ゝ
る
谷
の
底
に
は
た
れ
か
は
尋
ね
き
こ
え
ん
と
お
も
ひ
つ
ゝ
侍
を
い
か
て
31
オ
か
は
き
ゝ
あ
ら
は
さ
せ
給
つへ
ら
ん
と
い
○ら
ふ
・
う
ち
つ
け
心
あ
り
て
ま
い
り
こ
ん
とに
た
に
山
ふ
か
き
道
の
か
こ
と
は
き
こ
え
つ
へ
し
ま
し
て
お
ほ
し
よ
そ
ふ
ら
ん
か
た
に
つ
け
て
は
こ
と


に
へ
た
て
給
ま
し
き
こ
と
に
こ
そ
は
い
か
な
る
す
ち
に
世
を
う
ら
み
給
人
に
か
な
く
さ
め
き
こ
え
は
や
な
と
ゆ
か
し
け
に
の
給
出
た
ま
ふ
と
て
た
ゝ
う
か
み
に
あ
た
し
野
の
風
に
な
ひ
く
な
を
み
な
へ
し
わ
れ
し
め
ゆ
は
ん
み
ち
と
を
く
と
も
と
か
き
て
少
将
の
あ
ま
し
て
い
れ
た
り
あ
ま
君
も
見
給
て
こ
の
御
か
へ
り
54
31
ウ
か
ゝ
せ
給
へ
い
と
心
に
く
き
け
つ
き
給
へ
る
人
な
れ
は
う
し
ろ
め
た
く
も
あ
ら
し
と
そ
らそ
の
か
せ
は
い
と
あ
や
し
き
手
を
は
い
か
て
か
と
て
さ
ら
に
き
ゝ
給
は
ね
は
は
し
た
な
き
こ
と
な
り
と
て
あ
ま
君
き
こ
え
さ
せ
つ
る
や
う
に
よ
つ
か
す
人
に
ゝ
ぬ
人
に
て
な
ん
う
つ
し
う
へ
て
お
も
ひ
み
た
れ
ぬ
を
み
な
へ
し
う
き
世
を
そ
む
く
草
の
い
ほ
り
に
と
あ
り
ここ
た
み
は
さ
も
あ
り
ぬ
へ
し
と
お
も
ひ
ゆ
る
し
て
か
へ
り
ぬ
ふ
み
な
と
わ
さ
と
や
ら
ん
は
さ
す
か
に
う
ゐ


し
く
ほ
の
か
に
み
し
さ
ま
は
わ
す
れ
す
物
思
ら
ん
す
ち
何
32
オ
事
と
し
ら
ね
と
哀
な
れ
は
八
月
十
よ
日
の
ほ
と
に
こ
た
か
ゝ
り
の
つ
ゐ
て
に
お
は
し
た
り
れ
い
の
あ
ま
よ
ひ
い
出
て
ひ
と
め
見
し
よ
り
し
つ
心
な
く
て
な
○ん
と
の
給
へ
り
い
ら
へ
給
へ
く
も
あ
ら
ね
は
あ
ま
君
ま
つ
ち
の
山
と
な
ん
み
給
ふ
なる
と
い
ひ
出
し
給
・
た
い
め
ん
し
給
へ
る
に
も
心
く
る
し
き
さ
ま
に
て
物
し
た
ま
ふ
と
き
ゝ
侍
し
人
の
御
う
へ
な
ん
の
こ
り
ゆ
か
し
く
侍
何
事
も
心
に
か
な
は
ぬ
心
ち
の
み
し
侍
れ
は
山
す
み
も
し
侍
ら
ま
ほ
し
き
心
あ
り
な
か
ら
ゆ
る
い
給
ま
し
き
人


に
お
も
ひ
さ
は
り
て
な
ん
す
く
し
32
ウ
侍
よ
に
心
ち
よ
け
な
る
ひ
と
の
う
へ
は
か
く
く
し
た
る
人
の
心
か
ら
に
や
ふ
さ
は
し
か
ら
す
な
ん
物
お
も
ひ
給
ら
ん
人
に
お
も
ふ
こ
と
を
き
こ
え
は
や
な
と
い
と
心
と
ゝ
め
た
る
さ
ま
に
か
た
ら
ひ
給
・
心
ち
よ
け
な
ら
ぬ
御
ね
か
ひ
は
き
こ
え
か
は
し
給
は
ん
に
つ
き
な
か
ら
ぬ
さ
ま
に
な
ん
○見え
侍
れ
と
れ
い
の
人
に
て
あ
ら
し
と
い
と
う
た
ゝ
あ
る
ま
て
世
を
う
ら
み
侍
め
れ
は
の
こ
り
す
く
な
き
よ
は
ひ
の
人
た
に
い
ま
は
と
そ
む
き
侍
と
き
は
い
と
物
心
ほ
そ
く
お
ほ
え
侍
し
物
を
よ
を
こ
め
た
る
さ
か
り
に
て
は
つ
ゐ
に
い
か
ゝ
と
33
オ
な
む
見
給
へ
侍
と
お
や
か
り
て
い
ふ
・
い
り
て
も
な
さ
け
な
し
猶
い
さ
ゝ
か
に
て
も
き
こ
え
給
へ
か
ゝ
る
御
55
す
ま
ゐ
は
す
ゝ
ろ
な
る
こ
と
も
あ
は
れ
し
る
こ
そ
よ
の
つ
ね
の
こ
と
な
れ
な
と
こ
し
ら
へ
て
○も
い
へ
と
人
に
も
の
き
こ
ゆ
ら
ん
か
た
も
し
ら
す
何
事
も
い
ふ
か
ひ
な
く
の
み
こ
そ
と
い
と
つ
れ
な
く
て
ふ
し
給
へ
り
・
ま
ららう
ふ
と
は
い
つ
ら
あ
な
心
う
秋
を
ち
き
れ
る
は
す
か
し
給
に
こ
そ
あ
り
け
れ
な
と
う
ら
み
つ
ゝ
松
む
し
の
こ
ゑ
を
た
つ
ね
て
き
つ
れ
と
も
ま
た
お
き
は
ら
の
露
に
ま
と
ひ
ぬ
あ
な
い
と
を
し
こ
れ
33
ウ
を
た
に
と
せ
む
れ
は
さ
や
う
に
よ
つ
い
た
ら
ん
こ
と
い
ひ
い
て
ん
も
い
と
心
う
く
ま
た
い
ひ
そ
め
て
は
か
や
う
の
お
り


に
せ
め
ら
れ
ん
も
む
つ
か
し
う
お
ほ
ゆ
れ
は
い
ら
へ
を
た
に
し
給
は
ね
は
あ
ま
り
い
ふ
か
ひ
な
く
お
も
ひ
あ
へ
り
・
あ
ま
君
は
や
う
は
い
ま
め
き
た
る
人
に
そ
け
(
マ
マ)
る
名
こ
り
な
る
へ
し
秋
の
野
の
露
わ
け
き
た
る
か
り
衣
む
く
ら
し
け
れ
る
や
と
に
か
こ
つ
な
と
な
ん
わ
つ
ら
は
し
か
り
き
こ
え
給
め
る
と
い
ふ
を
う
ち
に
も
猶
か
く
心
よ
り
ほ
か
に
よ
に
あ
り
と
し
ら
れ
は
し
む
る
34
オ
を
い
と
く
る
し
と
お
ほ
す
心
の
う
ち
を
は
し
ら
て
お
と
こ
君
を
も
あ
か
す
お
も
ひ
い
て
つ
ゝ
恋
わ
た
る
人


な
れ
は
か
く
は
か
な
き
つ
ゐ
て
に
も
う
ち
か
た
ら
ひ
き
こ
え
給
へ
ら
ん
に
心
よ
り
ほ
か
に
よ
に
う
し
ろ
め
た
く
は
見
え
給
は
ぬ
物
を
よ
の
つ
ね
な
る
す
ち
に
お
ほ
し
か
け
す
と
も
な
さ
け
な
か
ら
ぬ
ほ
と
に
御
い
ら
へ
は
か
り
は
き
こ
え
給
へ
か
し
な
と
ひ
き
う
こ
か
し
つ
へ
く
い
ふ
さ
す
か
に
か
ゝ
る
こ
た
い
の
心
と
も
に
は
あ
り
つ
か
す
い
ま
め
き
つ
ゝ
うこ
し
お
れ
う
た
こ
の
ま
し
け
に
わ
か
や
く
け
し
き
と
も
は
い
と
う
し
ろ
め
34
ウ
た
く
お
ほ
ゆ
・
か
き
り
な
く
う
き
身
な
り
け
り
と
み
は
て
ゝ
し
い
の
ち
さ
へ
あ
さ
ま
し
く
な
か
く
て
い
か
な
る
さ
ま
に
さ
す
ら
ふ
へ
き
な
ら
ん
ひ
た
ふ
る
に
な
き
物
と
人
に
み
き
ゝ
す
て
ら
れ
て
も
や
み
な
は
や
と
お
も
ひ
ふ
し
給
へ
る
に
中
将
は
お
ほ
か
た
物
お
も
56
は
し
き
こ
と
の
あ
る
に
や
い
と
い
た
く
打
な
け
き
つ
ゝ
忍
ひ
や
か
に
笛
ふ
き
な
ら
し
て
し
か
の
な
く
音
に
な
と
ひ
と
り
こ
つ
け
は
ひ
ま
こ
と
に
心
ち
な
く
は
あ
る
ま
し
過
に
し
か
た
の
思
出
ら
る
ゝ
に
も
な
か


心
つ
く
し
に
い
ま
は
し
め
て
あ
は
れ
と
お
ほ
す
へ
35
オ
き
ひ
と
は
た
か
た
け
な
れ
は
見
え
ぬ
山
ち
に
も
え
お
も
ひ
な
す
ま
し
く
な
ん
と
う
ら
め
し
け
に
て
出
給
な
ん
と
す
る
に
あ
ま
君
な
と
あ
た
ら
よ
を
御
ら
ん
し
さ
し
つ
る
と
て
ゐ
さ
り
出
給
へ
り
な
に
か
を
ち
な
る
さ
と
も
心
み
は侍
へ
り
ぬ
れ
は
と
い
ひ
す
さ
み
て
い
た
く
す
き
か
ま
し
か
ら
ん
も
さ
す
か
に
ひ
ん
な
し
い
と
ほ
の
か
に
見
え
し
さ
ま
の
め
と
ま
り
し
は
か
り
つ
れ


な
る
心
な
く
さ
め
に
お
も
ひ
出
つ
る
を
あ
ま
り
も
て
は
な
れ
お
く
ふ
かか
な
る
け
は
ひ
も
所
の
さ
ま
に
あ
は
す
す
さ
ま
し
と
お
も
へ
は
か
へ
り
35
ウ
な
ん
と
す
る
を
・
笛
の
ね
さ
へ
あ
か
す
い
と
○と
お
ほ
え
て
ふ
か
き
夜
の
月
を
あ
は
れ
と
み
ぬ
人
や
山
の
は
ち
か
き
や
と
に
と
ま
ら
ぬ
と
な
ま
か
た
は
な
る
こ
と
を
か
く
な
む
とき
こ
え
給
と
い
ふ
心
と
き
め
き
し
て
山
の
は
に
入
ま
て
月
を
な
か
め
み
ん
ね
や
の
い
た
ま
も
し
る
し
あ
り
や
と
な
と
い
ふ
に
・
こ
の
お
ほ
あ
ま
君
ふ
え
の
音
を
○
ほ
の
か
に
○
本
ニ
ナ
シ聞
つ
け
た
り
け
れ
は
さ
す
か
に
め
て
ゝ
出
き
た
り
こ
ゝ
か
し
こ
う
ち
し
は
ふ
き
あ
さ
ま
し
き
わ
な
ゝ
き
声
に
て
中


む
か
し
の
事
な
と
も
か
け
て
い
は
す
た
れ
と
も
お
36
オ
も
ひ
わ
か
ぬ
な
る
へ
し
い
か
て
そ
の
き
ん
の
こ
と
ひ
き
給
へ
よ
こ
笛
は
月
に
は
い
と
お
か
し
き
も
の
そ
か
し
い
つ
ら
く
そ
た
ち
こ
と
ゝ
り
て
ま
い
れ
と
い
ふ
に
・
そ
れ
な
ゝ
り
と
を
し
は
か
り
に
き
け
と
い
か
な
る
所
に
か
ゝ
る
人
い
か
て
こ
も
り
ゐ
た
ら
ん
さ
た
め
な
き
世
そ
こ
れ
に
つ
け
て
哀
な
る
・
は
ん
し
き
て
う
を
い
と
を
か
し
く
ふ
き
て
い
つ
ら
さ
ら
は
と
の
給
む
す
め
の
あ
ま
君
こ
れ
も
よ
き
ほ
と
の
す
き
57
物
に
て
・
昔
き
ゝ
侍
し
よ
り
も
こ
よ
な
く
お
ほ
え
侍
は
山
か
せ
を
の
み
聞
な
れ
に
け
る
み
ゝ
か
ら
に
36
ウ
や
と
て
い
て
や
是
は
ひ
か
こ
と
に
な
り
て
侍
ら
ん
と
い
ひ
な
か
ら
ひ
く
・
い
ま
や
う
は
お
さ


な
へ
て
の
人
の
い
ま
は
こ
の
ま
す
な
り
ゆ
く
も
の
な
れ
は
中
々
め
つ
ら
し
く
あ
は
れ
に
き
こ
ゆ
・
松
風
も
い
と
よ
く
も
て
は
や
す
ふ
き
あ
は
せ
た
る
笛
の
音
に
月
も
か
よ
ひ
て
す
め
る
心
ち
す
れ
は
い
よ


め
て
ら
れ
て
よ
ひ
ま
と
ひ
も
せ
す
お
き
ゐ
た
り
・
を
う うイん
な
は
昔
あ
つ
ま
琴
を
こ
そ
は
こ
と
も
な
く
ひ
き
侍
し
か
と
い
ま
の
世
に
は
か
は
り
に
た
る
に
や
あ
ら
ん
・
こ
の
僧
都
の
き
ゝ
に
く
し
念
仏
よ
り
ほ
か
の
あ
た
わ
さ
な
せ
37
オ
そ
と
は
し
た
な
め
ら
れ
し
か
は
何
か
は
と
て
ひ
き
侍
ら
ぬ
な
り
さ
る
は
い
と
よ
く
な
る
こ
と
も
侍
り
と
い
ひ
つ
ゝ
け
て
い
と
ひ
か
ま
ほ
し
と
お
も
ひ
た
れ
は
・
い
と
し
の
ひ
や
か
に
う
ち
わ
ら
ひ
て
い
と
あ
や
し
き
こ
と
を
も
せ
い
し
き
こ
え
給
け
る
そ
う
つ
るか
な
こ
く
ら
く
と
い
ふ
な
る
所
に
は
菩
薩サチ
な
と
も
み
な
か
か
る
事
を
し
て
天
人
な
と
も
ま
ひ
あ
そ
ふ
こ
と
こ
そ
た
う
と
か
な
れ
お
こ
な
ひ
ま
き
れ
つ
み
う
へ
き
こ
と
か
は
こ
よ
ひ
聞
侍
ら
は
や
と
す
か
をせ
は
・
い
と
よ
し
と
お
も
ひ
て
い
て
と
の
も
り
の
く
そ
あ
つ
ま
37
ウ
と
り
て
と
い
ふ
に
も
し
は
ふ
き
は
た
え
す
人


は
見
く
る
し
と
お
も
へ
と
僧
都
を
さ
へ
う
ら
め
し
け
に
う
れ
へ
て
い
ひ
き
か
す
れ
は
い
と
を
し
く
て
ま
か
せ
た
り
と
り
よ
せ
て
た
ゝ
今
の
ふ
え
の
音
を
も
た
つ
ね
す
た
ゝ
を
の
か
心
を
や
り
て
あ
つ
ま
の
し
ら
へ
を
つ
ま
さ
は
や
か
に
し
ら
ふ
み
な
こ
と
も
の
は
声
や
め
つ
る
を
こ
れ
に
の
み
め
て
た
る
と
お
も
ひ
て
た
け
ふ
ち
ち
り
○
は
リ
タ
ン
ナ
チ
リ


タ
ナ
ゝ
イ


た
り
た
な
ゝ
と
か
き
か
へ
し
は
や
り
か
に
引
た
る
こ
と
は
と
も
わ
り
な
く
ふ
る
め
き
た
り
い
と
お
か
し
う
い
ま
の
よ
に
き
こ
え
ぬ
こ
と
は
こ
そ
は
ひ
き
給
け
れ
と
ほ
む
れ
は
み
ゝ
ほ
の


し
く
か
た
38
オ
58
は
ら
な
る
人
に
と
ひ
き
ゝ
て
・
い
ま
や
う
の
わ
か
き
人
は
か
○う
や
う
な
る
こ
と
を
そ
こ
の
ま
れ
さ
り
け
る
こ
ゝ
に
月
こ
ろ
も
の
し
給
め
る
ひ
め
君
か
た
ち
は
い
と
き
よ
ら
に
物
し
給
め
れ
と
も
は
ら
か
ゝ
る
○あた
わ
さ
な
と
し
給
は
す
うむ
も
れ
て
な
ん
も
の
し
た
ま
ふ
め
る
と
わ
れ
か
し
こ
に
う
ち
○あさ
わ
ら
ひ
て
か
た
る
を
あ
ま
君
な
と
は
か
た
は
ら
い
た
し
と
お
ほ
す
こ
れ
に
こ
と
み
な
さ
め
て
か
へ
り
給
ほ
と
も
山
お
ろ
し
ふ
き
て
き
こ
え
く
る
笛
の
ね
い
と
を
か
し
う
き
こ
え
て
をお
き
あ
か
し
た
る
つ
と
め
て
・
よ
へ
は
か
た


心
み
た
れ
38
ウ
侍
し
か
は
い
そ
き
ま
か
て
侍
し
わ
す
ら
れ
ぬ
む
か
し
の
こ
と
も
笛
竹
の
つ
ら
き
ふ
し
に
も
ね
そ
な
か
れ
け
る
猶
す
こ
し
お
ほ
し
し
る
は
か
り
を
し
へ
な
さ
せ
給
へ
し
の
は
れ
ぬ
へ
く
は
す
き


し
き
ま
て
も
何
か
は
と
あ
る
を
い
と
ゝ
わ
ひ
た
る
は
涙
と
ゝ
め
か
た
け
な
る
け
し
き
に
て
か
き
た
ま
ふ
笛
の
音
に
む
か
し
の
こ
と
も
し
の
は
れ
て
か
へ
り
し
ほ
と
も
袖
そ
ぬ
れ
に
し
あ
や
し
く
物
お
も
ひ
し
ら
ぬ
に
や
と
ま
て
見
侍
あ
り
さ
ま
は
お
い
人
の
と
は
す
か
た
り
に
き
こ
し
め
し
け
ん
か
し
と
あ
り
・
39
オ
め
つ
ら
し
か
ら
ぬ
も
見
と
こ
ろ
な
き
心
ち
し
て
う
ち
を
か
れ
け
ん
か
し
・
お
き
の
葉
に
を
と
ら
ぬ
ほ
と


に
を
と
つ
れ
わ
た
る
い
と
む
つ
か
し
く
も
あ
る
か
な
人
の
心
は
あ
な
か
ち
な
る
も
の
成
け
り
と
見
し
り
に
し
お
り


も
や
う


お
も
ひ
出
る
ま
ゝ
に
な
を
か
ゝ
る
す
ち
の
こ
と
人
に
も
お
も
ひ
は
な
た
す
へ
き
さ
ま
に
と
く
な
し
給
て
よ
らと
て
経
な
ら
ひ
て
よ
み
給
心
の
う
ち
に
も
ね
ん
し
給
へ
り
・
か
く
よ
ろ
つ
に
つ
け
て
世
中
を
お
も
ひ
○す
つ
れ
は
わ
か
き
人
と
て
お
か
し
や
か
な
る
こ
と
も
こ
と
に
39
ウ
な
く
む
す
ほ
ゝほ
れ
た
る
本
上
な
め
り
と
お
も
ふ
か
た
ち
の
見
る
か
ひ
あ
り
う
つ
く
し
き
に
よ
ろ
つ
の
と
か
み
ゆ
る
し
て
あ
け
く
れ
の
み
も
の
に
し
た
59
り
す
こ
し
う
ち
か
た
ら
ひ
給
お
り
は
め
つ
ら
し
く
○めて
た
き
物
に
お
も
へ
り
・
九
月
に
な
り
て
こ
の
あ
ま
君
は
つ
せ
に
ま
う
つ
と
し
こ
ろ
い
と
心
ほ
そ
き
身
に
恋
し
き
人
の
う
へ
も
お
も
ひ
や
ま
れ
さ
り
し
を
か
く
あ
ら
ぬ
人
と
も
お
ほ
え
給
は
ぬ
な
く
さ
め
を
え
た
れ
は
く
は
ん
お
む
の
御
し
る
し
う
れ
し
と
て
か
へ
り
申
た
ち
て
ま
う
て
給
成
け
り
い
さ
た
ま
へ
40
オ
人
や
は
し
ら
む
と
す
る
お
な
し
仏
な
れ
と
さ
や
う
の
所
に
を
こ
な
ひ
た
る
な
ん
し
る
し
あ
り
て
よ
き
た
め
し
お
ほ
か
る
と
い
ひ
て
そ
ゝ
の
か
し
た
つ
れ
と
昔
は
ゝ
き
み
め
の
と
な
と
の
か
や
う
に
い
ひ
し
ら
せ
つ
ゝ
た
ひ


ま
う
て
さ
せ
し
を
か
ひ
な
き
に
こ
そ
あ
め
れ
い
の
ち
さ
へ
心
に
か
な
は
す
た
く
ひ
な
き
い
み
し
き
め
を
み
る
は
と
○いと
心
う
き
う
ち
に
も
し
ら
ぬ
人
に
く
し
て
さ
る
道
の
あ
り
き
を
し
た
ら
む
よ
と
そ
ら
を
そ
ろ
し
く
お
ほ
ゆゆ
心
こ
は
き
さ
ま
に
は
い
ひ
も
な
さ
て
こ
ゝ
ち
の
い
と
あ
し
く
40
ウ
の
み
侍
れ
は
さ
や
う
な
ら
ん
み
ち
の
ほ
と
に
も
い
か
ゝ
な
と
つ
ゝ
ま
し
く
な
ん
と
の
給
も
の
を
ち
は
さ
も
し
た
ま
ふ
へ
き
人
そ
か
し
と
お
も
ひ
て
し
ゐ
て
も
い
さ
な
は
す
は
か
な
く
て
世
に
ふ
る
河
の
う
き
瀬
に
は
た
つ
ね
も
ゆ
か
し
二
も
と
の
杉
と
て
な
ら
ひ
に
ま
し
り
た
る
を
あ
ま
君
見
つ
け
て
ふ
た
も
と
は
ま
た
も
あ
ひ
き
た
ら
こ
え
ん
と
思
ひ
た
ま
ふ
人
あ
る
へ
し
と
た
は
ふ
れ
こ
と
を
い
ひ
あ
て
た
る
に
む
ね
つ
ふ
れ
て
お
も
て
あ
か
め
給
へ
る
も
い
と
あ
ひ
き
や
う
う
つ
41
オ
き
う
つ
く
し
け
な
り
ふ
る
河
の
杉
の
も
と
た
ち
し
ら
ね
と
も
す
き
に
し
人
に
よ
そ
へ
て
そ
み
る
こ
と
な
る
こ
と
な
き
い
ら
へ
を
く
ち
と
く
い
ふ
・
忍
ひ
て
と
い
へ
と
み
な
人
し
た
ひ
つ
ゝ
こ
ゝ
に
は
人
す
く
な
に
て
お
は
せ
ん
を
心
く
る
し
か
り
て
心
は
せ
あ
る
少
将
の
あ
ま
さ
ゑ
も
ん
と
て
60
あ
る
お
と
な
し
き
人
わ
ら
は
斗
そ
と
ゝ
め
た
り
け
る
み
な
出
た
ち
ぬ
る
を
な
か
め
出
て
あ
さ
ま
し
き
事
を
お
も
ひ
な
か
ら
も
い
ま
は
い
か
ゝ
は
せ
ん
と
た
の
も
し
人
に
お
も
ひ
ふ
ひ
と
独
も
の
し
た
は
(
マ
マ)
ぬ
は
41
ウ
心
ほ
そ
く
も
あ
る
か
な
と
い
と
つ
れ


な
る
に
・
中
将
の
御
ふ
み
あ
り
御
ら
ん
せ
よ
と
い
へ
と
聞
も
い
れ
給
は
す
い
と
ゝ
人
も
見
え
す
つ
れ


と
き
し
か
た
ゆ
く
さ
き
を
思
ひ
く
○つ
し
給
く
る
し
き
ま
て
も
な
か
め
さ
せ
給
か
な
御
こ
う
た
せ
た
ま
へ
と
い
ふ
い
と
あ
や
し
く
こ
そ
は
あ
り
し
か
と
○は
の
給
へ
と
う
た
む
と
お
ほ
し
た
れ
は
は
む
と
り
に
や
り
て
わ
れ
は
と
お
も
ひ
て
せ
ん
せ
さ
せ
た
て
ま
つ
り
た
る
に
い
と
こ
よ
な
け
れ
は
ま
た
て
な
を
し
て
う
つ
あ
ま
う
へ
と
く
か
へ
ら
せ
給
は
な
ん
こ
の
御
42
オ
こ
見
せ
た
て
ま
つ
ら
む
か
の
御
こ
そ
い
と
つ
よ
か
り
し
僧
都
の
君
は
や
う
よ
り
い
み
し
く
こ
の
ま
せ
た
ま
ひ
て
け
し
う
は
あ
ら
す
と
お
ほ
し
た
り
し
を
い
と
き
せ
い
た
い
と
く
に
な
り
て
さ
し
出
て
こ
そ
う
た
さ
ら
め
御
こ
に
は
ま
け
し
か
し
と
き
こ
え
給
し
に
つ
ゐ
に
そ
う
つ
な
ん
ふ
た
つ
ま
け
給
し
き
せ
い
か
碁
に
は
ま
さ
ら
せ
給
へ
き
な
め
り
あ
な
い
み
し
と
け
う
す
れ
は
さ
た
過
た
る
あ
ま
ひ
た
ひ
の
み
つ
か
ぬ
に
も
の
こ
の
み
す
る
に
む
つ
か
し
き
こ
と
も
し
そ
め
て
け
る
か
な
と
お
も
ひ
て
42
ウ
心
ち
あ
し
と
て
ふ
し
給
ぬ
・
と
き


は
れ


し
く
も
て
な
し
て
お
は
し
ま
せ
あ
た
ら
御
身
を
い
み
し
く
し
つ
み
て
も
て
な
さ
せ
給
ふ
こ
そ
く
ち
お
し
く
玉
に
き
す
あ
ら
ん
心
ち
し
侍
れ
と
い
ふ
・
夕
暮
の
風
の
音
も
哀
な
る
に
お
も
ひ
出
る
こ
と
お
ほ
く
て
心
に
は
秋
の
夕
を
わ
か
ね
と
も
な
か
む
る
袖
に
露
そ
み
た
る
ゝ
月
さ
し
出
て
お
か
し
き
ほ
と
に
ひ
る
ふ
み
あ
り
つ
る
中
将
お
は
し
た
り
あ
な
う
61
た
て
こ
は
な
そ
と
お
ほ
え
た
ま
へ
は
お
く
ふ
か
く
43
オ
い
り
た
ま
ふ
を
さ
も
あ
ま
り
に
も
お
は
し
ま
す
か
な
御
心
さ
し
の
ほ
と
も
あ
は
れ
ま
さ
る
お
り
に
こ
そ
い侍
へ
め
れ
ほ
の
か
に
も
き
こ
え
給
は
ん
こ
と
も
き
か
せ
給
へ
し
み
つ
か
ん
こ
と
の
や
う
に
お
ほ
し
め
し
た
る
こ
そ
な
と
い
ふ
に
い
と
う
し
ろ
め
た
く
お
ほ
ゆ
お
は
せ
ぬ
よ
し
を
い
へ
と
ひ
る
の
つ
か
ひ
の
ひ
と
ゝ
こ
ろ
な
と
と
ひ
き
ゝ
た
る
な
る
へ
し
・
い
と
事
お
ほ
く
う
ら
み
て
御
こ
ゑ
も
き
ゝ
侍
ら
し
た
ゝ
け
りち
か
く
て
き
こ
え
ん
こ
と
を
き
ゝ
に
く
し
と
も
お
ほ
し
こ
と
は
れ
と
よ
ろ
つ
に
い
ひ
43
ウ
侘
て
い
と
心
う
く
と
こ
ろ
に
つ
け
て
こ
そ
物
の
あ
は
れ
も
ま
さ
れ
あ
ま
り
か
ゝ
る
は
な
と
あ
は
め
つ
ゝ
山
里
の
秋
の
夜
ふ
か
き
あ
は
れ
を
も
物
お
も
ふ
人
は
お
も
ひ
こ
そ
し
れ
を
の
つ
か
ら
御
心
も
か
よ
ひ
ぬ
へ
き
を
な
と
あ
れ
は
・
あ
ま
君
お
は
せ
て
ま
き
ら
は
し
き
こ
ゆ
へ
き
人
も
侍
ら
す
い
と
よ
つ
か
ぬ
や
う
な
ら
ん
と
せ
む
れ
は
う
き
物
と
お
も
ひ
も
し
ら
て
過
す
身
を
も
の
思
ふ
人
と
ひ
と
は
し
り
け
り
わ
さ
と
い
ふ
と
も
な
き
を
き
ゝ
て
つ
た
へ
き
こ
ゆ
れ
は
い
と
あ
は
れ
と
44
オ
お
も
ひ
て
な
を
た
ゝ
い
さ
ゝ
か
い
て
た
ま
へ
と
き
こ
え
う
こ
か
せ
と
こ
の
人


を
わ
り
な
き
ま
て
う
ら
み
給
・
あ
や
し
き
ま
て
つ
れ
な
く
そ
見
え
給
や
と
て
い
り
て
み
れ
は
○
れ
い
は
か
り
そ
め
に
も
さ
し
の
そ
き
給
は
ぬ
お
い
人
の
御
か
た
に
入
給
に
け
り
あ
さ
ま
し
く
思
ひ
て
か
く
な
ん
と
き
こ
ゆ
れ
は
か
ゝ
る
所
に
な
か
め
給
ら
ん
心
の
う
ち
の
あ
は
れ
に
お
ほ
か
た
の
あ
り
さ
ま
な
と
も
な
さ
け
な
か
る
ま
し
き
人
の
い
と
あ
ま
り
お
も
ひ
し
ら
ぬ
人
よ
り
も
け
に
も
て
な
し
給
め
る
こ
そ
そ
れ
も
物
こ
り
し
た
ま
へ
る
44
ウ
か
猶
い
か
な
る
さ
ま
に
世
を
恨
て
い
つ
ま
て
お
62
は
す
へ
き
人
そ
な
と
あ
り
さ
ま
と
ひ
て
い
と
ゆ
か
し
け
に
の
み
お
ほ
い
た
れ
と
こ
ま
か
な
る
こ
と
は
い
か
て
か
は
い
ひ
き
か
せ
ん
た
ゝ
し
り
き
こ
え
た
ま
ふ
へ
き
人
の
と
し
こ
ろ
は
う
と


し
き
や
う
に
て
す
く
し
給
ひ
し
を
は
つ
せ
に
ま
う
て
あ
ひ
給
て
た
つ
ね
き
こ
え
給
つ
る
と
そ
い
ふ
・
ひ
め
君
は
い
と
む
つ
か
し
と
の
み
き
くき
お
い
人
の
あ
た
り
に
う
つ
ふ
し


て
い
も
ね
ら
れ
す
よ
ひ
ま
と
ひ
は
え
も
い
は
す
お
と
ろ
○
し
き
い
ひ
き
し
つ
ゝ
ま
へ
に
も
45
オ
う
ち
す
か
ひ
た
る
あ
ま
と
も
ふ
た
り
し
て
を
と
ら
し
と
い
ひ
き
あ
は
せ
た
り
い
と
お
そ
ろ
し
く
こ
よ
ひ
こ
の
人


に
や
く
は
れ
な
ん
と
お
も
ふ
も
お
し
か
ら
ぬ
身
な
れ
と
れ
い
の
心
よ
は
さ
は
ひ
と
一
つ
は
し
あ
や
う
か
り
て
か
へ
り
き
た
り
け
ん
も
の
ゝ
や
う
に
わ
ひ
し
く
お
ほ
ゆ
こ
も
き
と
も
に
ゐ
て
お
は
し
つ
れ
と
い
ろ
め
き
て
こ
の
め
つ
ら
し
き
お
と
こ
の
え
ん
た
ち
ゐ
た
ま
へ
る
か
た
に
か
へ
り
ゐ
に
け
り
い
ま
や
く
る


と
ま
ち
ゐ
給
へ
れ
と
い
と
は
か
な
き
た
の
も
し
人
な
り
や
・
中
将
い
ひ
わ
つ
ら
45
ウ
ひ
て
か
へ
り
に
け
れ
は
い
と
な
さ
け
な
く
うむ
も
れ
て
も
お
は
し
ま
す
か
な
あ
た
ら
御
か
た
ち
を
な
と
そ
し
り
て
み
な
ひ
と
所
に
ね
ぬ
・
よ
な
か
は
○か
り
に
や
な
り
ぬ
ら
ん
と
思
ほ
と
に
あ
ま
君
し
は
ふ
き
お
ほ
ほ
れ
て
お
き
に
た
り
ほ
か
け
に
か
し
ら
つ
き
は
い
と
し
ろ
き
に
く
ろ
き
物
を
か
つ
き
て
此
君
の
ふ
し
給
へ
る
を
あ
や
し
か
り
て
い
た
ち
と
か
い
ふ
な
る
物
か
さ
る
わ
さ
す
る
ひ
た
い
に
手
を
あ
て
ゝ
あ
や
し
是
は
誰
そ
と
し
う
ね
け
な
る
声
に
て
見
を
こ
せ
た
る
さ
ら
に
た
ゝ
い
ま
く
ひ
て
ん
と
す
る
と
そ
お
ほ
ゆ
る
46
オ
お
に
の
と
り
も
て
き
け
ん
程
は
も
の
お
ほ
え
さ
り
け
れ
は
中


心
や
す
し
い
か
さ
ま
に
せ
ん
と
お
ほ
ゆ
る
む
つ
か
し
さ
に
も
い
み
し
き
さ
ま
に
て
い
き
か
へ
り
人
に
な
り
て
又
あ
り
し
色


の
う
き
63
事
を
お
も
ひ
み
た
れ
む
つ
か
し
と
も
お
そ
ろ
し
と
も
物
を
思
ふ
よ
し
な
ま
し
か
は
是
よ
り
も
を
そ
ろ
し
け
な
る
も
の
ゝ
中
に
こ
そ
は
あ
ら
ま
し
か
と
お
も
ひ
や
ら
る
昔
よ
り
の
こ
と
を
ま
と
ろ
ま
れ
ぬ
ま
ゝ
に
つ
ね
よ
り
も
お
も
ひ
つ
ゝ
く
る
に
い
と
心
う
く
お
や
と
き
こ
え
け
ん
人
の
御
か
た
ち
も
見
た
て
ま
つ
ら
す
46
ウ
は
る
か
な
る
あ
つ
ま
を
か
へ
る


と
し
月
を
ゆ
き
て
た
ま
さ
か
に
た
つ
ね
よ
り
て
う
れ
し
た
の
も
し
と
お
も
ひ
き
こ
え
し
は
ら
か
ら
の
御
あ
た
り
も
お
も
は
す
に
て
た
え
す
き
さ
る
か
た
に
お
も
ひ
さ
た
め
給
へ
り
し
人
に
つ
け
て
や
う


身
の
う
さ
を
も
な
く
さ
め
つ
へ
き
き
は
め
に
あ
さ
ま
し
く
も
て
そ
こ
な
ひ
た
る
身
を
お
も
ひ
も
て
ゆ
け
は
宮
を
す
こ
し
も
あ
は
れ
と
思
ひ
き
こ
え
け
ん
心
そ
い
と
け
し
か
ら
ぬ
た
ゝ
こ
の
人
の
御
ゆ
か
り
に
さ
す
ら
へ
ぬ
る
そ
と
お
も
へ
は
こ
し
ま
の
い
ろ
を
た
め
し
に
ち
き
り
給
47
オ
し
を
な
と
て
お
か
し
と
お
も
ひ
き
こ
え
け
ん
と
こ
よ
な
く
あ
き
に
た
る
心
ち
す
・
は
し
め
よ
り
う
す
き
な
か
ら
も
の
と
や
か
に
物
し
た
ま
ひ
し
人
は
此
お
り
か
の
お
り
な
と
お
も
ひ
出
る
そ
こ
よ
な
か
り
け
る
か
く
て
こ
そ
有
け
れ
と
聞
つ
け
ら
れ
た
て
ま
つ
ら
む
は
つ
か
し
さ
は
人
よ
り
ま
さ
り
ぬ
へ
し
さ
す
か
に
此
よ
に
は
あ
り
し
御
さ
ま
を
よ
そ
な
か
ら
た
に
い
つ
か
は
み
ん
○とイ
す
る
と
お
も
ふ
猶
わ
ろ
の
心
や
か
く
た
に
お
も
は
し
な
と
心
ひ
と
つ
を
か
へ
さ
うふ
○か
う
ら
(
マ
マ)
し
て
鳥
の
な
く
を
き
ゝ
て
い
と
う
れ
し
は
ゝ
の
御
こ
ゑ
47
ウ
を
ま
し
て
聞
た
ら
ん
は
い
か
な
ら
ん
と
お
も
ひ
あ
か
し
て
心
ち
も
い
と
あ
し
・
と
も
に
て
わ
た
る
へ
き
人
も
と
み
に
こ
ね
は
猶
ふ
し
給
へ
る
に
い
ひ
き
の
人
は
い
と
ゝ
く
お
き
て
か
ゆ
な
と
む
つ
か
し
き
こ
と
ゝ
も
を
も
て
は
や
し
て
お御
ま
へ
に
と
く
き
こ
し
め
せ
な
と
よ
り
き
て
い
へ
と
ま
か
な
ひ
も
い
と
心
つ
き
な
く
う
た
て
見
し
ら
ぬ
心
ち
し
て
な
や
ま
し
く
な
ん
と
64
こ
と
な
し
ひ
給
を
し
ゐ
て
い
ふ
も
い
と
こ
ち
た
し
・
け
す


し
き
法
師
は
ら
な
と
あ
ま
た
き
て
僧
都
け
ふ
お
り
さ
せ
給
へ
し
な
と
に
は
か
に
は
48
オ
と
ゝ
ふ
な
れ
は
一
品
の
宮
の
御
も
の
ゝ
け
に
な
や
ま
せ
給
け
る
山
の
さ
す
み
す
ほ
う
つ
か
ま
つ
ら
せ
給
へ
と
猶
僧
都
ま
い
り
給
は
て
は
し
る
し
な
し
と
て
昨
日
ふ
た
ゝ
ひ
な
ん
め
し
侍
し
左右
大
臣
殿
の
四
位
少
将
よ
へ
夜
更
て
な
ん
の
ほ
り
お
は
し
○まし
て
き
さ
い
の
宮
の
御
ふ
み
な
と
侍
け
れ
は
お
り
さ
せ
給
な
り
と
い
と
は
な
や
か
に
い
ひ
な
す
・
は
つ
か
し
く
と
も
あ
ひ
て
あ
ま
に
な
し
給
て
よ
と
も
い
は
ん
さ
か
し
ら
人
す
く
な
く
て
よ
き
お
り
に
こ
そ
と
お
も
へ
は
お
き
て
心
ち
の
い
と
あ
し
く
の
み
侍
を
48
ウ
僧
都
の
お
り
さ
せ
給
へ
ら
む
に
い
む
こ
と
う
け
侍
ら
ん
と
な
ん
お
も
ひ
侍
を
さ
や
う
に
き
こ
え
給
へ
と
か
た
ら
ひ
給
へ
は
ほ
け


し
く
う
ち
う
な
つ
く
れ
い
の
か
た
に
お
は
し
て
か
み
は
あ
ま
君
の
み
け
つ
り
給
を
こ
と
人
に
て
ふ
れ
さ
せ
ん
も
う
た
て
お
ほ
ゆ
る
に
て
つ
か
ら
は
た
え
せ
ぬ
事
な
れ
は
た
た
す
こ
し
と
き
く
た
し
て
親
に
い
ま
一
た
ひ
か
う
な
か
ら
の
さ
ま
を
見
え
す
な
り
な
ん
こ
そ
人
や
り
な
ら
す
い
と
か
な
し
け
れ
い
た
く
わ
つ
ら
ひ
し
け
に
や
か
み
も
す
こ
し
お
ち
ほ
そ
り
に
た
る
心
ち
49
オ
す
れ
と
何
は
か
り
も
お
と
ろ
へ
す
い
と
お
ほ
く
て
六
尺
は
か
り
な
る
す
ゑ
な
と
そ
う
つ
く
し
か
り
け
る
す
ち
な
と
も
い
と
こ
ま
か
に
う
つ
く
し
け
な
り
か
ゝ
れ
と
て
し
も
と
ひ
と
り
こ
ち
ゐ
給
へ
り
・
く
れ
か
た
に
僧
都
物
し
た
ま
へ
り
南
お
も
て
は
ら
ひ
し
つ
ら
ひ
て
ま
ろ
な
る
か
し
ら
つ
き
と
も
ゆ
き
ち
か
ひ
さ
は
き
た
る
も
れ
い
に
か
は
り
て
い
と
お
そ
ろ
し
き
心
ち
す
・
は
ゝ
の
御
か
た
に
ま
い
り
給
て
い
か
に
そ
月
こ
ろ
は
な
と
い
ふ
ひ
ん
か
し
の
御
か
た
は
も
の
ま
う
て
し
給
に
き
と
か
こ
の
お
は
65
49
オ
せ
し
ひ
と
は
な
を
物
し
た
ま
ふ
や
な
○ん
と
ゝ
ひ
給ふ
し
か
こ
ゝ
に
と
ま
り
て
な
ん
心
ち
あ
し
と
こ
そ
物
し
給
て
い
む
こ
と
う
け
た
て
ま
つ
ら
ん
と
の
た
ま
ひ
つ
る
と
か
た
る
た
ち
て
こ
な
た
に
い
ま
し
て
こ
ゝ
に
や
お
は
し
ま
す
と
て
き
ち
や
う
の
も
と
に
つ
ゐ
ゝ
給
へ
は
つ
ゝ
ま
し
け
れ
と
ゐ
さ
り
よ
り
て
い
ら
へ
し
給
ふ
・
ふ
い
に
て
見
た
て
ま
つ
り
そ
め
て
し
も
さ
る
へ
き
昔
の
ち
き
り
あ
り
け
る
に
こ
そ
と
お
も
ふ
給
へ
て
御
い
の
り
な
と
も
ね
ん
こ
ろ
に
つ
か
う
ま
つ
り
し
を
法
師
は
其
事
と
な
50
オ
く
て
御
ふ
み
き
こ
え
う
け
給
は
ら
ん
も
ひ
ん
な
け
れ
は
し
ね
ん
に
な
ん
お
ろ
か
な
る
や
う
に
な
り
侍
ぬ
る
い
と
あ
や
し
き
さ
ま
に
世
を
そ
む
き
給
へ
る
人
の
御
あ
た
り
に
い
か
て
お
は
し
ま
す
ら
ん
と
の
た
ま
ふ
・
世
中
に
は侍
へ
ら
し
と
お
も
ひ
た
ち
侍
し
身
の
い
と
あ
や
し
く
て
い
ま
ゝ
て
侍
を
心
う
し
と
お
も
ひ
は侍
へ
る
物
か
ら
よ
ろ
つ
に
せ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
御
心
は
へ
を
な
ん
い
ふ
か
ひ
な
き
心
ち
に
も
お
も
ふ
た
ま
へ
し
ら
る
ゝ
を
な
を
よ
つ
か
す
の
み
つ
ゐ
に
え
と
ま
る
ま
し
く
お
も
ふ
た
ま
へ
ら
る
ゝ
を
あ
ま
に
な
さ
50
ウ
せ
給
ひ
て
よ
世
中
に
侍
と
も
れ
い
の
人
に
て
な
か
ら
ふ
へ
く
も
侍
ら
ぬ
身
に
な
ん
と
き
こ
え
給
・
ま
た
い
と
ゆ
く
さ
き
と
を
け
な
る
御
ほ
と
に
い
か
て
か
ひ
た
み
ち
に
し
か
は
お
ほ
し
た
ら
ん
か
へ
り
て
つ
み
あ
る
事
な
り
お
も
ひ
た
ち
て
心
を
ゝ
こ
し
給
ほ
と
は
つ
よ
く
お
ほ
せ
と
年
月
ふ
れ
は
を
ん
な
の
御
身
と
い
ふ
も
の
い
と
た
い


し
き
物
に
な
ん
と
の
給
へ
は
・
お
さ
な
く
侍
し
ほ
と
よ
り
も
の
を
の
み
お
も
ふ
へ
き
あ
り
さ
ま
に
て
お
や
な
と
も
尼
に
な
し
て
や
見
ま
し
な
と
な
ん
思
の
た
ま
ひ
し
ま
し
51
オ
て
す
こ
物
お
も
ひ
し
り
侍
て
後
は
れ
い
の
人
さ
ま
な
ら
て
の
ち
の
世
を
た
に
と
思
ふ
心
ふ
か
く
66
侍
し
を
な
く
な
る
へ
き
ほ
と
の
や
う


ち
か
く
な
り
侍
に
や
心
ち
の
い
と
よ
は
く
の
み
な
り
侍
を
猶
い
か
て
と
て
う
ち
な
き
つ
ゝ
の
た
ま
ふ
・
あ
や
し
く
か
ゝ
る
か
た
ち
あ
り
さ
ま
を
な
と
て
み
を
い
と
は
し
く
お
も
ひ
は
し
め
給
ひ
け
ん
も
の
ゝ
け
も
さ
こ
そ
い
ふ
な
り
し
か
と
お
も
ひ
あ
は
す
る
に
さ
る
や
う
こ
そ
あ
ら
め
今
ま
て
も
い
き
た
る
へ
き
人
か
は
あ
し
き
も
の
の
見
つ
け
そ
め
た
る
に
い
と
お
そ
ろ
し
く
あ
や
う
51
ウ
き
事
な
り
と
お
ほ
し
て
と
ま
れ
か
く
ま
れ
お
ほ
し
た
ち
て
の
給
を
こ三
ほ
う
の
い
と
か
し
こ
く
ほ
め
給
こ
と
な
り
ほ
う
し
に
て
き
こ
え
か
へ
す
へ
き
こ
と
な
ら
す
御
い
む
こ
と
は
い
と
や
す
く
さ
つ
け
た
て
ま
つ
る
へ
き
を
き
う
な
る
こ
と
に
て
ま
か
て
た
れ
は
こ
よ
ひ
か
の
宮
に
ま
い
る
へ
く
侍
り
あ
す
よ
り
や
み
す
ほ
う
は
し
ま
る
へ
く
侍
ら
ん
七
日
は
て
ゝ
ま
か
て
ん
に
つ
か
ま
つ
ら
む
と
の
た
ま
へ
は
・
か
の
尼
君
お
は
し
な
は
か
な
ら
す
さ
ま
た
け
て
ん
と
○いと
く
ち
お
し
く
て
み
た
り
心
ち
の
あ
し
か
り
し
ほ
と
に
し
た
る
や
う
52
オ
に
て
い
と
く
る
し
く
侍
れ
は
は
お
も
く
な
ら
は
い
む
こ
と
か
ひ
な
く
や
侍
ら
ん
な
を
け
ふ
は
う
れ
し
き
お
り
と
こ
そ
お
も
ふ
給
へ
つ
れ
と
て
い
み
し
く
な
き
給
へ
は
・
ひ
し
り
心
に
い
と


を
し
く
お
も
ひ
て
夜
や
更
侍
り
ぬ
ら
ん
山
よ
り
を
り
侍
こ
と
む
か
し
は
こ
と
ゝ
も
お
も
ふ
給
へ
ら
れ
さ
り
し
を
と
し
の
お
ふ
る
ま
ゝ
に
は
た
へ
か
た
く
侍
け
れ
は
う
ち
や
す
み
て
内
に
は
ま
い
ら
ん
と
お
も
ひ
侍
を
し
か
お
ほ
し
い
そ
く
な
れ
は
け
ふ
つ
か
う
ま
つ
り
て
ん
と
の
給
に
い
と
う
れ
し
く
な
り
ぬ
は
さ
み
と
り
て
く
し
の
は
こ
の
52
ウ
ふ
た
さ
し
出
た
れ
は
い
つ
ら
た
い
と
こ
た
ち
こ
ゝ
に
と
よ
ふ
は
し
め
見
つ
け
た
て
ま
つ
り
し
ふ
た
り
な
か
ら
と
も
に
あ
り
け
れ
は
よ
ひ
入
て
御
く
し
お
ろ
し
た
て
ま
つ
れ
と
い
ふ
け
に
い
み
し
か
り
し
人
の
御
あ
り
さ
ま
な
れ
は
う
つ
し
人
に
て
は
よ
に
お
は
せ
ん
も
67
う
た
て
こ
そ
あ
ら
め
と
こ
の
あ
さ
り
も
こ
と
は
り
に
お
も
ふ
に
き
ち
や
の
か
た
ひ
ら
の
ほ
こ
ろ
ひ
よ
り
御
か
み
を
か
き
い
た
し
給
へ
る
か
い
と
あ
た
ら
し
く
お
か
し
け
な
る
に
な
ん
し
は
し
はは
さ
み
を
も
て
や
す
ら
ひ
け
る
・
か
ゝ
る
ほ
と
少
将
の
あ
ま
は
せ
う
と
53
オ
の
あ
さ
り
の
き
た
る
に
あ
ひ
て
し
も
に
ゐ
た
りる
さ
ゑ
も
ん
は
こ
の
わ
た
く
し
の
し
り
た
る
人
に
あ
へ
し
ら
ふ
と
て
か
ゝ
る
所
に
つ
け
て
は
み
な
と
り


に
心
よ
せ
の
ひ
と


め
つ
ら
し
く
て
出
き
た
る
に
はは
か
な
き
こ
と
し
け
る
み
い
れ
な
と
し
け
る
ほ
と
に
こ
も
き
ひ
と
り
し
て
か
ゝ
る
こ
と
な
ん
と
少
将
の
あ
ま
に
つ
け
た
り
け
れ
は
ま
と
ひ
て
き
て
み
る
に
わ
か
御
う
へ
の
き
ぬ
け
さ
な
と
を
こ
と
さ
ら
は
か
り
と
て
き
せ
た
て
ま
つ
り
て
お
や
の
御
か
た
お
か
み
た
て
ま
つ
り
給
へ
と
い
ふ
に
い
つ
か
た
と
も
し
ら
53
ウ
ぬ
ほ
と
な
ん
え
忍
ひ
あ
へ
給
は
て
な
き
給
に
け
る
・
あ
な
あ
さ
ま
し
や
な
と
か
く
あ
ふ
な
き
わ
さ
は
○せ
さ
せ
給
う
へ
か
へ
り
お
は
し
ま
し
て
は
い
か
な
る
こ
と
を
の
給
は
せ
ん
と
い
へ
と
か
は
か
り
に
し
そ
め
つ
る
を
い
ひ
み
た
る
と
も
物
な
し
と
思
ひ
て
僧
都
い
さ
め
給
へ
は
よ
り
て
も
え
さ
ま
た
け
す
流
転
三
る界
中
な
と
い
ふ
に
も
た
ち
は
て
ゝ
し
も
の
を
と
思
ひ
出
る
も
さ
す
か
成
け
り
御
く
し
も
そ
き
わ
つ
ら
ひ
て
の
と
や
か
に
あ
ま
君
た
ち
し
て
な
を
さ
せ
給
へ
と
い
ふ
ひ
た
ひ
は
僧
都
そ
ゝ
き
給
ふ
か
ゝ
る
54
オ
御
か
た
ち
や
つ
し
給
ひ
て
く
ひ
給
な
な
と
た
う
と
き
こ
と
ゝ
も
と
○き
き
か
せ
給
と
み
に
せ
さ
す
へ
く
も
な
く
み
な
い
ひ
し
ら
せ
給
へ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
も
し
つ
る
か
な
と
こ
れ
の
み
そ
い
け
る
し
る
し
あ
り
て
お
ほ
え
給
け
る
み
な
人


い
て
し
つ
ま
り
ぬ
・
よ
る
の
風
の
音
に
こ
の
人


は
心
ほ
そ
き
御
す
ま
ゐ
も
し
は
し
の
こ
と
そ
い
ま
い
と
め
て
た
く
な
り
給
な
ん
と
た
の
み
き
こ
え
つ
る
御
身
を
68
か
く
し
な
さ
せ
給
て
の
こ
り
お
ほ
か
る
御
よ
の
す
ゑ
を
い
か
に
せ
さ
せ
給
は
ん
と
す
る
そ
お
い
お
と
ろ
へ
54
ウ
た
る
人
た
に
今今
は
か
き
り
と
お
も
ひ
は
て
ら
れ
て
い
と
か
な
し
き
わ
さ
に
侍
と
い
ひ
し
ら
す
れ
と
な
を
た
ゝ
い
ま
は
心
や
す
く
う
れ
し
世
に
ふ
へ
き
物
と
は
思
か
け
す
な
り
ぬ
る
こ
そ
は
い
と
め
て
た
き
こ
と
な
れ
と
む
ね
の
あ
き
た
る
心
ち
そ
し
た
ま
ひ
け
る
・
つ
と
め
て
は
さ
す
か
に
人
の
ゆ
る
さ
ぬ
事
な
れ
は
か
は
り
た
ら
ん
さ
ま
見
ええ
ん
も
い
と
は
つ
か
し
く
か
み
の
す
そ
の
に
は
か
に
お
ほ
と
れ
た
る
や
う
に
し
と
け
な
く
さ
へ
そ
か
れ
た
る
を
む
つ
か
し
き
こ
と
ゝ
も
い
は
て
つ
く
ろ
は
ん
人
も
か
な
と
何
事
に
つ
け
て
も
つ
ゝ
55
オ
ま
し
く
て
く
ら
う
○し
な
し
て
お
は
す
お
も
ふ
こ
と
を
人
に
い
ひ
つ
ゝ
け
ん
こ
と
の
は
ゝ
も
と
よ
り
た
に
は
か


し
か
ら
ぬ
み
を
ま
い
て
な
つ
か
し
く
こ
と
は
る
へ
き
人
さ
へ
な
け
れ
は
た
ゝ
す
くす
り
に
む
か
ひ
て
お
も
ひ
あ
ま
る
お
り
は
て
な
ら
ひ
を
の
み
た
け
き
こ
と
に
て
か
き
つ
け
給
ふ
な
き
も
の
に
身
を
も
人
を
も
思
ひ
つ
ゝ
す
て
ゝ
し
世
を
そ
さ
ら
に
捨
つ
る
い
ま
は
か
く
て
か
き
り
つ
る
そ
か
し
と
か
き
て
も
猶
み
つ
か
ら
い
と
あ
は
れ
と
み
給
か
き
り
そ
と
お
も
ひ
な
り
に
し
よ
の
中
を
か
へ
55
ウ
す


も
そ
む
き
ぬ
る
哉
お
な
し
す
ち
の
こ
と
を
と
か
く
か
き
す
さ
ひ
ゐ
給
へ
る
に
中
将
の
御
ふ
み
あ
り
物
さ
は
か
し
く
あ
き
れ
た
る
心
ち
し
あ
へ
る
ほ
と
に
て
か
ゝ
る
こ
と
な
ん
と
い
ひ
て
け
り
い
と
あ
へ
な
し
と
思
ひ
て
か
ゝ
る
心
の
ふ
か
く
あ
り
け
る
人
な
り
け
れ
は
は
か
な
き
い
ら
へ
を
も
し
そ
め
し
と
思
は
な
る
ゝ
な
り
け
り
さ
て
も
あ
へ
な
き
わ
さ
か
な
い
と
お
か
し
く
見
え
し
か
み
の
ほ
と
を
た
し
か
に
み
せ
よ
と
ひ
と
よ
も
か
た
ら
ひ
し
か
は
さ
る
へ
か
ら
ん
お
り
に
と
い
ひ
し
も
の
を
と
い
と
口
お
し
く
て
56
オ
69
た
ち
か
へ
り
・
き
こ
え
ん
か
た
な
き
は
き
し
と
を
く
こ
き
は
な
る
ら
む
あ
ま
舟
に
の
り
を
く
れ
し
と
い
そ
か
る
ゝ
哉
れ
い
な
ら
す
と
り
て
見
給
物
の
あ
は
れ
な
る
お
り
に
い
ま
は
と
お
も
ふ
も
哀
な
る
物
か
ら
い
か
ゝ
お
ほ
さ
る
ら
ん
い
と
は
か
な
き
も
の
ゝ
は
し
に
心
こ
そ
う
き
よ
の
き
し
を
は
な
る
れ
と
行
ゑ
も
し
ら
ぬ
あ
ま
の
う
き
ゝ
を
と
れ
い
の
手
な
ら
ひ
に
し
給
へ
る
を
つ
ゝ
み
て
た
て
ま
つ
る
か
き
う
つ
し
て
た
に
こ
そ
と
の
た
ま
へ
と
中


か
き
56
ウ
そ
こ
な
ひ
侍
な
ん
と
て
や
り
つ
め
つ
ら
し
き
に
も
い
ふ
か
た
な
く
か
な
し
く
な
ん
お
ほ
え
け
る
・
物
ま
う
て
の
人
か
へ
り
給
て
思
さ
は
き
た
ま
ふ
こ
と
か
き
り
な
し
か
ゝ
る
身
に
て
は
す
ゝ
め
き
こ
え
ん
こ
そ
は
と
お
も
ひ
な
し
侍
れ
と
の
こ
り
お
ほ
か
る
御
身
を
い
か
て
へ
給
は
ん
と
す
ら
ん
を
の
れ
は
よ
に
侍
ら
ん
こ
と
け
ふ
あ
す
と
も
し
り
か
た
き
に
い
か
て
う
し
ろ
や
す
く
見
を
き
た
て
ま
つ
ら
ん
と
よ
ろ
つ
に
思
ふ
た
ま
へ
て
こ
そ
仏
に
も
い
の
り
き
こ
え
つ
れ
と
ふ
し
ま
ろ
ひ
つ
ゝ
い
と
い
み
し
け
57
オ
に
お
も
ひ
給
へ
る
に
ま
こ
と
の
お
や
の
や
か
て
か
ら
も
な
き
物
と
思
ひ
ま
と
ひ
給
け
ん
ほ
と
を
し
は
か
る
そ
ま
つ
い
と
か
な
し
か
り
け
る
れ
い
の
い
ら
へ
も
せ
て
そ
む
き
ゐ
た
ま
へ
る
さ
ま
い
と
わ
か
く
う
つ
く
し
け
れ
は
い
と
物
は
か
な
く
そ
お
は
し
け
る
御
心
な
れ
と
な
く


御
そ
の
こ
と
な
と
い
そ
き
給
に
ひ
色
は
て
な
れ
し
こ
と
な
れ
は
こ
う
ち
き
け
さ
な
と
し
た
り
あ
る
人


も
か
ゝ
る
色
を
ぬ
ひ
き
せ
た
て
ま
つ
る
に
つ
け
て
も
○いと
お
ほ
え
す
う
れ
し
き
山
さ
と
の
ひ
か
り
と
あ
け
く
れ
57
ウ
み
た
て
ま
つ
○りつ
る
物
を
く
ち
お
し
き
わ
さ
か
な
と
あ
た
ら
し
か
り
つ
ゝ
僧
都
を
う
ら
み
そ
し
り
け
り
・
一
品
の
宮
の
御
な
や
み
け
に
か
の
て
し
の
い
ひ
し
も
70
し
る
く
い
ち
し
る
き
こ
と
と
も
あ
り
て
を
こ
た
ら
せ
た
ま
ひ
に
け
れ
は
い
よ


い
と
た
う
と
き
も
の
に
い
ひ
の
ゝ
し
る
名
こ
り
も
お
そ
ろ
し
と
て
み
す
ほ
う
の
へ
さ
せ
給
へ
は
と
み
に
も
え
か
へ
り
い
ら
て
さ
ふ
ら
ひ
給
に
雨
な
と
ふ
り
て
し
め
や
か
な
る
よ
め
し
て
よ
ゐ
に
さ
ふ
ら
は
せ
給
日
こ
ろ
い
た
く
さ
ふ
ら
ひ
こ
そう
し
た
る
人
は
み
な
や
す
み
な
58
オ
と
し
て
お御
ま
へ
に
人
す
く
な
に
て
ち
か
く
お
き
た
る
人
す
く
な
き
お
り
に
お
な
し
御
ち
や
う
に
お
は
し
ま
し
て
む
か
し
よ
り
た
の
ま
せ
給
中
に
も
此
た
ひ
な
ん
い
よ


の
ち
の
よ
も
か
く
こ
そ
は
と
た
の
も
し
き
こ
と
ま
さ
り
ぬ
る
な
と
の
た
ま
は
す
・
世
中
に
ひ
さ
し
く
侍
ま
し
き
さ
ま
に
仏
な
と
も
を
し
へ
給
へ
る
こ
と
ゝ
も
侍
う
ち
に
こ
と
し
ら
い
ね
ん
す
く
し
か
た
き
や
う
に
な
ん
侍
け
れ
は
仏
も
ま
き
れ
な
く
ね
ん
し
つ
と
○め
侍
ら
ん
と
て
ふ
か
く
こ
も
り
侍
を
か
ゝ
る
お
ほ
せ
こ
と
に
て
ま
か
り
出
侍
に
し
58
ウ
な
と
け
い
し
給
御
も
の
ゝ
け
の
し
う
ね
き
こ
と
さ
ま


に
な
の
る
か
を
そ
ろ
し
き
事
な
と
の
給
つ
ゐ
て
に
・
い
と
あ
や
し
く
け
う
の
こ
と
を
な
ん
み
た
ま
えへ
し
こ
の
三
月
に
と
し
お
い
て
侍
は
ゝ
の
願
あ
り
て
○はつ
瀬
に
ま
う
て
ゝ
侍
し
か
へ
さ
の
中
や
と
り
に
宇
治
の
院
と
い
ひ
は
つへ
る
所
に
ま
か
り
や
と
り
し
を
か
く
の
こ
と
人
す
ま
て
と
し
へ
ぬ
る
お
ほ
き
な
る
所
は
よ
か
ら
ぬ
物
か
な
ら
す
か
よ
ひ
す
み
て
お
も
き
ひ
や
う
さ
の
た
め
あ
し
き
こ
と
ゝ
も
や
と
思
ひふ
た
ま
へ
し
も
し
る
く
と
て
か
の
見
つ
け
た
り
し
59
オ
事
と
も
を
か
た
り
き
こ
え
給
け
に
い
と
め
つ
ら
し
か
な
る
こ
と
か
な
と
て
ち
か
く
さ
ふ
ら
ふ
人


み
な
ね
い
り
た
る
を
お
そ
ろ
し
く
お
ほ
きさ
れ
て
お
と
ろ
か
さ
せ
給
大
将
の
か
た
ら
ひ
給
宰
相
の
き
み
し
も
こ
の
事
を
き
ゝ
け
り
お
と
ろ
か
さ
せ
給
け
る
人


は
何
と
も
き
か
す
僧
都
を
ち
さ
せ
た
ま
へ
71
る
御
け
し
き
を
心
も
な
き
こ
と
け
い
し
て
け
り
と
お
も
ひ
て
く
は
し
く
も
そ
の
ほ
と
の
こ
と
を
は
い
ひ
さ
し
つ
・
そ
の
女
人
こ
の
た
ひ
ま
か
り
い
て
侍
つ
る
た
よ
り
に
を
の
に
侍
つ
る
あ
ま
と
も
あ
ひ
と
ひ
侍
ら
ん
59
ウ
と
て
ま
か
り
○より
た
り
し
に
な
く


出
家
の
ほ
い
ふ
か
き
よ
し
ね
ん
比
に
か
た
ら
ひ
侍
し
か
は
か
し
ら
お
ろ
し
侍
に
き
な
に
か
し
か
い
も
を
と
こ
ゑ
も
ん
の
か
み
の
め
に
侍
し
あ
ま
な
ん
失
に
し
を
ん
な
こ
の
か
は
り
に
と
お
も
ひ
よ
ろ
こ
ひ
侍
り
て
す
い
ふ
ん
に
い
た
は
り
か
し
つ
き
侍
け
る
を
か
く
な
り
に
た
れ
は
う
ら
み
侍
な
り
け
に
そ
か
た
ち
は
い
と
う
る
は
し
く
け
うふら
ら
に
て
お
こ
な
ひ
や
つ
れ
ん
も
い
と
お
し
け
に
な
ん
侍
し
何
人
に
か
侍
け
ん
と
も
の
よ
く
い
ふ
僧
都
に
て
か
た
り
つ
ゝ
け
申
給
へ
は
・
い
か
て
か
60
オ
さ
る
所
に
よ
き
人
を
し
も
と
り
も
て
ゆ
き
け
ん
さ
り
と
も
今
は
し
ら
れ
ぬ
ら
ん
な
と
こ
の
宰
相
の
君
そ
と
ふ
・
し
ら
す
さ
も
や
か
た
ら
ひ
侍
ら
ん
ま
こ
と
に
や
ん
こ
と
な
き
人
な
ら
は
何
か
か
く
れ
も
侍
ら
し
を
や
ゐ
中
人
の
む
す
め
も
さ
る
さ
ま
し
た
る
こ
そ
は
侍
ら
め
り
う
の
な
か
よ
り
仏
む
ま
れ
給
は
す
は
こ
そ
侍
ら
め
た
ゝ
人
に
て
は
い
と
つ
み
か
ろ
き
さ
ま
の
人
に
な
ん
侍
け
る
な
と
き
こ
え
給
・
そ
の
比
か
の
わ
た
り
に
き
え
う
せ
に
け
ん
人
を
お
ほ
し
い
つ
こ
の
お
ま
へ
な
る
人
も
あ
ね
60
ウ
君
の
つ
た
へ
に
あ
や
し
く
て
う
せ
た
る
人
と
は
聞
を
き
た
れ
は
そ
れ
に
や
あ
ら
ん
と
は
お
も
ひ
け
れ
と
さ
た
め
な
き
こ
と
な
り
僧
都
も
か
の
人
世
に
あ
る
物
と
も
し
ら
れ
し
と
よ
く
も
あ
ら
ぬ
か
た
き
た
ち
た
る
人
も
あ
る
や
う
に
お
も
ひむ
け
て
か
く
し
忍
ひ
侍
を
こ
と
さ
ま
の
あ
や
し
け
れ
は
け
い
し
侍
な
り
と
な
ま
か
く
す
け
し
き
な
れ
は
人
に
も
か
た
ら
す
・
み
や
は
そ
れ
に
も
こ
そ
あ
れ
大
将
に
き
か
せ
は
や
と
こ
の
人
に
そ
の
た
ま
は
す
れ
72
と
い
つ
か
た
に
も
か
く
す
へ
き
事
を
さ
た
め
て
61
オ
さ
な
ら
ん
と
も
し
ら
す
な
か
ら
は
つ
か
し
け
な
る
人
に
う
ち
出
の
た
ま
は
せ
ん
も
つ
ゝ
ま
し
く
お
ほ
し
て
や
み
に
け
り
・
ひ
め
宮
を
こ
た
り
は
て
さ
せ
給
て
僧
都
も
の
ほ
り
給
ぬ
か
し
こ
に
よ
り
給
へ
れ
は
い
み
し
く
う
ら
み
て
中


か
ゝ
る
御
あ
り
さ
ま
に
て
つ
み
も
え
ぬ
へ
き
こ
と
を
の
た
ま
ひ
も
あ
は
せ
す
な
り
に
け
る
こ
と
を
な
ん
い
と
あ
や
し
き
な
と
の
た
ま
へ
と
か
ひ
も
な
し
・
今
は
た
ゝ
御
を
こ
な
ひ
を
し
た
ま
へ
お
い
た
る
わ
か
き
さ
た
め
な
き
世
な
り
は
か
な
き
物
に
お
ほ
し
と
り
た
る
も
こ
と
は
り
な
る
61
ウ
御
み
を
や
と
の
給
に
も
い
と
は
つ
か
し
く
な
ん
お
ほ
し
け
る
・
御
ほ
う
ふ
く
あ
た
ら
し
く
し
た
ま
へ
と
て
あ
や
う
す
も
の
き
ぬ
な
と
い
ふ
も
の
た
て
ま
つ
り
を
き
た
ま
ふ
な
に
か
し
侍
ら
ん
か
き
り
は
つ
か
う
ま
つ
り
な
ん
何
か
お
ほ
し
わ
つ
ら
ふ
へ
き
つ
ね
の
よ
に
お
ひ
出
て
せ
け
ん
の
ゑ
い
く
は
に
ね
か
ひ
ま
つ
は
る
ゝ
か
き
り
な
ん
と
こ
ろ
せ
く
す
て
か
た
く
わ
れ
も
人
も
お
ほ
す
へ
か
め
る
か
ゝ
る
は
や
し
の
中
に
を
こ
な
ひ
つ
と
め
た
ま
は
ん
身
は
何
事と
か
は
う
ら
め
し
く
も
は
つ
か
し
く
も
お
ほ
す
へ
き
こ
の
62
オ
あ
ら
ん
い
の
ち
は
葉
の
う
す
き
か
こ
と
し
と
い
ひ
し
ら
せ
て
松
門
に
あ
か
つ
き
い
た
り
て
月
○にイ
徘
徊
す
と
法
師
な
れ
と
○いと
よ
し


し
く
は
つ
か
し
け
な
る
さ
ま
に
て
の
た
ま
ふ
こ
と
ゝ
も
を
思
ふ
や
う
に
も
い
ひ
き
か
せ
給
か
な
と
き
ゝ
ゐ
た
り
・
け
ふ
は
ひ
ね
も
す
に
ふ
く
風
の
音
も
い
と
心
ほ
そ
き
に
お
は
し
た
る
人
も
あ
は
れ
山
ふ
し
は
か
ゝ
る
日
に
そ
ね
は
な
か
る
な
る
か
し
と
い
ふ
を
聞
て
我
も
い
ま
は
山
ふ
し
そ
か
し
こ
と
は
り
に
と
ま
ら
ぬ
な
み
た
な
り
け
り
と
お
も
ひ
つ
ゝ
は
し
の
か
た
に
た
ち
出
て
62
ウ
み
れ
は
は
る
か
な
る
軒
は
よ
り
か
り
き
ぬ
す
か
73
た
色


に
た
ち
ま
し
り
て
み
ゆ
山
へ
の
ほ
る
人
な
り
と
て
も
こ
な
た
の
道
に
は
か
よ
ふ
人
も
い
と
た
ま
さ
か
な
り
く
ろ
谷
と
か
い
ふ
か
た
よ
り
あ
り
く
法
師
の
跡
の
み
ま
れ
ま
れ
は
見
ゆ
る
を
れ
い
の
す
か
た
み
つ
け
た
る
は
あ
ひ
な
く
め
つ
ら
し
き
に
此
う
ら
み
わ
ひ
し
中
将
成
け
り
か
ひ
な
き
こ
と
も
い
は
ん
と
て
も
の
し
た
り
け
る
を
紅
葉
の
い
と
お
も
し
ろ
く
ほ
か
の
く
れ
な
ゐ
に
そ
め
ま
し
た
る
色


な
れ
は
入
く
る
よ
り
そ
物
あ
は
63
オ
れ
な
り
け
る
こ
ゝ
に
い
と
心
ち
よ
け
な
る
人
を
見
つ
け
た
ら
○んイ
は
あ
や
し
く
そ
お
ほ
ゆ
へ
き
な
と
お
も
ひ
て
・
はい
と
ま
あ
り
て
つ
れ


な
る
心
ち
し
侍
に
も
紅
葉
も
い
か
に
と
お
も
ふ
給
へ
て
な
ん
猶
立
か
へ
り
た
ひ
ね
も
し
つ
へ
き
こ
の
も
と
に
こ
そ
と
て
み
い
た
し
た
ま
へ
り
・
あ
ま
君
れ
い
の
涙
も
ろ
に
て
木
か
ら
し
の
吹
に
し
山
の
ふ
も
と
に
は
た
ち
か
く
○る
へ
き
か
け
た
に
そ
な
き
と
の
た
ま
へ
は
ま
つ
人
も
あ
ら
し
と
思
ふ
山
さ
と
の
こ
す
ゑ
を
63
ウ
見
つ
ゝ
猶
そ
す
き
う
き
い
ふ
か
ひ
な
き
人
の
御
こ
と
を
猶
つ
き
せ
す
の
給
て
さ
ま
か
は
り
給
へ
ら
ん
さ
ま
を
い
さ
ゝ
か
見
せ
よ
と
少
将
の
あ
ま
に
の
た
ま
ふ
そ
れ
を
た
に
ち
き
り
し
し
る
し
に
せ
よ
と
せ
め
た
ま
へ
は
い
り
て
み
る
に
こ
と
さ
ら
に
も
人
に
見
せ
ま
ほ
し
き
さ
ま
し
て
そ
お
は
す
る
う
す
に
ひ
色
の
あ
や
な
か
に
は
く
は
ん
さ
う
な
と
す
み
た
る
色
を
き
て
い
と
さ
ゝ
や
か
に
や
う
た
い
を
か
し
く
い
ま
め
き
た
る
か
た
ち
に
か
み
は
い
つ
へ
の
あ
ふ
き
を
ひ
ろ
け
た
る
や
う
に
こ
ち
た
き
64
オ
す
ゑ
つ
き
な
り
こ
ま
か
に
う
つ
く
し
き
お
も
や
う
の
け
さ
う
を
い
み
し
く
し
た
ら
ん
や
う
に
あ
か
く
に
ほ
ひ
た
り
を
こ
な
ひ
な
と
を
し
た
ま
ふ
な
を
す
ゝ
は
ち
か
き
き
ち
や
う
に
う
ち
か
け
て
経
に
心
74
を
い
れ
て
よ
み
た
ま
へ
り
さ
ま
ゑ
に
も
か
ゝ
ま
ほ
し
う
う
ち
み
る
こ
と
に
な
み
た
の
と
め
か
た
き
心
ち
す
る
を
ま
い
て
心
か
け
給
は
ん
お
と
こ
○は
い
か
に
見
た
て
ま
つ
り
給
は
ん
と
思
て
さ
る
へ
き
お
り
に
や
あ
り
け
ん
さ
まう
し
の
か
け
か
ね
の
も
と
に
あ
き
た
る
あ
な
を
お
し
へ
て
ま
き
る
へ
き
き
ち
や
う
64
ウ
な
と
ひ
き
や
り
た
り
い
と
か
く
は
お
も
は
す
こ
そ
あ
り
し
か
い
み
し
く
お
も
ふ
さ
ま
な
り
け
る
ひ
と
を
と
わ
か
し
た
ら
ん
あ
や
ま
ち
の
や
う
に
お
し
く
ゝ
や
し
く
か
な
し
け
れ
は
つ
ゝ
み
も
あ
つへ
す
も
の
く
る
お
し
き
ま
て
け
は
ひ
も
き
こ
え
ぬ
へ
け
れ
は
の
き
ぬ
か
は
か
り
○の
さ
ま
し
た
る
人
を
う
し
な
ひ
て
た
つ
ね
○ぬ
人
あ
り
け
ん
や
ま
た
そ
の
人
か
の
人
の
む
す
め
な
ん
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
す
か
く
れ
に
た
る
も
し
は
も
の
え
ん
し
し
て
世
を
そ
む
き
に
け
る
な
と
を
の
つ
か
ら
か
く
れ
な
か
る
へ
き
を
な
と
あ
や
し
く
65
オ
返
々
お
も
ふ
あ
ま
な
り
と
も
か
ゝ
る
さ
ま
し

た
ら
ん
人
は
う
た
て
も
お
ほ
え
し
な
と
中


見
と
こ
ろ
ま
さ
り
て
心
く
る
し
か
る
へ
き
を
忍
ひ
た
る
さ
ま
に
な
を
か
た
ら
ひ
と
り
て
む
と
お
も
へ
は
ま
め
や
か
に
か
た
ら
ふ
・
よ
の
つ
ね
○の
さ
ま
に
は
お
ほ
し
は
ゝ
か
る
こ
と
も
あ
り
け
ん
を
か
ゝ
る
さ
ま
に
な
り
た
ま
ひ
に
た
る
な
ん
心
や
す
く
き
こ
え
つ
へ
く
侍
さ
や
う
に
を
し
へ
き
こ
え
給
へ
き
し
か
た
の
わ
す
れ
か
た
く
て
か
や
う
に
ま
い
り
く
る
に
ま
た
い
ま
ひ
と
つ
心
さ
し
を
そ
へ
て
こ
そ
な
と
の
65
ウ
給
・
い
と
ゆ
く
す
ゑ
心
ほ
そ
く
う
し
ろ
め
た
き
あ
り
さ
ま
に
侍
め
る
に
ま
め
や
か
な
る
さ
ま
に
お
ほ
し
わ
す
れ
す
と
は
せ
給
は
ん
い
と
う
れ
し
く
こ
そ
お
も
ふ
た
ま
へ
を
か
め
は
へ
ら
さ
ら
ん
の
ち
な
ん
あ
は
れ
に
お
も
ふ
た
ま
へ
ら
る
へ
き
と
て
な
き
給
に
・
此
あ
ま
君
も
は
な
れ
ぬ
人
な
る
へ
し
た
れ
な
ら
ん
と
心
え
か
た
し
・
ゆ
く
す
ゑ
の
御
う
し
ろ
み
は
75
い
の
ち
も
し
り
か
た
く
た
の
も
し
け
な
き
み
○な
れ
と
さ
き
こ
え
そ
め
侍
な
は
さ
ら
に
か
は
り
侍
ら
し
た
つ
ね
き
こ
え
給
へ
き
人
は
ま
こ
と
に
66
オ
も
の
し
た
ま
は
ぬ
か
さ
や
う
の
こ
と
の
お
ほ
つ
か
な
き
に
な
ん
は
ゝ
か
る
へ
き
事
に
は
侍
ら
ね
と
な
を
へ
た
て
あ
る
心
ち
し
侍
へ
き
と
の
給
へ
は
・
人
に
し
ら
る
へ
き
さ
ま
に
て
世
に
経
た
ま
は
ゝ
さ
も
や
た
つ
ね
い
つ
る
人
も
侍
ら
ん
今
は
か
ゝ
る
か
た
に
思
か
き
り
つ
る
あ
り
さ
ま
に
な
ん
心
の
お
も
む
け
も
さ
の
み
み
え
侍
を
な
と
か
た
ら
ひ
給
・
こ
な
た
に
も
せ
う
そ
こ
し
給
へ
り
お
ほ
か
た
の
世
を
そ
む
き
け
る
君
な
れ
と
い
と
ふ
に
よ
せ
て
身
こ
そ
つ
ら
け
れ
ね
ん
こ
ろ
に
ふ
か
く
き
66
ウ
こ
え
給
ふ
こ
と
な
と
お
ほ
く
い
ひ
つ
た
ふ
は
ら
か
ら
と
お
ほ
し
な
せ
は
か
な
き
よ
の
物
か
た
り
な
と
も
き
こ
え
て
な
く
さ
め
ん
な
と
い
ひ
つ
ゝ
く
・
心
ふ
か
ゝ
ら
ん
御
物
か
た
り
な
と
き
ゝ
わ
く
へ
く
も
あ
ら
ぬ
こ
そ
く
ち
お
し
け
れ
と
い
ら
へ
て
こ
の
い
と
ふ
に
つ
け
た
る
い
ら
へ
は
し
給
は
す
お
も
ひ
よ
ら
す
あ
さ
ま
し
き
こ
と
も
あ
り
し
み
な
れ
は
い
と
う
と
ま
し
す
へ
て
く
ち
木
な
と
の
や
う
に
て
人
に
す
て
ら
れ
て
や
み
な
ん
と
も
て
な
し
た
ま
ふ
さ
れ
は
月
こ
ろ
た
ゆ
み
な
く
む
す
ほ
ゝ
れ
物
のを
の
み
お
ほ
67
オ
し
た
り
し
も
こ
の
ほ
い
の
こ
と
し
給
て
の
ち
よ
り
す
こ
し
は
れ


し
く
な
り
て
あ
ま
君
と
は
か
な
く
た
は
ふ
れ
も
し
か
は
し
こ
う
ち
な
と
し
て
そ
あ
るか
し
く
ら
し
給
お
こ
な
ひ
も
い
と
よ
く
し
て
ほ
くけ
ゑ
経
は
さ
ら
な
り
こ
と
ほ
う
も
ん
な
と
も
い
と
お
ほ
く
よ
み
給
・
雪
深
く
ふ
り
つ
み
人
め
た
え
た
る
比
そ
け
に
お
も
ひ
や
る
か
た
な
か
り
け
る
・
と
し
も
か
へ
り
ぬ
春
の
し
る
し
も
見
え
す
こ
ほ
り
わ
た
れ
る
水
の
音
せ
ぬ
さ
へ
心
ほ
そ
く
て
君
に
そ
ま
と
ふ
そと
の
給
ひ
し
人
は
心
う
し
と
思
は
て
に
た
れ
と
猶
そ
76
67
ウ
の
お
り
な
と
の
事
は
わ
す
れ
す
か
き
く
ら
す
野
山
の
雪
を
な
か
め
て
も
ふ
り
に
し
こ
と
そ
け
ふ
も
か
な
し
き
な
と
れ
い
の
な
く
さ
め
の
て
な
ら
ひ
を
を
こ
な
ひ
の
ひ
ま
に
は
し
給
わ
れ
よ
に
な
く
て
と
し
へ
た
ゝ
り
ぬ
る
を
お
も
ひ
い
つ
る
人
も
あ
ら
ん
か
し
な
と
思
出
る
と
き
も
お
ほ
か
り
・
わ
か
な
を
お
ろ
そ
か
な
る
こ
に
い
れ
て
人
の
も
て
き
た
り
け
る
を
あ
ま
君
み
て
山
里
の
雪
ま
の
わ
か
な
つ
み
は
や
し
猶
お
ひ
さ
き
の
た
の
ま
る
ゝ
か
な
と
て
こ
な
た
に
た
て
68
オ
ま
つ
れ
給
へ
り
け
れ
は
雪
ふ
か
き
野
辺
の
わ
か
な
も
い
ま
よ
り
は
君
か
た
め
に
そ
と
し
も
つ
む
へ
き
と
あ
る
を
さ
そ
お
ほ
す
ら
む
と
あ
は
れ
な
る
に
も
み
る
か
ひ
あ
る
へ
き
御
さ
ま
と
思
は
ま
し
か
は
と
ま
め
や
か
に
う
ち
な
い
給
・
ね
や
の
つ
ま
ち
か
き
こ
う
は
い
の
色
も
か
も
か
は
ら
ぬ
を
春
や
む
か
し
の
と
こ
と
花
よ
り
も
是
に
心
よ
せ
の
あ
る
は
あ
か
さ
り
し
匂
ひ
の
し
み
に
け
る
に
や
こ
や
に
あ
か
た
て
ま
つ
ら
せ
給
け
しら
う
の
あ
ま
の
す
こ
し
わ
か
き
か
あ
る
め
し
出
て
花
を
お
ら
68
ウ
す
れ
は
か
こ
と
か
ま
し
く
ち
る
に
い
と
ゝ
に
ほ
ひ
く
れ
は
袖
ふ
れ
し
人
こ
そ
見
え
ね
花
の
か
の
そ
れ
か
と
匂
ふ
春
の
明
ほ
の
お
ほ
あ
ま
君
の
ま
こ
の
紀
の
か
み
な
り
け
る
か
此
比
の
ほ
り
て
き
た
り
三
十
は
か
り
に
て
か
た
ち
き
よ
け
に
ほ
こ
り
か
な
る
さ
ま
し
た
り
な
に
こ
と
か
こ
そ
お
と
と
し
な
と
ゝ
ふ
に
ほ
け


し
き
さ
ま
な
れ
は
こ
な
た
に
き
て
い
と
こ
よ
な
く
こ
そ
ひ
か
み
給
に
け
れ
あ
は
れ
に
も
侍
哉
名
残
な
き
御
さ
ま
を
み
た
て
ま
つ
る
こ
と
か
た
く
て
と
を
き
ほ
と
に
年
月
を
す
く
し
侍
よ
お
や
た
ち
69
オ
物
し
給
は
て
後
の
ち
イ
は
ひ
と
所
を
こ
そ
御
か
は
り
に
思
き
こ
え
侍
れ
ひ
た
ち
の
き
た
の
か
た
を
は
を
77
と
つ
れ
き
こ
え
給
や
と
い
ふ
は
い
も
を
と
な
る
へ
し
・
と
し
月
に
そ
へ
て
は
つ
れ


に
あ
は
れ
な
る
事
の
み
ま
さ
り
て
な
ん
ひ
た
ち
は
い
と
ひ
さ
し
く
を
と
つ
れ
き
こ
え
給
は
さ
め
り
え
ま
ち
つ
け
給
ま
し
き
さ
ま
に
な
ん
見
え
た
ま
ふ
と
の
給
に
・
わ
か
お
や
の
な
と
あ
い
な
く
み
ゝ
と
○と
ま
る
に
・
又
い
ふ
や
う
ま
か
り
の
ほ
り
て
日
こ
ろ
に
な
り
侍
ぬ
る
を
お
ほ
や
け
こ
と
の
い
と
し
け
く
む
つ
か
し
く
の
み
侍
に
69
ウ
か
ゝ
つ
ら
ひ
て
な
ん
き
の
ふ
も
さ
ふ
ら
は
ん
と
お
も
ふ
た
ま
へ
し
を
右
大
将
と
の
ゝ
宇
治
に
お
は
せ
し
御
と
も
に
つ
か
う
ま
つ
り
て
故
八
の
宮
の
す
み
た
ま
ひ
し
所
に
お
は
し
て
日
く
ら
し
た
ま
ひ
し
故
宮
の
御
む
す
め
に
か
よ
ひ
給
し
を
ま
つ
一
と
こ
ろ
は
一
と
せ
う
せ
給
に
き
そ
の
御
を
と
うう
と
又
忍
ひ
て
す
ゑへ
た
て
ま
つ
り
給
へ
り
け
る
を
去
年
の
春
又
う
せ
給
に
け
れ
は
そ
の
御
は
て
・
の
わ
さ
せ
さ
せ
た
ま
は
ん
こ
と
か
の
寺
の
律
師
に
な
ん
さ
る
へ
き
こ
と
の
た
ま
は
せ
て
な
に
か
し
70
オ
も
か
の
女
の
さ
う
そ
く
一
く
た
り
て
う
し
は侍
へ
る
へ
き
を
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
ん
や
を
ら
す
へ
き
も
の
○は
い
そ
き
せ
さ
せ
侍
な
ん
と
い
ふ
を
き
く
に
い
か
て
か
は
あ
は
れ
な
ら
さ
ら
ん
人
や
あ
や
し
と
み
ん
と
つ
ゝ
ま
し
う
て
お
く
に
む
か
ひ
て
ゐ
た
ま
へ
り
・
あ
ま
君
か
の
ひ
し
り
の
み
こ
の
御
む
す
め
は
ふ
た
り
○と
き
ゝ
し
を
兵
部

の
宮
の
北
の
か
た
は
い
つ
れ
そ
と
の
た
ま
へ
は
・
こ
の
大
将
と
の
の
御
の
ち
の
は
を
と
り
は
ら
な
る
へ
し
こ
と


し
く
も
も
て
な
し
給
は
さ
り
け
る
を
い
み
し
く
か
な
し
ひ
給
な
り
は
し
め
の
は
た
い
み
70
ウ
し
か
り
き
ほ
と


出
家
す
け
も
し
給
つ
へ
か
り
き
か
し
な
と
か
た
る
・
か
の
わ
た
り
の
し
た
し
き
人
成
け
り
と
見
る
に
も
さ
す
か
お
そ
ろ
し
・
あ
や
し
く
や
う
の
物
と
か
し
こ
に
て
し
も
う
せ
給
ひ
け
る
こ
と
き
の
ふ
も
い
と
ふ
ひ
ん
に
は侍
へ
り
し
か
な
河
ち
か
き
所
78
に
て
水
を
の
そ
き
た
ま
ひ
て
い
み
し
く
な
き
給
き
う
へ
に
の
ほ
り
給
て
は
し
ら
に
か
き
つ
け
給
し
見
し
人
は
か
け
も
と
ま
ら
ぬ
水
の
う
へ
に
お
ち
そ
ふ
な
み
た
い
と
ゝ
せ
き
あ
へ
す
と
な
ん
侍
し
こ
と
に
あ
ら
は
し
71
オ
て
の
給
ふ
こ
と
は
す
く
な
け
れ
と
た
ゝ
け
し
き
に
は
い
と
哀
な
る
御御イ
様
に
な
ん
見
え
た
ま
ひ
し
を
ん
な
は
い
み
し
く
め
て
た
て
ま
つ
り
ぬ
へ
く
な
ん
わ
か
く
侍
し
時
よ
り
い
う
に
お
は
し
ま
す
と
み
た
て
ま
つ
り
し
み
に
し
か
は
世
中
の
い
ち
の
所
も
何
と
も
思
ひ
侍
ら
す
た
ゝ
此
と
の
を
た
の
み
き
こ
え
さ
せ
て
な
ん
す
く
し
侍
ぬ
る
と
か
た
る
に
・
こ
と
に
ふ
か
き
心
も
な
け
な
る
か
や
う
の
人
た
に
御
あ
り
さ
ま
を
○はイ
見
し
り
に
け
り
と
お
も
ふ
・
あ
ま
君
ひ
か
る
君
と
き
こ
え
け
ん
こ
ゐ
ん
の
御
あ
り
さ
ま
に
は
え
な
ら
ひ
給
は
し
71
ウ
と
お
ほ
ゆ
る
を
た
ゝ
い
ま
の
よ
に
こ
の
御
そ
う
そ
め
て
ら
れ
給
ふ
な
る
右
大
臣
殿
と
ゝ
の
た
ま
へ
は
そ
れ
は
か
た
ち
も
い
と
う
る
は
し
う
き
よ
ら
に
す
う
と
く
に
て
き
は
こ
と
な
る
さ
ま
そ
し
給
へ
る
兵
部

の
宮
そ
い
と
い
み
し
く
お
は
す
る
や
を
ん
な
に
て
な
れ
つ
か
う
ま
つ
ら
は
や
と
な
ん
お
ほ
え
侍
な
と
を
し
へ
た
ら
ん
や
う
に
い
ひ
つ
ゝ
く
・
あ
は
れ
れ
(
マ
マ)
に
も
お
か
し
く
も
き
く
に
身
の
う
へ
も
此
世
の
こ
と
ゝ
も
お
ほ
え
す
と
ゝ
こ
ほ
る
こ
と
な
く
か
た
り
を
き
て
出
ぬ
・
わ
す
れ
給
は
ぬ
に
こ
そ
は
と
あ
は
れ
と
お
も
ふ
72
オ
に
も
い
と
ゝ
は
ゝ
君
の
御
心
の
う
ち
お
し
は
か
ら
る
れ
と
中


い
ふ
か
ひ
な
き
さ
ま
を
見
え
き
こ
え
た
て
ま
つ
ら
ん
は
な
を
い
と
つ
ゝ
ま
し
く
そ
あ
り
け
る
・
か
の
人
の
い
ひ
つ
け
し
こ
と
な
と
そ
め
い
そ
く
を
見
る
に
つ
け
て
も
あ
や
し
く
め
つ
ら
か
な
る
心
ち
す
れ
と
か
け
て
も
い
ひ
出
ら
れ
す
た
ち
ぬ
ひ
な
と
す
る
を
こ
れ
御
ら
ん
し
い
れ
よ
物
を
い
と
う
つ
く
し
く
ひ
ね
ら
せ
給
へ
は
と
て
こ
う
ち
き
の
ひ
と
へ
79
た
て
ま
つ
る
を
う
た
て
お
ほ
ゆ
れ
は
心
ち
あ
し
と
て
手
も
ふ
れ
す
ふ
し
給
へ
り
あ
ま
君
い
そ
く
72
ウ
こ
と
を
う
ち
捨
て
い
か
ゝ
お
ほ
さ
る
ゝ
な
と
思
み
た
れ
給
ふ
く
れ
な
ゐ
に
さ
く
ら
の
お
り
も
の
ゝ
う
ち
き
か
さ
ね
て
お
ま
へ
に
は
か
ゝ
る
を
こ
そ
た
て
ま
つ
ら
す
へ
け
れ
あ
さ
ま
し
き
す
み
そ
め
な
り
や
と
い
ふ
人
あ
り
あ
ま
衣
か
は
れ
る
身
に
や
あ
り
し
よ
の
形
見
に
袖
を
か
け
て
し
の
は
ん
と
か
き
て
い
と
を
し
く
な
く
も
成
な
ん
の
ち
に
物
の
か
く
れ
な
き
よ
な
り
け
れ
は
き
ゝ
あ
は
せ
な
と
し
て
う
と
ま
し
き
ま
て
か
く
し
け
る
と
や
お
も
は
ん
な
と
さ
ま


思
ひ
73
オ
つ
ゝ
過
に
し
か
た
の
こ
と
は
た
え
て
わ
す
れ
侍
に
し
を
か
や
う
な
る
こ
と
を
お
ほ
し
い
そ
く
に
つ
け
て
こ
そ
ほ
の
か
に
哀
な
れ
と
お
ほ
と
か
に
の
給
・
さ
り
と
も
お
ほ
し
出
る
こ
と
は
お
ほ
か
ら
ん
を
つ
き
せ
す
へ
た
て
た
ま
ふ
こ
そ
心
う
せけ
れ
こ
ゝ
に
は
か
ゝ
る
よ
の
つ
ね
の
色
あ
ひ
な
と
ひ
さ
し
く
わ
す
れ
に
け
れ
は
な
を


し
く
侍
に
つ
け
て
も
む
か
し
の
人
あ
ら
ま
し
か
は
な
と
お
も
ひ
い
て
侍
し
か
あ
つ
か
ひ
き
こ
え
給
け
む
人
よ
に
お
は
す
ら
ん
や
か
く
な
く
な
し
て
み
侍
し
た
に
な
を
い
つ
こ
に
あ
ら
ん
そ
こ
と
た
に
た
つ
ね
73
ウ
き
か
ま
ほ
し
く
お
ほ
え
侍
を
ゆ
く
ゑ
し
ら
て
思
き
こ
え
給
人


侍
ら
ん
か
し
と
の
給
へ
は
・
見
し
ほ
と
ま
て
は
ひ
と
り
は
物
し
給
き
こ
の
月
こ
ろ
う
せ
や
し
た
ま
ひ
ぬ
ら
ん
と
て
な
み
た
の
お
つ
る
を
ま
き
ら
は
し
て
中


お
も
ひ
い
つ
る
に
つ
け
て
う
た
て
侍
れ
は
こ
そ
え
き
こ
え
い
て
ね
へ
た
て
は
何
事
に
か
の
こ
し
侍
ら
ん
と
こ
と
す
く
な
に
の
給
ひ
な
し
つ
・
大
将
は
こ
の
は
て
の
こ
と
な
と
せ
さ
せ
給
て
は
か
な
く
て
も
や
み
ぬ
る
か
な
と
哀
に
お
ほ
す
か
の
ひ
た
ち
の
こ
と
も
は
か
う
ふ
り
し
た
る
は
蔵
74
オ
80
人
に
な
し
わ
か
御
つ
か
さ
の
そ
う
に
な
し
な
と
い
た
は
り
給
け
り
わ
ら
は
な
る
か
中
に
き
よ
け
な
る
を
は
ち
か
く
つ
か
ひ
な
ら
さ
ん
と
そ
お
ほ
し
た
り
け
る
・
雨
な
と
ふ
り
て
し
め
や
か
な
る
夜
き
さ
い
の
宮
に
ま
い
り
給
へ
り
御
ま
へ
の
と
や
か
な
る
白日
に
て
御
物
か
た
り
な
と
き
こ
え
給
つ
ゐ
て
に
あ
や
し
き
山
さ
と
に
と
し
こ
ろ
ま
か
り
か
よ
ひ
み
給
へ
し
を
人
の
そ
し
り
侍
し
も
さ
る
へ
き
に
こ
そ
は
あ
ら
め
た
れ
も
心
の
よ
る
か
た
の
こ
と
は
さ
な
ん
あ
る
と
思
た
ま
へ
な
し
つ
ゝ
猶
時
々
見
た
ま
ひ
し
を
74
ウ
所
の
さ
る
さ
か
に
や
と
心
う
く
思
ふ
た
ま
へ
な
り
に
し
後
は
み
ち
も
は
る
け
き
心
ち
し
侍
て
ひ
さ
し
く
物
し
侍
ら
ぬ
を
さ
い
つ
こ
ろ
も
の
ゝ
た
よ
り
に
ま
か
り
て
は
か
な
き
世
の
あ
り
さ
ま
と
り
か
さ
ね
て
お
も
ふ
た
ま
へ
し
に
こ
と
さ
ら
た
う
し
ん
を
ゝ
こ
す
へ
く
つ
く
り
を
き
た
り
け
る
ひ
し
り
の
す
み
か
と
な
ん
お
ほ
え
侍
し
と
け
い
し
給
に
・
か
の
こ
と
お
ほ
し
出
て
い
と


を
し
け
れ
は
そ
こ
に
は
を
そ
ろ
し
き
物
や
す
む
ら
ん
い
か
や
う
に
て
か
か
の
人
は
な
く
な
り
に
し
と
ゝ
は
せ
給
を
猶
う
ち
つ
ゝ
き
た
る
75
オ
を
お
ほ
し
よ
る
か
た
と
思
ひ
て
さ
も
侍
ら
ん
さ
や
う
の
人
は
な
れ
た
る
と
こ
ろ
は
よ
か
ら
ぬ
も
の
な
ん
か
な
ら
す
す
み
つ
き
侍
を
う
せ
侍
に
し
さ
ま
も
い
と
あ
や
し
く
侍
と
て
く
は
し
く
は
き
こ
え
給
は
す
・
な
を
か
く
忍
ふ
る
す
ち
を
き
ゝ
あ
ら
は
し
け
り
と
お
も
ひ
給
は
ん
か
い
と
を
し
く
お
ほ
さ
れ
み
や
の
も
の
を
の
み
お
ほ
し
て
其
比
は
や
ま
ひ
に
も
な
り
給
し
を
お
ほ
し
あ
は
す
る
に
も
さ
す
か
に
心
く
る
し
く
て
か
た


に
く
ち
い
れ
に
く
き
人
の
う
へ
と
お
ほ
し
と
ゝ
め
つ
こ
宰
相
に
忍
ひ
て
大
将
か
の
ひ
と
75
ウ
の
こ
と
を
い
と
あ
は
れ
と
思
て
の
た
ま
ひ
し
に
い
と
を
し
く
て
う
ち
出
つ
へ
か
り
し
か
と
そ
れ
に
も
あ
ら
さ
ら
む
物
ゆ
へ
と
つ
ゝ
ま
し
く
て
な
ん
き
み
そ
こ
と


81
き
ゝ
あ
は
せ
け
る
か
た
は
な
ら
ん
こ
と
は
と
り
か
く
し
て
さ
る
こ
と
な
ん
あ
り
け
る
と
お
ほ
か
た
の
物
か
た
り
の
つ
ゐ
て
に
そ
う
つ
の
い
ひ
し
こ
と
か
た
れ
と
の
給
は
す
・
御
ま
へ
に
た
に
つ
ゝ
ま
せ
給
は
ん
こ
と
を
ま
し
て
こ
と
人
は
い
か
て
か
と
き
こ
え
さ
す
れ
と
・
さ
ま


な
る
こ
と
に
こ
そ
ま
た
ま
ろ
は
い
と
お
し
き
○こ
と
そ
あ
る
や
と
の
給
は
す
る
も
心
え
て
76
オ
お
か
し
と
み
た
て
ま
つ
る
・
た
ち
よ
り
て
物
か
た
り
な
と
し
給
つ
ゐ
て
に
い
ひ
い
て
た
り
め
つ
ら
か
に
あ
や
し
と
い
か
て
か
は
お
と
ろ
か
れ
給
は
さ
ら
ん
宮
の
と
は
せ
給
し
も
か
ゝ
る
こ
と
を
ほ
の
お
ほ
し
よ
り
て
な
り
け
り
な
と
か
の
た
ま
は
せ
は
つ
ま
し
き
と
つ
ら
け
れ
と
我
も
は
し
め
よ
り
あ
り
し
さ
ま
の
事
き
こ
え
そ
め
さ
り
し
か
は
き
ゝ
て
の
ち
も
な
を
ゝ
こ
か
ま
し
き
心
ち
し
て
人
に
す
へ
て
も
ら
さ
ぬ
を
な
か


ほ
か
に
は
き
こ
ゆ
る
こ
と
も
あ
ら
ん
か
し
う
つ
ゝ
の
人
々
の
な
か
に
忍
ふ
る
こ
と
た
に
か
く
れ
あ
る
世
中
76
ウ
か
は
な
と
お
も
ひ
い
り
て
こ
の
人
に
も
さ
な
ん
あ
り
し
な
と
も
あ
か
し
給
は
ん
こ
と
は
な
を
く
ち
を
も
き
心
ち
し
て
・
な
を
あ
や
し
と
お
も
ひ
し
人
の
こ
と
に
ゝ
て
も
あ
り
け
る
人
の
あ
り
さ
ま
か
な
さ
て
そ
の
ひ
と
は
な
を
あ
ら
ん
や
と
の
た
ま
へ
は
・
か
の
そ
う
つ
の
山
よ
り
出
し
日
な
ん
あ
ま
に
な
し
つ
る
い
み
し
く
わ
つ
ら
ひ
し
ほ
と
に
も
み
な
人
お
し
み
て
せ
さ
せ
さ
り
し
を
さ
う
し
み
の
ほ
い
ふ
か
き
よ
し
を
い
ひ
て
な
り
ぬ
る
と
こ
そ
は侍
へ
な
り
し
か
と
い
ふ
と
こ
ろ
も
か
なは
ら
す
そ
の
比
の
あ
り
さ
ま
と
お
も
ひ
77
オ
あ
は
す
る
に
た
か
ふ
ゝ
し
な
け
れ
は
ま
こ
と
に
そ
れ
と
た
つ
ね
い
て
た
ら
ん
い
と
あ
さ
ま
し
き
心
地
も
す
へ
き
か
な
い
か
て
か
は
た
し
か
に
き
く
へ
き
お
り
た
ち
て
た
つ
ね
あ
り
か
ん
も
か
た
く
な
し
と
や
人
の
い
ひ
な
さ
ん
又
か
の
宮
も
き
ゝ
つ
け
た
ま
へ
ら
ん
に
は
か
な
ら
す
お
ほ
し
い
て
ゝ
お
も
ひ
82
い
り
に
け
ん
み
ち
も
さ
ま
た
け
給
て
ん
か
し
さ
て
さ
な
の
た
ま
ひ
そ
な
と
き
こ
え
を
き
給
け
れ
は
に
や
我
に
は
さ
る
こ
と
な
ん
き
ゝ
し
と
さ
る
め
つ
ら
し
き
こ
と
を
き
こ
し
め
し
な
か
ら
の
た
ま
は
せ
77
ウ
ぬ
に
や
あ
り
け
ん
宮
も
か
ゝ
つ
ら
ひ
給
に
て
は
い
み
し
く
あ
は
れ
と
お
も
ひ
な
か
ら
も
さ
ら
に
や
か
て
う
せ
に
し
物
と
お
も
ひ
な
し
て
を
や
み
な
ん
う
つ
し
人
に
な
り
て
す
ゑ
の
世
に
は
き
な
る
い
つ
み
の
ほ
と
り
は
か
り
を
ゝ
の
つ
か
ら
か
た
ら
ひ
よ
る
か
せ
の
ま
き
れ
も
あ
り
な
ん
わ
か
物
に
と
り
返
し
み
ん
の
心
は
つ
か
は
し
な
と
思
み
た
れ
て
猶
の
た
ま
は
す
や
あ
ら
ん
と
思
へ
と
御
け
し
き
の
ゆ
か
し
け
れ
は
大
宮
に
さ
る
へ
き
つ
い
て
つ
く
り
出
て
そ
け
い
し
給
・
あ
さ
ま
し
く
て
う
し
な
ひ
侍
ぬ
と
お
も
ふ
給
78
オ
へ
し
人
よ
に
お
ち
あ
ふ
れ
て
あ
る
や
う
に
人
の
ま
ね
ひ
侍
し
か
な
い
か
て
か
さ
る
事
は
侍
ら
ん
と
思
た
ま
つへ
れ
と
心
と
お
と
ろ


し
く
も
て
は
な
る
る
こ
と
は
侍
ら
す
や
と
お
も
ひ
わ
た
り
は侍
へ
る
人
の
あ
り
さ
ま
に
侍
れ
は
人
の
か
た
り
侍
し
や
う
に
て
は
さ
る
や
う
も
や
侍
ら
ん
と
に
つ
か
は
し
く
思
ふ
た
ま
へ
ら
る
ゝ
と
て
い
ま
す
こ
し
き
こ
え
い
て
給
ふ
宮
の
御
こ
と
を
い
と
は
つ
か
し
け
に
さ
す
か
に
う
ら
み
た
る
さ
ま
に
は
い
ひ
な
し
給
は
て
か
の
事
又
さ
な
ん
と
聞
つ
け
給
へ
ら
は
か
た
く
な
に
す
き


し
く
も
お
ほ
78
ウ
さ
れ
ぬ
へ
し
さ
ら
に
さ
て
あ
り
と
も
し
ら
す
か
ほ
に
て
す
く
し
侍
な
ん
と
け
い
し
た
ま
へ
は
・
そ
う
つ
の
か
た
り
し
に
い
と
物
を
そ
ろ
し
か
り
し
よ
の
こ
と
に
て
み
ゝ
も
と
ゝ
め
さ
り
し
こ
と
に
こ
そ
宮
は
い
か
て
か
き
ゝ
給
は
ん
き
こ
え
ん
か
た
な
か
り
け
る
御
心
の
ほ
と
か
な
と
き
け
は
ま
し
て
き
ゝ
つ
け
給
は
む
こ
そ
い
と
く
る
し
か
る
へ
け
れ
か
ゝ
る
す
ち
に
つ
け
て
い
と
か
ろ
く
う
き
物
に
の
み
世
に
し
ら
れ
給
ぬ
め
れ
と
心
う
く
な
ん
と
の
た
ま
は
す
・
い
と
83
を
も
き
御
心
な
れ
は
か
な
ら
す
し
も
う
ち
と
け
世
79
オ
か
た
り
に
て
も
人
の
忍
ひ
て
け
い
し
け
ん
こ
と
を
も
ら
さ
せ
給
は
し
な
と
お
ほ
す
・
す
む
ら
ん
山
さ
と
は
い
つ
こ
に
か
あ
ら
ん
い
か
に
し
て
さ
ま
あ
し
か
ら
す
た
つ
ね
よ
ら
ん
そ
う
つ
に
あ
ひ
て
こ
そ
は
た
し
か
な
る
あ
り
さ
ま
も
き
ゝ
あ
は
せ
な
と
し
て
と
も
か
く
も
と
ふ
へ
か
め
れ
な
と
た
ゝ
こ
の
こ
と
を
お
き
ふ
し
お
ほ
す
・
月
こ
と
の
八
日
○に
は
か
な
ら
す
た
う
と
き
わ
さ
せ
さ
せ
給
へ
は
や
く
し
ほ
と
け
に
よ
せ
た
て
ま
つ
る
に
も
て
な
し
給
へ
る
た
よ
り
に
中
堂
に
は
時
々
ま
い
り
給
け
り
そ
れ
よ
り
や
か
て
よ
河
に
79
ウ
お
は
せ
ん
と
お
ほ
し
て
か
の
せ
う
と
の
わ
ら
は
な
る
ゐ
て
お
は
す
そ
の
人


に
は
と
み
に
し
ら
せ
し
あ
り
さ
ま
に
そ
し
た
か
は
ん
と
お
ほ
せ
と
う
ち
み
ん
夢
の
心
ち
に
も
あ
は
れ
を
も
く
は
へ
ん
と
に
や
あ
り
け
ん
・
さ
す
か
に
そ
の
人
と
は
見
つ
け
な
か
ら
あ
や
し
き
さ
ま
に
か
た
ち
こ
と
な
る
人
の
中
に
て
う
き
こ
と
を
き
ゝ
つ
け
た
ら
ん
こ
そ
い
み
し
か
る
へ
け
れ
と
よ
ろ
つ
に
み
ち
す
か
ら
お
ほ
し
み
た
れ
け
る
に
や
80
オ
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注(
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長
谷
川
端
蔵
『
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氏
物
語』
源
氏
物
語
筆
者
目
録
源
氏
物
語
秘
訣｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
七
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
五
年
三
月)
(
２)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
昌
琢
筆
桐
壺｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
八
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
五
年
十
月)
(
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｢
長
谷
川
端
蔵
『
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氏
物
語』
玄
陳
筆
帚
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『
文
学
部
紀
要』
第
四
八
巻
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号
(
中
京
大
学
文
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部
平
成
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(
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長
谷
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蔵
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氏
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語』
玄
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蝉
岡
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主
水
筆
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『
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学
部
紀
要』
第
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九
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号
(
中
京
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学
文
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部
平
成
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(
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｢
長
谷
川
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蔵
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氏
物
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岡
本
主
水
筆
若
紫
石
井
了
倶
筆
末
摘
花
左
馬
助
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花
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『
文
学
部
紀
要』
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四
九
巻
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号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
七
年
三
月)
(
７)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
東
寺
観
智
院
筆
葵
岡
本
主
水
筆
賢
木
北
左
平
次
行
生
筆
花
散
里｣
『
文
学
部
紀
要』
第
五
〇
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
七
年
十
月)
(
８)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
大
鳥
居
信
岩
筆
須
磨
岡
本
主
水
筆
明
石
澪
標｣
『
文
学
部
紀
要』
第
五
〇
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
八
年
三
月)
(
９)
注
８
に
同
じ
。
(
)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
岡
本
主
水
筆
橋
姫｣
『
文
学
部
紀
要』
第
五
一
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部)
(
)
注
６
に
同
じ
。
(
)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
紅
葉
賀｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
六
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
三
月)
(
)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
宿
木｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
七
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
十
月)
(
)
注
６
に
同
じ
。
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()
注
７
に
同
じ
。
(
)
注
７
に
同
じ
。
(
)
注
８
に
同
じ
。
(
)
注
４
に
同
じ
。
(
)
注
３
に
同
じ
。
(
)
池
田
亀
鑑
氏
編
著
『
源
氏
物
語
大
成』
第
二
冊
(
中
央
公
論
社
昭
和
五
九
年
一
一
月)
(
)
財
団
法
人
日
本
古
典
文
学
会
『
尾
州
家
河
内
本
源
氏
物
語』
第
三
巻
(
)
池
田
和
臣
氏
編
『
飯
島
本
源
氏
物
語』
第
三
巻
(
笠
間
書
院
平
成
二
一
年
二
月)
(
	)
芳
賀
幸
四
郎
氏
『
三
条
西
実
隆』
人
物
叢
書
(
吉
川
弘
文
館
昭
和
三
五
年
四
月)
｢
四
大
乱
後
の
世
相
と
和
学
へ
の
道｣
(

)
岸
上
慎
二
氏
他
編
『
日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
三
条
西
家
証
本』
(
八
木
書
店
平
成
六
年
九
月
〜
八
年
五
月)
。｢
手
習｣
に
｢
以
証
本
書
写
之
老
後
之
／
手
習
無
其
益
慚
愧
之
／
享
禄
辛
卯
正
月
廿
日
／
逍
遥
老
叟
七
十
七
歳
／
読
合
直
付
終
了｣
と
あ
り
、｢
篝
火｣
に
は
、｢
享
禄
三
八
廿
八
書
了
九
月
十
四
了
／
五
枚｣
と
、
実
隆
の
奥
書
が
あ
る
。
(
)
古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所
編
『
大
島
本
源
氏
物
語』
第
三
巻
(
平
成
八
年
五
月
角
川
書
店)
(
)
菅
原
郁
子
氏
『
正
徹
本
の
所
在』
『
日
本
古
典
籍
に
お
け
る
｢
表
記
情
報
学｣
の
基
礎
構
築
に
関
す
る
研
究』
一
号
(
国
文
学
研
究
資
料
館
平
成
二
四
年
三
月)
を
参
考
。
(
)
吉
田
幸
一
氏
編
『
伏
見
天
皇
本
影
印
源
氏
物
語
四』
古
典
文
庫
第
五
三
九
冊
(
古
典
文
庫
平
成
三
年
十
月)
(
)
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
青
表
紙
本』
五
四
巻
、
系
図
一
巻
・
極
二
通
五
五
冊
。
里
村
紹
巴
自
筆
奥
書
紹
九
等
寄
合
書
。
(
)
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
。
鶴
見
大
学
図
書
館
編
『
特
定
テ
ー
マ
別
蔵
書
目
録
集
成
三
源
氏
物
語』
(
鶴
見
大
学
図
書
館
平
成
七
年
二
月)
に
よ
る
と
、
鶴
見
大
本
は
寛
永
頃
の
書
写
で
｢
賢
木｣
に
｢
天
正
十
四
丙
戌
年
／
縦
紹
巴
法
橋
請
講
釈
本
也｣
と
い
う
奥
書
が
あ
る
。
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()
山
岸
徳
平
氏
・
今
井
源
衛
氏
監
修
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
青
表
紙
本
源
氏
物
語』
(
新
典
社
昭
和
四
三
年
二
月
〜
四
五
年
八
月)
。｢
桐
壺｣
に
｢
此
物
語
五
十
四
帖
以
青
表
／
紙
証
本
令
書
写
校
合
銘
是
／
当
代
宸
翰
也
殊
可
謂
珎
奇
／
可
秘
蔵
ヽ
ヽ
／
権
大
納
言
藤
実
隆
／
(
花
押)｣
、｢
夢
浮
橋｣
に
｢
此
物
語
以
青
表
紙
／
証
本
終
全
部
之
書
／
功
者
也
／
亞
槐
下
拾
遺
小
臣
(
花
押)｣
と
奥
書
が
あ
る
。
実
隆
が
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
る
永
正
三
年
(
一
五
〇
六)
ま
で
に
書
写
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
る
。
(
)
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
青
表
紙
本』
五
四
巻
、
目
録
二
巻
・
極
一
巻
五
六
冊
。｢
夢
浮
橋｣
に
｢
此
物
語
五
十
四
帖
相
公
羽
林
実
世

／
借
当
時
男
女
之
手
終
一
部
之
／
書
功
須
為
万
代
不
朽
之
家
珎
／
而
已
／
天
文
癸
巳
暦
季
夏
下
澣
候
／
老
比
迫
堯
空
書｣
と
実
隆
の
奥
書
が
あ
る
。
(
)
今
井
卓
爾
氏
他
編
『
源
氏
物
語
の
本
文
と
受
容』
源
氏
物
語
講
座
八
(
平
成
四
年
一
二
月
勉
誠
社)
池
田
利
夫
氏
｢
源
氏
物
語
の
諸
本｣
(
)
清
水
婦
久
子
氏
『
源
氏
物
語
版
本
の
研
究』
(
平
成
一
五
年
三
月
和
泉
書
院)
(
)
吉
田
幸
一
氏
『
絵
入
本
源
氏
物
語
考』
上
日
本
書
誌
大
系
五
三
(
青
裳
堂
書
店
昭
和
六
二
年
一
〇
月)
(
)
注

と
同
書
に
｢
承
応
絵
入
版
は
、
そ
れ
自
体
後
刷
り
さ
れ
た
が
、
後
に
は
、
絵
ま
で
そ
っ
く
り
真
似
し
た
万
治
三
年
(
一
六
六
〇)
刊
の
横
本｣
と
あ
り
、｢
承
応
絵
入
版｣
(
承
応
本)
を
採
用
し
た
の
で
、
こ
の
万
治
三
年
の
絵
入
本
は
除
外
し
た
。
(
)
伊
井
春
樹
氏
編
『
萬
水
一
露』
二
巻
源
氏
物
語
古
注
集
成
二
五
巻
(
平
成
元
年
二
月
桜
楓
社)
(
	)
工
藤
進
思
郎
氏
編
『
首
書
源
氏
物
語
蓬
生
関
屋』
(
昭
和
六
二
年
一
〇
月
和
泉
書
院)
(

)
伊
井
春
樹
氏
他
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成』
四
巻
(
平
成
三
年
一
月
お
う
ふ
う)
(
)
伊
井
春
樹
氏
他
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
続』
四
巻
(
平
成
一
九
年
六
月
お
う
ふ
う)
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
中
村
幸
彦
氏
編
著
『
策
伝
和
尚
送
答
控』
未
刊
文
芸
資
料
第
三
期
(
古
典
文
庫
昭
和
二
九
年
一
月)
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
鈴
木
棠
三
氏
『
安
楽
庵
策
伝
ノ
ー
ト』
(
東
京
堂
出
版
昭
和
四
八
年
九
月)
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88
② 蓬生 １オ
① 蓬生 表紙
89
④ 関屋 表紙
③ 蓬生 終丁
90
⑥ 関屋 終丁
⑤ 関屋 １オ
91
⑧ 手習 １オ
⑦ 手習 表紙
92
⑨ 手習 終丁
